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レポートの総括 
 

 第 2期長野県食と農業農村振興計画（以下「振興計画」という。）レポートは、「長野県食と農業農

村振興の県民条例」第８条に規定された、県が講じた食と農業・農村の振興に関する施策の実施状況

の長野県議会への報告及び概要公表となるものであるとともに、食と農業・農村の振興に関して県が

講じた施策の状況や背景、今後の対応について、広く県民の皆さんにわかりやすく情報提供すること

を目的に作成した年次報告書です。 

その概要は以下のとおりです。 

 

 
 
■農業農村総生産額 

平成 2９年産の農業農村総生産額(推計)は 3,083億円となり、前年と比べて 34 億円の減少（対

前年比.98.9％）となりましたが、29年度の目標である 3,050 億円を超える結果となりました。 

これは、米は需給バランスが安定し価格が平成 28 年産を上回ったこと、果樹はオリジナル品種

等への改植により単価が上昇傾向となったことに加え、農産加工品などの農業関連産出額の増加に

より生産額は増加したものの、主力である野菜の価格が堅調だった平成 2８年に比べ大幅に低く推

移したことなどによるものです。 

 農産物産出額 

平成 2９年産の農産物産出額(推計)は 2,841 億円となり、前年に比べて 60 億円の減少(対前

年比 97.9%)となりましたが、平成 29年の目標である 2,800億円を上回る結果となりました。 

これは、主力であるレタス、ハクサイ等の葉洋菜が豊作基調となり、価格が前年に比べ大幅に

低かったことなどによるものです。 

 農業関連産出額 

平成 2９年産の農業関連産出額(推計)は 242 億円となり、前年に比べて 26 億円の増加（対

前年比 112.0％）となりました。 

これは、農家レストラン等の利用者が増加したこと、6次産業化に取り組む農業者が徐々に事

業実績を上げ始めたことから、農産加工、観光農業が増加したことなどによるものです。 

  長野県の農業農村総生産額（長野県推計） 

区  分 
22年 

（基準年） 
28年 29年 

前年対比 
29年/28年 

29年 
（目標年） 

目標対比 

農業農村総生産額 
億円 

2,908 

億円 

3,117 

億円 

3,083 
％ 

98.9 
億円 

3,050 
％ 

101.1 

 農産物産出額 2,738 2,901 2,841 97.9 2,800 101.5 

農業関連産出額 170 216 242 112.0 250 96.8 

 

 

進捗管理を行っている 30 指標３2 項目のうち、11 項目で第 2期計画の最終目標（平成 29 年

度）を達成しました。達成率 8割以上を合わせると 25 項目でした。 

１ 食と農業・農村の経済努力目標の進捗状況  

【振興計画目標を達成した 11項目】 

■経営を法人化した経営体の数 

■集落営農組織数 

■信州サーモン生産量 

■信州プレミアム牛肉の認定頭数 

■遊休農地の再生・活用面積 

２ 達成指標の進捗状況 

■県が主催する商談会における農業者等と食品産業等との成約件数 

■農産物の輸出額 

■六次産業化法に基づく総合化事業計画の認定数 

■都市農村交流人口 

■食育ボランティア数 

■農業用水を活用した小水力発電の容量 

－１－ 



計画値 810 840 906 900

実績値 758 876 918 958 1,005

計画値 8,400 8,600 8,800 9,000

実績値 7,939 7,991 8,267 8,415 8,678

計画値 44 46 50 53

実績値 39 41 41 41 42

計画値 228 240 260 250

実績値 212 249 281 327 326

計画値 250 250 250 250

実績値 190 253 244 220 211

計画値 1,551 1,680 1,771 1,887

実績値 1,226 1,322 1,420 1,561 1,414

計画値 320 900 1,100 1,260

実績値 0 588 913 1,002 1,068

計画値 696 780 900 950

実績値 311 761 877 996 933

計画値 1,840 2,000 2,160 2,320

実績値 1,190 1,639 1,763 1,860 1,964

計画値 280 350 420 500

実績値 0 209 227 257 315

計画値 11 11 12 13

実績値 11 11 11 11 11

計画値 6 7 7 8

実績値 6 7 7 7 7

計画値 4 4 4 4

実績値 4 4 3 3 3

計画値 330 345 360 375

実績値 220 330 345 375 395

計画値 0 0 20 30

実績値 0 0 1 6

計画値 2,950 3,600 3,650 3,700

実績値 844 3,152 3,242 3,477 3,790

計画値 200 230 270 310

実績値 126 179 213 222 263

計画値 1,780 1,900 2,040 2,200

実績値 1,483 1,627 1,763 1,926 1,795

計画値 23 28 34 39

実績値 13 19 20 23 24

計画値 3,000 15,000 18,500 20,000

実績値 － 12,561 14,920 16,652 18,950

計画値 600 600 600 600

実績値 393 646 519 991 698

平成28年平成26年

 ［平成29年度目標を達成した指標項目数11項目］

5

達成率
（H29実績値
/H29目標値）

79%

85%

98%

ｔ

遊休農地の再生・活用面積
（単年度）

ｈａ

19

三倍体の大型イワナ生産量

16

農業用水の安定供給及び排
水機能が確保される農地面
積(H25～H29）

ｈａ

集落営農組織数

信州サーモン生産量

6

13

エコファーマーの認定組織
数

組織

ｈａ

信州プレミアム牛肉の認定
頭数

頭

17
信州の環境にやさしい農産
物認証面積

20

　達成指標は30指標32項目

20%

105%

平成29年

組織

４０歳未満の新規就農者数
（単年度）

実需者ニーズの高い県オリ
ジナル品種の普及面積（米）

ｈａ

実需者ニーズの高い県オリ
ジナル品種の普及面積（麦・
大豆・そば）

ｈａ

果樹オリジナル主要品種等
の栽培面積

11
生産量全国１位の花き品目
数

品

12
生産量全国１位のきのこ品
目数

品

8 ｈａ

生産者ＧＡＰに取り組むＪＡ
生産部会・農産物直売所の
割合

％

14

ｔ

85%

75%

88%

85%

85%

63%

82%

62%

95%

116%

84%

7

平成22年
（基準年）

75%

130%

1
経営を法人化した経営体の
数

法人

企業的農業経営体等の数 経営体

No.

人

2

3

4

102%

平成27年施策の展開

担い手への農地利用集積率 ％

環境にやさしい米づくりの面
積

ｈａ

112%

96%

項　　　　　目

①
夢ある農業を実践する
経営体の育成

②
自信と誇りを持てる信
州農畜産物の生産

9 りんご新わい化栽培面積 ｈａ

10
販売額20億円以上の野菜品
目数

品

18

15

達成指標別進捗状況一覧 

100%以上
80%以上
100%未満

50%以上
80%未満

50%未満

11 14 6 1
【34%】 【44%】 【19%】 【3%】

Ｈ29年度目標値
に対しての達成率

指標項目数
【割合】

－２－ 



計画値 60 65 70 75

実績値 24 52 66 54 67.3

計画値 10 15 20 25

実績値 － 16 18 14 16.8

計画値 100 150 200 250

実績値 － 108 158 208 252

計画値 123,000 200,000 315,000 500,000

実績値 － 206,000 386,172 563,656 1,036,000

計画値 90 94 94 94

実績値 － 91 91 93 95

計画値 578,000 580,000 590,000 600,000

実績値 546,544 599,351 604,427 624,909 622,241

計画値 830 830 835 840

実績値 814 822 788 805 773

計画値 18,500 19,000 19,500 20,000

実績値 15,770 18,111 18,370 18,435 21,254

計画値 25,537 39,650 44,650 50,000

実績値 22,484 33,786 38,391 40,827 45,574

計画値 1,900 2,000 2,100 2,200

実績値 220 1,884 2,076 2,184 2,900

計画値 300 1,350 1,400 1,800

実績値 － 243 1,106 1,169 1,511
84%

132%

106%

91%

30
農地等の安全確保面積
(H25～H29）

ｈａ

農産物直売所数 店

27

28

22

24 件

25 都市農村交流人口 人

食育ボランティア数 人

地域ぐるみで取り組む多面
的機能を維持・発揮するた
めの活動面積

26

六次産業化法に基づく総合
化事業計画の認定数

⑤
地産地消と食に対する
理解・活動の促進

⑥
美しい農村の維持・活
用

ｈａ

29
農業用水を活用した小水力
発電の容量

ｋW

％

92%

101%

67%

③
信州ブランドの確立と
マーケットの創出

④
農村コミュニティの維
持・構築

21

「おいしい信州ふーど（風
土）」の認知度（県内）

「おいしい信州ふーど（風
土）」の認知度（県外）

23 農産物等の輸出額 千円 207%

県が主催する商談会におけ
る農業者等と食品産業等と
の成約件数

件

％

104%

101%

90%

平成28年 平成29年
達成率

（H29実績値
/H29目標値）

施策の展開 No. 項　　　　　目
平成22年
（基準年）

平成26年 平成27年

100%以上 100～90 90～80 80～70 70～60 60～50 50%未満
5 2 1 1 1 0 0 0

割合 40% 20% 20% 20% 0% 0% 0%
16 3 2 6 2 2 0 1

割合 19% 13% 38% 13% 13% 0% 6%
5 3 0 1 0 1 0 0

割合 60% 0% 20% 0% 20% 0% 0%
1 1 0 0 0 0 0 0

割合 100% 0% 0% 0% 0% 0% 0%
2 1 1 0 0 0 0 0

割合 50% 50% 0% 0% 0% 0% 0%
3 1 1 1 0 0 0 0

割合 33% 33% 33% 0% 0% 0% 0%
32 11 5 9 3 3 0 1

割合 34% 16% 28% 9% 9% 0% 3%
計

⑥

⑤

④

③

②

①

指標数基本方向
H29年度目標値に対する達成割合別指標項目数

－３－ 



 

 

 
 

施策展開 1：夢ある農業を実践する経営体の育成 

○ 企業的な経営感覚や経営管理能力を持った認定農業者を育成するため、長野県農業再生協議会

と連携し、研修会を開催するとともに、農業経営コンサルタント等を派遣し、法人化や経営改善

等の指導・助言を行いました。 

○ 担い手への農地の集積・集約化を促進するため、「農地中間管理事業の推進に向けた関係機関

の連携に係る活動方針」を５者（長野県、ＪＡ長野中央会、農業会議、土地改良事業団体連合会、

農地中間管理機構）で合意するとともに、その合意内容の周知や事業活用推進のため、「農業委

員会と農地中間管理機構の連携によるキックオフ会議」の開催や市町村、ＪＡ等へのキャラバン

を実施しました。 

○ 将来の担い手として期待する農業高校生の就農促進に向けた「農業高校生等就農促進連絡推進

会議」を開催しました。 

 

施策展開２：自信と誇りを持てる信州農畜産物の生産 

○ 土地利用型作物については、人・農地プランに位置づけられた担い手への農地利用集積による

規模拡大や、経営所得安定対策の活用推進により、将来にわたって地域の水田農業を担う効率的

な経営体の育成を進めました。 

○ 水田農業複合モデルの提示、ＩＣＴの活用による効率的な生産体系のモデル実証やモデル法人

へのトヨタ式カイゼン手法の導入を進める等、稲作における担い手経営体の低コスト化や園芸作

物の導入等による、収益性向上の取組を支援しました。 

○ 果樹では、「ナガノパープル」、「シャインマスカット」の長期出荷体系の確立のための冷蔵施

設の導入支援や、高級すもも「麗玉」の試験販売を大都市圏の百貨店等で行い、県オリジナル品

種等による特色ある産地の再構築とブランド化を図りました。また、りんご高密植栽培・新わい

化栽培の研修会を開催したほか、県内種苗業者などへのフェザー苗の生産供給体制への支援等に

より、収益性が高く省力的な栽培を推進しました。 

○ 野菜では、責任ある野菜供給産地として、夏はくさいの適正生産やアスパラガスの 1年株養成

苗供給、夏秋いちごの施設化の推進等により、マーケット需要に対応できる産地づくりを進める

とともに、ジュース用トマトの生産振興のため、集落営農組織への新規導入提案やモデル園にお

ける機械化一貫体系の実証を行いました。 

○ 花きでは、キク類の需要期の安定供給を図るため、赤色ＬＥＤを用いた開花調節技術の産地実

証や、トルコギキョウの土壌病害に対する土壌還元消毒の効果検証等主力品目の各プロジェクト

活動による生産拡大や作型安定への取り組みを行いました。 

○ きのこでは、産地に設置した支援班が巡回指導により経営改善を進めたほか、異物混入防止の

ための関係機関の意識統一を図りました。 

○ 水産では、種苗生産施設である水産試験場などの施設整備を行い、信州サーモン及び信州大王

イワナの稚魚の安定供給を図るとともに、行政、漁協、観光関係者等が連携して「釣ーリズム信

州推進事業」を実施しました。 

○ 畜産では、遺伝的に産肉能力の高い「スペシャル繁殖牛」の認定や活用により信州プレミアム

牛肉の増産を図るとともに、発情発見装置や分娩監視装置などのＩＣＴ実証モデル農場の設置や

畜産クラスター事業の活用等により畜産経営基盤の強化と畜産農家の収益力向上を図りました。 

○ 環境農業では、農業者を対象とした研修会を開催し、事例発表などを通じて意識の向上を図っ

たほか、環境にやさしい農業技術集をとりまとめ県ホームページに掲載するなど情報提供を行い、

技術の普及に努めました。 

○ 農畜産物の安全性の確保については、各種研修会により、ＧＡＰ指導者及び農場ＨＡＣＣＰ指

導員を養成しました。 

 

３ 施策の展開別実施状況 

夢に挑戦する農業 
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○ 農業生産基盤の整備については、区画整理や農道、畑地かんがい施設など、生産性向上のため

の整備を行うとともに、頭首工や用水路などの既存施設の長寿命化や大規模地震に備えた農道橋

の耐震対策を進めました。 

○ 技術開発では、種なし栽培に適した皮ごと食べられる新しい赤色ぶどう品種「ブドウ長果１１」

などの県オリジナル品種の育成や、低コスト・省力化・高位安定生産技術や、環境にやさしい農

業生産技術の開発、産学官連携による革新的な技術開発等を推進しました。 

 

施策展開３：信州ブランドの確立とマーケットの創出 

○ 信州農畜産物のブランドの確立については、各地域振興協議会で作成した「おいしい信州ふー

ど（風土）」物語を活用した銀座ＮＡＧＡＮＯでのＰＲ活動や、東海・北陸地域における信州農

畜産物のファン層を拡大するため、愛知県、富山県、石川県等で「おいしい信州ふーど（風土）」

をＰＲしました。 

○ 海外に向けた販路拡大では、輸出対象国での販路開拓を図るため、有望な輸入事業者を招へい

した県内産地の視察などにより、商談を促進しました。 

○ 6次産業化では、民間の専門家を信州 6次産業化プランナーとして登録し、6次産業化を目指

す事業者への個別課題解決への支援を行いました。 

 

 
 
 

施策展開４：農村コミュニティの維持・構築 

○ 中山間地域等におけるコミュニティの維持・強化では、中山間地域農業直接支払事業により、

集落の共同活動を支援し、中山間地域における耕作放棄の発生防止や水路、農道の維持・管理等

多面的機能の増進を図りました。 

○ 都会に住む若い女性を対象に、農業女子と交流するフォーラムや、農業女子を紹介したパンフ

レットの作成・配布等、長野県の農業・農村の魅力を発信しました。 

 

施策展開５：地産地消と食に対する理解・活動の促進 

○ 「おいしい信州ふーど（風土）」を食べよう！育てよう！地産地消キャンペーンの活動が 10

周年を迎えたことに合わせて 10周年記念パーティーを開催しました。 

○ 学校給食における県産農産物の利用拡大を図るため、県下の給食施設の学校栄養教諭や調理員

を対象に意見交換会を開催し、地消地産や食育を推進しました。 

 

施策展開６：美しい農村の維持・活用 

○ 地域ぐるみで行う共同活動の普及促進及び活動の質的向上を図るため、「長野県農業農村多面

的機能発揮シンポジウム」を開催し、活動組織からの事例報告や、テーマ別の意見交換会を行い、

活動を次世代につなげていく機運の向上を図りました。 

○ 野生鳥獣対策では、国の交付金を活用した防護柵設置や、野生鳥獣対策チームが市町村等と連

携し、集落ぐるみでの被害対策の体制整備を進めました。 

○ 農業用水を活用した小水力発電では、導入を推進するため、市町村・土地改良区等の職員を対

象とした研修会の開催や、小水力キャラバン隊による出張相談会等による普及啓発活動を行いま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

皆が暮らしたい農村

業 
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平成25年度に「第2期長野県食と農業農村振興計画」を策定し、基本目標である「夢をかなえ人

を結ぶ信州の農業・農村」の実現を目指し、施策を展開してきました。 

この間、人口減少社会の到来による農業者の減少と高齢化の進行、ＳＮＳやインターネットの普

及による情報化の進展や消費者の価値観の多様化が進むとともに、米国を除くＴＰＰ１１協定の署

名や日ＥＵ・ＥＰＡの大枠合意（平成30年3月末時点）といった国際経済連携の進展など農業を取

り巻く情勢が目まぐるしく変化しています。 

このような状況に対応すべく「第3期長野県食と農業農村振興計画」では、農業者が減少する中

で、次代の本県農業・農村を担う者に、農地や技術、郷土食、農村の文化や景観等を確実につなぐ

ため、10年後のめざす姿の実現に向けた方向性を明示し、今後5年間において「産業としての農業」、

「消費者が求める食」、「暮らしの場としての農村」の３つの視点から総合的かつ戦略的に施策を

展開することとしています。 

基本目標に「次代へつなぐ、笑顔あふれる信州の食と農業・農村」として掲げ、産業としての農

業を振興する「次代へつなぐ信州農業」、消費者が求める食を推進する「消費者とつながる信州の

食」、暮らしの場としての農村を創造する「人と人がつながる信州の農村」を大きな３つの基本方

向の柱に、施策を推進してまいります。 

 

基本方向１：次代へつなぐ信州農業 [産業としての農業] 

 

施策展開１：次代を担う経営体の育成と人材の確保 
 本県農業の持続的な発展に向け、認定農業者など戦略を持って経営を展開する中核的経営体を育成

し、これらの経営体が、農地中間管理事業の活用などにより農地の集積・集約を進めながら、経営の

効率化、稼ぐ力の強化を図り、地域の農業生産の大宗を担う農業生産構造の構築をめざします。 

全国的な人口減少社会の中、本県農業を担う人材を安定的に確保するため、新規学卒者や就職後に

早期転職する親元就農者等の経営継承を進めるとともに、県内外からの新規参入者の誘致を促進しま

す。 

農業経営体を支える雇用就業者（従業員）を安定的に確保するため、雇用経営を行う又は志向する

者に対し、雇用スキルの向上や雇用就業者の資質向上に向けた取組、労働力の確保・最適化に向けた

取組を推進します。 

集落営農組織や農業分野に参入した企業などの多様な農業経営体等が、兼業農家や自給的農家など

地域を支える様々な方々と連携し、農地の有効利用を図りながら、地域農業を維持していく取組を促

進します。 

農作業中の事故防止に向け、関係機関・団体が連携して、高齢農家等の農作業安全意識向上に資す

る取組を推進します。 

 

施策展開２：消費者に愛され信頼される信州農畜産物の生産 

マーケットインと環境農業への取組を基本に、県内で育成されたオリジナル品種や本県の特性を活

かした販売力の高い品目・品種の導入、新たな技術の導入等を進め、「稼ぐ力」を高めます。 

県オリジナル品種の早期産地化や安定生産を図るため、長野県原種センターや種苗業者等と連携し、

優良種子・種苗の安定供給に向けた取組を継続して進めます。 

また、高収益作物の導入、加工・業務向けの契約栽培の推進等による農業所得の向上や農作業の外

部化、ＩＣＴの活用等による労働生産性の向上を進めます。 

更に、革新的な農業技術の開発・普及を進めるとともに、農畜産物の安全性の確保、品質の向上と

安定した生産を支える農業生産基盤の保全管理・整備を進めます。 

 

 

４ 今後の展開方向 
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施策展開３：需要を創出するマーケティング 

県内で生産されている農畜産物やその加工品について、それぞれが生産された信州の豊かな自然環

境や歴史、文化などの背景と合わせ、県民が共感できるブランドとして県内外に発信するとともに、

生産者団体や流通事業者等の関係機関と連携を図りながら、多様な実需者ニーズに的確に対応し、「最

適なタイミングかつ最高の状態」で流通・供給できる体制を構築します。 

また、６次化ビジネスに取組む農業者を増加させることにより、所得向上と経営の安定、さらに雇

用創出等による地域経済の活性化を図ります。 

加えて、信州農畜産物の輸出を農業者の販売チャネルのひとつに位置付け、加工品を含めたオール

ＮＡＧＡＮＯでの輸出拡大を図ります。 

 
 
基本方向２：消費者とつながる信州の食 [消費者が求める食] 

 
施策展開１：本物を味わう食と食し方の提供 

信州農畜産物は、和食だけに留まらず様々な料理に利用され、また各地域の郷土料理や伝統食の食

材として受け継がれている等、豊かな自然と風土に育まれた魅力ある背景や物語を有しています。信

州農畜産物の地元での活用を進め、食文化や伝統を継承するとともに、多様な食生活に対応した「信

州の食」を提供し、信州農畜産物の需要拡大を図ります。 

また、県内で生産された農畜産物または郷土食として定着している料理・加工食品で一定の要件を

満たすものを新たに「おいしい信州ふーど」として設定し、県民運動として広く展開することで信州

農畜産物の魅力発信と県民との意識の共有を図ります。 

 

施策展開２：しあわせな暮らしを支える豊かな食の提案 

県民の心身の健康増進と豊かな人づくりに必要な「食」に対する理解を深め、その背景にある農業

者や農業を取り巻く環境、さらには郷土食・伝統食といった地域の食文化を含めた「地域づくり」と

しての「食」の重要性が、子どもたちや地域住民の間で理解されるような取り組みを進めるとともに、

長野県食育推進計画との整合を図りながら、食を通じた豊かさやしあわせを実感できるライフスタイ

ルの実現をめざします。 

 

 

基本方向３：人と人がつながる信州の農村 [暮らしの場としての農村] 

 

施策展開１：持続的な農業生産活動を支える基盤づくり 

農村の多面的機能を維持・発揮させるため、多面的機能支払事業や中山間地域農業直接支払事業等

を活用し、農家のみならず地域住民や都市住民、企業等多様な主体の参画による共同活動を促進しま

す。 

農地と水を守り、農業水利施設を適切に保全管理する土地改良区などの人材育成と健全な組織運営

を支援します。 

農業水利施設の改修やほ場内農道の舗装等、農地の条件整備により持続的な営農を支えます。 

 大規模地震や豪雨等による被害を防止するため、ため池などの耐震化、排水機場のポンプ設備など

の更新整備、地すべり防止施設の長寿命化等、農村の暮らしを守る環境を整備します。 

 野生鳥獣による農作物被害の低減に必要な対策を推進し、安心して農業ができる生産環境と地域の

暮らしを守ります。 
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施策展開２：多様な人材の活躍による農村コミュニティの維持 

人が移り住み、多様な人材が支え合い共同活動が活発に行われている、そこに暮らす人にとって「魅

力ある農村づくり」を進めます。 

 農業生産活動等を通じた地域のつながりの強化や都市住民との交流、地域に存在する多彩な地域資

源を活用した地域活動や、女性農業者による農業・農村における活動を促進し、農村コミュニティの

維持・強化を図り、祭りや伝統食等農村文化の伝承を進めます。 

 また、農村の豊かな自然環境を活かし、農福連携による障がい者などの就農、市民農園等における

都市住民や高齢者の生き甲斐の場づくりなど、誰もが農業や自然にふれあうことができる機会づくり

を進めます。 

都市農村交流を推進することにより、農村の多面的機能保全が農村住民だけでなく都市住民にとっ

ても重要であるという認識を深め、それを契機として新規に農業に参入するなど農村への移住を促進

し、移住者を農村コミュニティに取り込むことで農村の活性化を図ります。 

 

施策展開３：地域の強みを活かした農村景観や地域資源の活用 

 疏水等の歴史や景観等の魅力を「学びの場」や「観光資源」として活用し、観光客等に農村の「こ

だわり」や農作物を育む環境を間近に見て感じてもらうことにより、農作物の付加価値向上や農村の

多面的機能への理解醸成を図ります。 

 農業用水路を流れる水が包蔵しているエネルギーを貴重な地域資源として活用することで、エネル

ギーの持続性を高めるとともに、売電収益により農業用水路等の管理にかかる費用の負担軽減を図り

ます。 

 また、農業バイオマスなどの地域資源を有効活用するため、地域、民間事業者等によるバイオマス

に関する取組を促進するとともに、関係機関と連携しながら、県内のバイオマス資源の総合的な利活

用を推進します。 
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平成 29年度の特徴的な動き 
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◆農地中間管理事業の推進  ～関係機関５者合意による一体的な事業推進～  

農地中間管理事業の活用を促進し、担い手への農地の集積・集約化を加速化させるため、特に他制度

（農地集積円滑化事業等）から農地中間管理事業への移行を進める体制整備が急務であることから、平

成 29 年 11 月に長野県、ＪＡ長野中央会、農業会議、土地改良事業団体連合会、農地中間管理機構の５

者で「農地中間管理事業の推進に向けた関係機関の連携に係る活動方針」を合意し、農地の流動化にお

いては農地中間管理事業を基軸として一体的に推進を図ることとしました。 

≪活動方針で整理した農地の貸し借りに係る制度の活用区分≫ 

項 目 農地中間管理事業の活用 他の制度の活用 

対象農地 

貸付期間 

農業振興地域内の農地で 

10年以上又は５年、３年の場合 

農業振興地域外の農地の場合 

又は、３年未満の場合 

５者合意事項の周知や事業活用推進のため、11月には 

「農業委員会と農地中間管理機構の連携によるキックオ 

フ会議」の開催、また、機構と連携し、全市町村、ＪＡ 

等へのキャラバンを実施するなど、関係者と推進方針の 

共有を図りました。 

 また、条件不利農地や園芸地帯での集積・集約化を進 

めるため、機構が農地を一時保有し、保有期間中に地域 

が担い手を確保する「農地管理事業」の実施や、機構と 

果樹産地協議会が連携し「果樹経営支援対策事業」を実 

施しました。 

 このような取組により、借受面積は 581ha（前年比 155%）、貸付面積は 692ha(前年比 109％)となりま

した。 

１ 夢ある農業を実践する経営体の育成 

◆実効性のある人・農地プランへの発展 ～農地の利用最適化に向けて～ 

優良な農地を確保したい担い手（人）と、貸し出される農地のアンバランスな状態（人と農地の問

題）を、地域の話合いで解決する「人・農地プラン」の見直しの取組が県下各地で進んでいます。これ

までの課題の一つに「貸し出したい農地の情報が集まりにくい（整理されない）」ことがありました。 

そこで高山村をモデル地区として、村、長野地域振興局支援チーム、県農業会議、農地中間管理機

構、農村振興課で打ち合わせを重ね、以下の項目をポイントに「農地の出し手情報」を整理する取組を

実施しました。 

 H29年7月に新設された「農地利用最適化推進委員」を調査員とし、戸別訪問することで早く担当地
域の様子を知ってもらう。 

 あわせて、地域住民に農地利用最適化推進委員の役割と活動を知ってもらう。 

 将来の農地の出し手候補と予想される70歳以上（最終的には75歳以上で後継者が不明な農家）を巡
回し、所有する農地ごとの利用意向を確認する。 

この結果、貸し出し希望のある24戸の農家を含む76戸のデー

タを集約し、集約したデータは、人・農地プランの農地の出し

手情報として整理されました。３月に実施した検討会では「対

象者の選定は年齢以外もあるのではないか」、「調査時期は1～2

月のほうが良さそうだ」等前向きな意見が多く出されるなど、

平成30年度の取組は一層の発展が期待されます。今後こうした

取組を他市町村へと広げ、実効性のある人・農地プランへの見

直しによる農地利用の最適化を進めてまいります。 【検討会での活発な意見交換】 

【農業委員会との連携によるキックオフ会議】 
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◆東京で「長野県市町村・ＪＡ合同就農相談会」を開催 

県内各地域における新規就農者の確保に向けて、「長野県市町村・ＪＡ合同就農相談会」（主催：長野県農

業担い手育成基金、後援：長野県、ＪＡ長野県グループ）を８月26日に東京都新宿区のベルサール西新宿で

開催しました。当日は県下各地から 31ブース（25市町村、10ＪＡ）の出展があり、55組が来場しました。 

各地域ブースでは、市町村やＪＡ担当者による地域の農業概要や独自の支援制度についての紹介や相談活

動が熱心に行われました。その他、県農業大学校ブースでの実践経営者コースや新規就農里親前基礎研修等

の説明、ＮＡＧＡＮＯ農業女子ブースでのコアメンバー２名による女性視点での就農相談を行いました。 

また、就農セミナーも併せて開催し、県内での研修

を経てＩターン就農された２名の事例発表を行いまし

た。佐久市の吉田さんからは、就農に至るまでの準備

や就農後に様々な困難に遭遇しながらも徐々に規模拡

大した経過についてお話しいただきました。中野市の

関さんからは、ご夫婦でじっくり就農先を検討された

状況や県農業大学校研修部の里親前基礎研修を経て中

野市で里親研修を実施された経過等についてお話しい

ただきました。いずれも実体験を踏まえた内容で就農

希望者の皆さんが高い関心をもって聞いていました。 

就農相談者数は有効求人倍率が高水準で推移してい

る中で減少傾向にありますが、雇用情勢のいかんに関

わらず農業を志向される方が常に一定数いることが実

感でき、今後とも就農希望者のニーズに寄り添った就

農相談を市町村・ＪＡと一体となり取組み、新たな担

い手確保を推進してまいります。 

【ブースでの熱心な就農相談の様子】 
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◆農業経営に「トヨタ式カイゼン手法」を導入 

製造業で実施されている現場改善や経営改善手法が、農業分野でも積極的に活用されています。このため

県では、トヨタ自動車株式会社が農業分野で活用を進めている「トヨタ式カイゼン手法」を、モデル的に稲

作の２法人へ導入を支援しトヨタと連携してカイゼン指導を行いました。 

「トヨタ式カイゼン手法」は、生産現場の様々な場面において、日常業務の効率化等の改善活動を積み上

げることで経営全体の収益性の向上や人材育成につなげるものです。 

モデル法人では、全従業員が改善活動に参加し、改善方法を検討することで様々なアイデアが提案され、

作業工程や作業分担の見直しの実践が始まっています。 

今後は更に改善活動を進め、生産コストの削減や規模拡大等による収益性向上に取り組みます。 

 

田植え作業に時

間がかかりすぎ

ており、規模拡

大が困難 

作業計画作成 

実
践 

作業実績を入力 
 

 

作業リーダー 

作業者 

 

○ 

 

 

２ 自信と誇りを持てる信州農畜産物の生産 

◆県オリジナル品種「風さやか」のブランド化  

「風さやか」の生産振興とブランド確立を図るため、「風さやか」推進協議会が中心となり、良食味で高品

質な「風さやか」の安定生産と生産拡大に向けた取組、認知度向上と特長を印象付ける情報発信等を行いま

した。 

今後も高品質な「風さやか」の生産を拡大するとともに、県内需要の定着とブランド化に向けて情報発信 

に努めてまいります。 

〈生産振興〉地域別の栽培マニュアルを改訂するとともに、マニュアルに基づく栽培指導会を県内各地で実

施し、品質向上と生産拡大に努めました。 

〈ＰＲ活動〉「山の日」は「風さやか」おにぎり企画として、白馬八方尾根で登山客に対しておにぎりの振る

舞いを行いました。また、サッカーキッズのおにぎり作り体験試食会、銀座 NAGANO と連携した

稲刈り体験ツアーやランチ会、県内各地での試食ＰＲイベントを開催し、より多くの皆さんに

「風さやか」を知って頂く機会を提供し、県民米としてのブランド確立を図りました。 

 

 

 

 

 

 

 

           

【白馬八方尾根でのＰＲ】        【知事によるテレビ番組でのＰＲ】 【サッカーキッズおにぎり作り体験】 

【ＩＴツールで作業管理】       【作業を見える化し問題点を把握】   【改善方法を全従業員で検討】 
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◆年末需要に向けたブドウ産地の販売戦略への支援！  

～高品質果実生産と冷蔵施設の導入による長期出荷体制の確立～ 

 需要が多く、かつ貯蔵性に優れる「シャインマスカット」は、年末に向けて 

市場単価が上昇していくことから、年末・年始の有利販売に向けた出荷体制の 

構築と高品質な果実生産が急務となっています。そこで県では、シャインマス 

カットの高品質生産に向けたリーフレットの作成や長期出荷に向けた貯蔵技術向上 

研修会を開催するとともに、ぶどうの出荷期間を延長するため、冷蔵施設や貯蔵 

技術の発達に伴う秋以降の需要の創出と、それに向けた新たな生産振興の取り 

組みを支援しています。 

 主産地のＪＡでは、補助事業を活用し、28年度からの２か年で、県内に150 

台余の冷蔵庫を導入しました。これにより、５月から年末・年始に至る長期出 

荷体制の強化が進んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【３大都市圏市場での県産ぶどう平均単価】 
（2015－2016年） 

【冷蔵施設を活用した長期有利販売対応】 

出典：日本園芸農業協同組合連合会 

◆すもも新品種の高級ブランド確立！ ～商標を活用したブランド化の取組み～ 

 県育成のすももオリジナル新品種「スモモ長果１」（「シナノパール」Ｈ30.７.１現在出願公表中）の優れ

た品種特性を活かすため、一定の品質基準をクリアした果実を、商標「麗玉（れいぎょく）」という名称でブ

ランド化を図る取組を行っています。 

 平成30年度の市場デビューに向け、「高級すもも「麗玉」振興協議会」が中心となり、東京、大阪、名古屋

の市場等において、市場関係者や高級百貨店のバイヤーを対象に求評会を実施 

するとともに、都内百貨店での試食宣伝会では、百貨店の果実店を普段から利用 

する消費者から高い評価を得ることができました。 

 今後は、高級果実としてのブランドイメージの定着を図るため、認知度向上に 

向けた取り組みの他、生産拡大を図るための技術指導の実施等を引き続き進めます。 

 【「スモモ長果1」生産計画】 

年度 
2017（H29） 
【実績】 

2018（H30） 
【計画】 

2022 
【計画】 

面積 4.7ha 5.2ha 11ha 

生産量 1.7ha 3t 52t 

 

【すももの品種リレー】 

8月 9月 

上 中 下 上 中 下 

ソルダム 貴陽 太陽   秋姫 
スモモ 

長果 1 

 

【商標ロゴ】 

【冷蔵庫の導入】 

 

巨峰

ﾅｶﾞﾉﾊﾟー ﾌﾟﾙ

ｼｬｲﾝﾏｽｶｯﾄ

　　　　　　　　　　　　　　　　施設　　　　　　　　露地　　　　　　　　冷蔵　　　　　　　　　　　

５月～ ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

 

500

1,000

1,500

2,000

2,500

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

8 月 11 月 10 月 9 月 12 月 

麗 玉 

大
き
さ 

200g 

18度 

甘さ 

(糖度） 

【「麗玉」の品質基準】 

 

【高品質生産リーフレット】 
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◆地場産ワインによる地域の活性化  

～ワイン用ぶどうの生産を支える中山間総合整備事業～ 

高山村では、果樹栽培に適した気候を活かして品質の良いワイ

ン用ぶどうを栽培し、醸造したワインは、海外のコンクールでも   

高い評価を受けています。 

一方、村全域が中山間地域であり、小区画で不整形な農地や未

整備の農道が多く、農作業の省力化や荒廃農地を解消することが

農業振興上の課題でした。 

営農条件の改善による農作業の省力化や荒廃農地の解消を図る

ため、県営中山間総合整備事業により、平成29年度までに７haの

ワイン用ぶどう畑と0.7kmの用排水路、0.9kmの農道を整備しまし

た。また、平成28年度に完成した「信 

州たかやまワイナリー」との連携によ 

り、生産から醸造まで一貫して行うこ 

とが可能となり、地場産ワインのブラ 

ンド化を核とした地域の活性化が図ら 

れています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業工期 H25～33年度 

総事業費 17億7000万円 

事業内容 

用排水路    1,218m 

農道         2,828m 

区画整理     9.6ha 

集落環境管理施設１か所 

ほか 

 

【信州高山地区の概要】 

◆夏秋いちご ～この 10年間で栽培面積倍増！～  

夏秋いちご「サマープリンセス」の産地化に向け、佐久、松本、諏訪地域を中心に、産地パワーアップ事

業などを活用して、新規栽培開始への取組を積極的に進めてきました。あわせて、長野県園芸作物生産振興

協議会では、夏秋いちごの栽培経験が浅い者を対象に、主要害虫のハダニ類の総合的な防除と天敵利用のポ

イントについての研修会を開催しました。 

その結果、栽培面積は15.4haに達し、全国２位の面積（平成26年青森県調べ）となっています。特に、安

曇野市、松本市を中心に栽培者数が増加し、安曇野市では主力品目となっています。 

 

【夏秋いちご生産安定研修会】 

整備したワイン用ぶどう畑 信州たかやまワイナリー 
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長野県の夏秋いちご栽培
面積の推移（ha）
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◆ジュース用トマトを土地利用型農業法人へ提案！  

～水稲との複合経営を推進～ 

消費者の健康志向からトマトジュースの需要は堅調で、加工会社からは栽培面積と生産量の維持、更

には拡大が求められている一方、本県の栽培状況は、高齢者による小規模栽培が多くを占めており、面

積と生産量が減少しています。 

そこで、長野県園芸作物生産振興協議会では、規模拡大の可能な土地利用型法人や集落営農組織等に

対して、水稲の複合品目としてジュース用トマトの導入を提案し、平成29年度には新たに２法人等が新

規に取組を始めました。また、省力化を図るための検討では、機械化一貫体系の導入により、稲刈り作

業前にトマトの収穫を終了することができ、水稲＋αとして労力の有効活用が可能であることがわかり

ました。 

今後は、水田の排水対策等の検討を進め、更なる単収向上を図ります。 

 

【ジュース用トマト機械化体系実証試験】 

◆安全・安心 きのこ異物混入防止対策の推進！～指導者向け研修会の開催～ 

本県のきのこ生産量は全国生産量の約３割を占めており、えのきたけ、ぶなしめじ、エリンギを中心

として全国一の生産量を誇っています。しかし、全体的に施設の老朽化が進んでおり、老朽化が原因に

よる施設の破損、それに伴う異物混入のリスクが高まっています。きのこ生産における異物混入は、発

生後の自主回収、廃棄等による経済的損失だけでなく、産地全体としてのブランド力低下等、多大な悪

影響を招きかねないため、各産地が一丸となった 

対策を講じることが重要です。 

そこで、長野県園芸生産振興協議会では、ＪＡ、 

県関係農業技術者を対象として「きのこ生産安全 

安心研修会」を開催しました。研修会ではＧＡＰ 

（農業生産工程管理）への取組み、ワークショッ 

プにて異物混入についての課題整理等今後の対策 

について検討しました。 

今後は、経営者や従業員に対する危機意識の醸 

成を進め、更なる安全・安心な生産を進めます。 

 
【きのこ生産安全安心研修会】 

【水稲とジュース用トマトの労力活用モデル】 
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◆地域ぐるみで畜産収益力をアップ！～畜産クラスター事業を活用した取組み～ 

日ＥＵ・ＥＰＡ、ＴＰＰ11等の国際化が進む見込みのなかで、経営規模の拡大や効率化による収益

力の向上が一層重要となっています。 

このため県では、地域ぐるみで畜産の収益力の向上を目指す畜産クラスター事業などを活用し、畜

産農家が取組む施設整備や機械導入を支援しています。 

平成29年度は、施設整備事業において搾乳牛舎や搾乳ロボット、堆肥舎等の導入を支援し、機械導

入事業では飼料収獲・調製機械や牛の発情発見装置等の導入を支援することで畜産農家の牛の増頭や

飼養管理の効率化、自給飼料生産利用の拡大を図りました。 

今後も地域における畜産クラスターの形成を推進するとともにＩＣＴ技術などの導入を支援し、畜

産経営基盤の強化と畜産農家の収益力アップを図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       【搾乳ロボット】               【飼料調製機】 

◆県産花きの輸出促進！  ～海外花きバイヤーを招いて、県産花きの魅力をＰＲ～ 

県産花きは2012年にオランダで開催された園芸博覧会（フェンロー国際園芸博覧会）への出品にお

いて高評価を得たことを契機として、ラナンキュラス、トルコギキョウを中心に、北米、香港、東南

アジアへの輸出が年々増加しています。 

海外での評価が高い品目は、ラナンキュラスやトルコギキョウ、シャクヤク、ダリア等大輪でボリ

ューム感があり、海外生産品に比べて高品質な花や、花木類やリンドウ等和的で希少性の高い花とな

っており、認知度の向上とともに、輸出品目数も増加傾向となっています。 

県では、更なる輸出拡大を図るため、国際的な展示会でのＰＲ展示のほか、海外花きバイヤーを招

いた産地見学会を開催しました。 

平成29年10月に開催した産地見学会では、アメリカ 

や香港等５か国から９名の海外バイヤーが県内の花き 

産地を訪れ、栽培ほ場や選花場所の見学を行いました。 

この産地見学会によって、生産段階での細やかな管 

理や、多様な品種の状況等更なる魅力を発信すること 

ができました。 

また、産地見学会の模様を各国バイヤーがＳＮＳを 

使って映像配信するなど、フラワーデザイナーなどの 

実需者に対し、直接魅力を伝えることができ、今後の 

取引拡大が期待されます。 
【海外バイヤーによる産地見学会】 
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◆高病原性鳥インフルエンザ防疫体制強化 

近年、冬期になると、日本国内で家きん類の高病原性鳥インフルエンザが発生しています。 

そこで県では、高病原性鳥インフルエンザが万一県内で発生した場合、より早急な対応が可能となる

よう、従来の動員計画をリニューアルしました。1,000羽以上飼養する大規模養鶏農家57農場につい

て、飼養形態や鶏舎の大きさ等を勘案し、農場内作業やサポート等の動員人数を個別に確定し、その動

員計画に基づく人数を迅速に選出できるように、現地機関及び本庁各部局の動員予定者名簿を整備しま

した。その整備した動員名簿を使用し、松本市の養鶏場で高病原性鳥インフルエンザが発生したことを

想定し、県庁と松本地域振興局の合同で防疫演習を実施しました。 

今後も、定期的なモニタリング検査の実施やウイルス侵入防止対策の強化等について注意喚起を行う

など、発生防止に努めるとともに、防疫演習を継続して実施し、万一の発生に備えてまいります。 

 

【防疫演習：情報伝達及び動員確認訓練】 
 

【防疫演習：実地演習】 

－17－ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 信州ブランドの確立とマーケットの創出 

◆「おいしい信州ふーど（風土）」の認知度向上 

～県内での「おいしい信州ふーど(風土)」ＷＥＥＫの取組～ 

「おいしい信州ふーど（風土）」の魅力を県内で発信し、認知 

度向上を図るため、「おいしい信州ふーど（風土）」SHOP等約140 

店舗の飲食店等が参加したＰＲ活動を県内各地で行いました。 

 今回の取組を通じ、新たな調理方法や生産者の思いを様々な方 

々に発信するとともに、県産農産物のブランド力向上と新商品開 

発に向けた情報提供、食材の利用促進に向けた取組を進めていき 

ます。 

 

 ～銀座NAGANOを活用した情報発信～ 
銀座ＮＡＧＡＮＯにおいて、首都圏の消費者や実需者に対

し、県産農畜水産物・加工品・郷土食等の魅力を発信しまし

た。 

 今回の取組では、「おいしい信州ふーど（風土）」大使・公使・ 

名人の３名より、「プレミアム」、「オリジナル」、「ヘリテイジ」 

を含めた信州の食の魅力を実演・試食等を交えながら発信し 

ていただきました。 

 引き続き、県内外の多くの消費者や実需者に「おいしい信 

州ふーど」をＰＲし、ブランド力の向上を図ります。 

【松本地域でのＷＥＥＫ開催 
のチラシ】 

◆農産物の輸出促進    

～輸出に意欲的な事業者等による協議会を中心に農産物の輸出を促進～ 
 

県と長野県農産物等輸出事業者協議会では、海外ニーズに対応した生産 

や販売促進、販路拡大を図るため、新規開拓国として輸出を推進している 

マレーシア、ベトナムにおいて、マーケティング調査を実施しました。 

マレーシアの現地バイヤーとの意見交換では、富裕層や中間層からの日本 

産農産物に対する需要が高まっており、流通コストなどの課題はあるもの 

の、輸出先として期待が持てる意見が多く聞かれました。 

また、ベトナムでは、JETRO現地職員と懇談し、現状では日本産農産物 

を購入できる富裕層が極めて少ないが、今後国民所得が向上すると予測 

されており、購買者が増加するとの意向が確認できました。 

今回のマーケティング調査を機に、今後マレーシア、ベトナムにおける 

有力な輸出事業者と現地バイヤーを確保し、継続的で安定的な商業ベース 

での取引を拡大し、一層の長野県産農産物の輸出拡大を図ります。 

【ﾍﾞﾄﾅﾑ ﾏｰｹｯﾄ調査】 

【ﾏﾚｰｼｱ ﾊﾞｲﾔｰとの意見交換】 
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◆農業の６次産業化の推進    

～「シードル」・「アップルブランデー」の醸造設備整備～   

  りんご農家の多くは自ら生産したりんごを活用し、ジュ

ースの加工（委託製造を含む）に取り組んでいます。 

しかし、様々な果実飲料などが販売されるなかで産地

やメーカー間の競争が激しく利益率が低い傾向にありま

す。そこで、Ｍ社は、これまでのジュース加工や醸造技

術を活かして、新たに地域産原料を使った、「シード

ル」と「アップルブランデー」の製造・販売に活路を見

出しました。 

  本取組では、県や信州６次産業化推進協議会地域推進

員、プランナー等の支援により、国の「６次産業化総合

化事業計画」の認定を受けるとともに、６次産業化ネッ

トワーク活動交付金（整備事業）を活用し、醸造に必要

な施設を整備しました。 

今後、地域のりんご生産者からの委託醸造の受入を積

極的に進めるとともに、商談会への参加や酒販店やホテ

ル、レストラン等への営業活動を行い、販路の拡大と認

知度向上を図ります。 
 
〔総合化事業計画認定事業者数〕 

 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 合計 

認定数 22 33 19 14 ２ ２ ３ 
95 

(全国第 4位) 

 

                             

【整備された醸造施設・外観】 
 

◆農業者等の販路拡大を支援 

～商談会における成約件数の向上を図るため、営業力強化研修会を開催～ 

 県内外で開催される様々な商談会には、自社商品の農産物や農産加工品を直接売り込みたい多くの農

業者等が、販路拡大を図るために出展しています。 

商談会の目的は、新たな取引の成約ですが、優れた商品を用意してもバイヤーに対して営業力が弱い

と販路拡大につながらないケースが見られます。 

そこで、首都圏で開催される大規模商談会「スーパーマーケット・トレードショー」への出展を目指

す農業者などを対象に研修会を開催し、商談に必要な営業力を強化するなどスキルアップを図りまし

た。 

研修を受講した者は、平成30年２月14日から３日間、千葉県 

の幕張メッセで開催されたスーパーマーケット・トレードショー 

2018へ出展し、自ら販路拡大を図りました。 

◆ 研修内容 

・営業力強化につながる展示会・商談会の活用方法 

・営業力の基となるＦＣＰシートの書き方 

・出展に向けた事前準備、当日の対応、事後フォロー 

 【農業者を対象にした営業力強化研修会】 

【整備された醸造施設・内部】 
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４ 農村コミュニティの維持・構築 

◆「ＮＡＧＡＮＯ農業女子」の活躍の場が拡大！ 

県内の若い女性農業者（ＮＡＧＡＮＯ農業女子）のネットワーク化を図り、自主的な活動と共感し合

う女性との仲間づくりを進めるとともに、就農や移住を推進するため、都会に住む若い女性に対し長野

県の農業・農村の魅力を発信する事業などに取り組みました。 

仲間づくり 

県域及び３地域の農業女子交流会を開催し、ワークショップや世 

代間交流等による新たな仲間づくりとネットワーク化を進めました。 

Facebookによる情報交流では、平成29年度末までに農業女子とその 

活動を応援していただける方398名の登録がありました。 

また、地域グループとして活動している「Ｎｊ☆北信」、「南信 

州hatake＊girls」、「松本農業女子くらら」に加え、「のらじょ♪ 

の会」、「team晴耕雨食～NAGANO農業女子～」の２地域グループが 

立ち上がり、自主的な活動の輪が広がりました。 

 

就農・移住の推進 

ふるさと信州寄付金を活用して都会の若い女性に向けて、農業女 

子のライフスタイルを紹介したパンフレットの配布や東京発農業体験 

バスツアーの実施、農業女子と交流するフォーラム「NAGANO農業女子 

トーク＆カフェ」を東京に加え名古屋に拡大して開催するなど、農業 

女子の皆さんが、本県農業・農村の魅力を発信しました。 

また、県外就農相談会に農業女子ブースを新たに設置し、夫婦や 

女性相談者の方に農業や農村での暮らし方、子育て等の女性視点か 

ら就農アドバイスを実施しました。 【就農・生活体験に基づく相談】 

【農業女子リンゴ園での収穫作業体験】 

◆ 農ある暮らしを応援「農業で豊かなライフスタイル応援資金」！ 

移住や定年退職などを契機に、「農ある暮らし」を取り入れた新しいライフスタイルを求める定年

帰農者やＩターン者の就農を支援し、多様な働き方、暮らし方の定着を図る「農業で豊かなライフス

タイル応援資金利子補給事業」を実施しています。 

この事業は、農業者が金融機関から農業資金の融資を受けた場合に、その負担軽減のため、県が融

資機関に利子補給を行うもので、これまで農業制度資金の対象とならなかった小規模経営の農業者が

対象となる融資制度です。 

平成29年度は、次の取り組みを実施しました。 
  

○利用促進に向けた要件緩和 

当初55歳以上の年齢要件を45歳以上に、過去３年以内に県

外から長野県に移住の要件を、前住所地が長野県以外であれ

ば対象となるよう要件緩和を行いました。 

○事業周知活動 

市町村への情報提供、県下47直売所にチラシの配布 

 

 融資実績  

農機具や農業資材等の購入に、当資金が活用されました。  

【H29実績】 融資件数：６件  融資額：8,460千円 

【事業PRチラシ】 
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◆中山間地域農業直接支払事業 第４期対策（Ｈ27～Ｈ31年度）の実施 

～集落の維持・強化の観点からの制度拡充が図られる～ 
 
中山間地域農業直接支払事業については、平成27年度から、 

法律に基づいた安定的な措置として実施され、平成28年度から 
は、これまでの制度の枠組みを維持しつつ、以下のとおり拡充 
・強化が図られました。 

拡充・強化内容 

○集落活動への女性・若者等の参加を促進 

○複数の集落が連携して行う農業生産活動等の体制づくりを推進 

○超急傾斜地の農用地の保全・活用を支援 

○交付金返還免責事由の見直し（家族の病気その他これらに類する事由まで拡大） 

平成27年度は、高齢化などの影響で、第４期対策への継続を断念した集落もありましたが、平成

28年度以降は拡充・強化された制度の周知徹底を図ったことにより、実績は、1,076協定、9,398ha

と取り組みが増加しました。 

 

〇中山間地域農業直接支払事業の推移 

  第３期（Ｈ２２～２６） 第４期（Ｈ２７～３１） 

年度 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 

協定数 1,146 1,159 1,159 1,160 1,162 1,062 1,074 1,076 

対象面積(ｈａ) 9,838 9,909 9,890 9,907 9,926 9,222 9,301 9,398 

 

【超急傾斜地の農用地】 
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◆食の“地産地消”の推進 ～学校給食での県産農産物利用拡大を図る意見交換～  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆地産地消シンポジウム メインテーマ：地産地消がつなぐ未来            

 「おいしい信州ふーど（風土）」を食べよう！育てよう！

地産地消キャンペーン推進委員会は11月８日（水）、長野

市のホテルメトロポリタン長野で「地産地消シンポジウム

2017」を開催し、約270名が参加しました。 

これは、信州の豊かな風土から生まれた食べ物とその魅

力を、県内外の多くの皆さまに知っていただくことを目的

に開催したものです。また、地産地消キャンペーンの活動

が10周年を迎えたことから、あわせて10周年記念パーティ

ーを開催しました。 

「地産地消がつなぐ未来」をメインテーマに、パティシ

エの鎧塚俊彦氏（「おいしい信州ふーど（風土）」大使）

に、ブランド力のある長野県の農産物を生かし、地産地消

の活動を活性化していくことの大切さなどをご講演いただ

くとともに、生産者や食育活動に取り組んでいる団体から

の事例発表を通して、信州の食の魅力を感じるとともに、

地産地消の活動をさらに加速していくためのヒントを得る

機会となりました。 

 

【鎧塚大使の講演】 

【生産者、食育活動団体の事例発表】 

学校給食における県産農産物の利用拡大を図るた

め、県下の給食施設の学校栄養教諭や調理員 20名を

対象に調理実習を含めた意見交換会を開催しました。 

調理実習では長芋コロッケ、野菜の和え物、炒め風

キンピラ、卵と牛乳のデザート、長芋と液卵を使った

おぼろ椀に風さやかご飯を添えたものを作りました。 

長野県調理師会会長でもある「おいしい信州ふー

ど」公使の湯本忠仁氏から、様々な調理の工夫により

多くの食材がいろんな献立に使えるような方法を学び

ました。 

意見交換では、長芋・白ネギなどの生産から加工に

取り組んでいる山形村の(株)クリーン・ア・グリー

ン、県産の凍結液卵を学校給食に供給している長野県

農協直販(株)が参加しました。 

学校給食現場における県産農産物の取扱いの現状や

課題、講習会で使われた凍結液卵や摺りおろし長芋な

どの一次加工品の活用方法、各学校での取り組みの状

況などについて活発な発言がありました。 

 

５ 地産地消と食に対する理解・活動の促進 

【調理方法を工夫した実習】 

【給食向けの献立】 
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◆地域の協働により支える農業農村 ～多面的機能発揮シンポジウムを開催～  

農業の持つ多面的機能（水源のかん養、洪水の防止、自然環境の保全等）の維持・発揮のため、県内

72市町村の824組織が農業用水路の草刈りや泥上げ等、地域の協働により行う活動に取り組んでいます。

（活動面積：39,504ha） 

平成29年度は、我が郷の土・水・人のつながりを考える集いとして、11月20日に塩尻市で「長野県農

業農村多面的機能発揮シンポジウム」（主催：長野県農業農村多面的機能発揮促進協議会、後援：長野

県他）を開催しました（240名参加）。 

一般社団法人ロハス・ビジネス・アライアンス共同代表の大和田順子氏から農業遺産や地域固有の資

源を活かした持続可能な地域創生についての基調講演と、信州大学内川義行助教から交付金の今後の使

い方に係る研究発表、活動組織から事例報告、テーマ別の意見交換会を行いました。 

意見交換では、取組の現状と課題について活発に意見が出され、活動を次世代につなげていく機運の

向上が図られました。 

       

【協働による水路の泥上げ】       【長野県農業農村多面的機能発揮シンポジウム】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 美しい農村の維持・活用 

◆安全で安心して暮らせる農村を目指して ～農業用ため池の耐震対策～  

有事の際、下流の人家や公共施設への影響が大きいため池113か所について、平成24年度から27年度

に耐震性点検を実施しました。その結果、耐震性が確保されていないとした37か所のため池について、

地域住民の安全・安心と農業用水の安定供給を図るため、迅速かつ集中的に耐震対策を進めています。 

平成 29 年度までに、32 か所のため池で耐震化工事に着手し、８か所で工事が完了したほか、75 か所

のため池でハザードマップを作成し、地域住民に公表するとともに、ため池の管理に携わる職員を対象

とした「ため池管理体制強化のための研修会」を開催し、安全で快適な農村環境を確保する取組を進め

ました。 

 

 

 
【舌喰

したくい

池
いけ

での現地研修会（上田市）】 

計画水位 

押え盛土 

【耐震化工事が進む みどり湖（塩尻市）】 
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◆釣－リズム信州スタート！ ～千曲市戸倉上山田地域の取組～ 

「釣り」を観光資源として捉え、魅力ある釣り場の構築や観光サービスの提供等を行うことで釣り

客の誘客を促し、地域活性化を図ることを目的として、平成29年度から「釣一リズム信州推進事業」

を始めました。第１弾として、千曲市戸倉上山田地域の千曲川で取組みがスタートしました。 

地元の更埴漁協をはじめ、千曲市や長野県釣りインストラクター連絡機構、水産試験場佐久支場等

で協議会を設立し、10～12 月の間、定期的かつ集中的にニジマスを放流して釣り人を誘客するととも

に、子どもたちを対象としたニジマスルアー釣り教室を開催しました。また、温泉旅館組合も温泉誘

客チラシに掲載していただくなど本事業のＰＲの一役を担っていただきました。本取組は様々なメデ

ィアにも取り上げられ、漁協の日釣り券の販売枚数が昨年同期の約４倍になるなど、一定の成果を得

ることができました。 

 

【子どもルアー釣り教室の開催】 【温泉誘客チラシ】 
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第２章 
 

 

 

 

 

 

本県の食と農業・農村の動向 
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平成 29年の農業農村総生産額（推計）は 3,083億円となり、前年と比べて 34億円の減少（対前年

比 98.9％）となったものの、29年度の目標である 3,050億円を超える結果となった。 

これは、米は需給バランスが安定し価格が平成 28 年産を上回ったこと、果樹はオリジナル品種等

への改植により単価が増加傾向になったことに加え、農産加工品などの農業関連産出額の増加により

生産額は増加したものの、主力である野菜の価格が堅調だった平成 28 年に比べ大幅に低く推移した

ことなどによるもの。 

第２期長野県食と農業農村振興計画の経済努力目標（平成 29年度）と比較すると、101.1％の達成

率となった。 

 農産物産出額（注１） 

平成29年の農産物産出額（推計）は2,841億円となり、前年に比べて60億円の減少（対前年比97.9％）

となったが、目標の2,800億円を41億円上回る結果となった。 

これは、主力であるレタス、ハクサイ等の葉洋菜類が豊作基調となり、価格が前年に比べ大幅に低

かったことなどによるもの。 

 農業関連産出額（注２） 

平成 29 年の農業関連産出額（推計）は 242 億円となり、前年に比べて 26 億円の増加（対前年比

112.0％）となった。 

これは、農家レストラン等の利用者が増加したこと、６次産業化に取り組む農業者が徐々に事業実

績を上げ始めたことから、農産加工、観光農業が増加したことなどによるもの。 

長野県の農業農村総生産額（長野県農政部推計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注１）農産物産出額 

    平成 22年産は、農林水産省大臣官房統計部公表数値である。 
    平成 29年産は現在公表されていないため、県農政部の推計値である。（農林水産省公表の作物別生産量

等に、ＪＡ等の販売単価等を基に県が独自推計した単価を乗じて算出した） 

注２）農業関連産出額 

    県農政部の推計値である。 

 

平成2９年農業農村総生産額（県農政部推計） 

22年  28年  29年① 29年②

(基準年) 構成割合 構成割合 構成割合 （目標年）

億円 ％ 億円 ％ ％ 億円 ％ ％ 億円 ％

2,738 100.0 2,901 100.0 99.5 2,841 100.0 97.9 2,800 101.5

  428 15.6 450 15.5 106.6 478 16.8 106.2   473 101.1

  5 0.2 4 0.1 100.0 4 0.1 100.0   5 80.0

  13 0.5 10 0.3 76.9 13 0.5 130.0   16 81.3

  801 29.3 869 30.0 96.7 768 27.0 88.4   790 97.2

  485 17.7 553 19.1 99.1 574 20.2 103.8   490 117.1

  161 5.9 148 5.1 99.3 142 5.0 95.9   160 88.8

  63 2.3 66 2.3 98.5 67 2.4 101.5   72 93.1

  288 10.5 311 10.7 101.0 316 11.1 101.6   305 103.6

  495 18.1 490 16.9 98.8 479 16.9 97.8   490 97.8

  170 100.0 216 100.0 106.9 242 100.0 112.0   250 96.8

  55 32.4 55 25.5 110.0 58 24.0 105.5   57 101.8

  55 32.4 78 36.1 109.9 98 40.5 125.6   108 90.7

  60 35.3 83 38.4 102.5 86 35.5 103.6   85 101.2

2,908 － 3,117 － 100.0 3,083 － 98.9 3,050 101.1

水 産

農 産 加 工

観 光 農 業

農業農村総生 産額

果 実

花 き

その他の農産物

畜 産

栽 培 き の こ

農 業 関 連 産 出 額

　区　　　　　分 ①／②
対前年比
29年/28年

野 菜

農 産 物 産 出 額

米

麦 類

雑 穀 ・ 豆 類

対前年比
28年/27年
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【土地利用型作物】 

米 
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ25実績 Ｈ26実績 Ｈ27実績 H28実績 

H29実績 

(H29/H28) 

Ｈ29目標年 

（実績/目標） 

 

作付面積 

(ha) 
３４，６００ ３４，４００ ３３，９００ ３３，２００ ３２，７００ 

３２，３００

（９９％） 

３１，３９８ 

（１０３％） 

10a収量 

(kg/10a) 
６１２ ６３２ ５９７ ６０４ ６２４ 

６２９ 

（１０１％） 

６２１ 

（１０１％） 

生産量 

(t) 
２１１，８００ ２１７，４００ ２０２，４００ ２００，５００ ２０４，０００ 

２０３，２００

（１００％） 

１９４，９８２ 

（１０４％） 

【29年産解説】 

 作付面積は、需給調整における生産数量目標が減少したため、前年をわずかに下回った。 

 生産量は、登熟期間中の天候に恵まれたため作柄は平年並み（作況指数101）となり、ほぼ前年並みとなった。 

 価格は、全国の作柄が平年並みにとどまり、主食用米の適正生産や新規需要米の取組拡大などから需給バランスが

安定し、前年産を上回る水準で推移している。 
 

 

麦 
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ25実績 Ｈ26実績 Ｈ27実績 H28実績 

H29実績 

(H29/H28) 

Ｈ29目標年 

（実績/目標） 

 

作付面積 

(ha) 
２，４１０ ２，５６０ ２，６５０ ２，７４０ ２，８２０ 

２，７９０ 

（９９％） 

２，８５０ 

（９８％） 

10a収量 

(kg/10a) 
３０３ ２９８ ３３７ ３３８ ３３３ 

３４４ 

（１０３％） 

４１０ 

（８４％） 

生産量 

(t) 
７，３１０ ７，６３０ ８，９２０ ９，２５０ ９，４００ 

９，６００ 

（１０２％） 

１１，７００ 

（８２％） 

【29年産解説】 

作付面積は、大小麦とも、前年よりわずかに下回った。 

 生産量は、前年秋の播種遅れの影響により生育量が少なかったが、暖冬傾向により回復したことから、単収はやや上

回り、前年をわずかに上回った。 

 価格は、大麦は前年とほぼ同額であったが、小麦は国際相場の影響から値上がりした。 
 

 

大豆 
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ25実績 Ｈ26実績 Ｈ27実績 H28実績 

H29実績 

(H29/H28) 

Ｈ29目標年 

（実績/目標） 

 

作付面積 

(ha) 
２，３７０ ２，０９０ ２，０５０ ２，１２０ ２，１７０ 

２，１４０ 

（９９％） 

２，５００ 

（８６％） 

10a収量 

(kg/10a) 
１４５ １６３ １６５ １６７ １７２ 

１６３ 

（９５％） 

２００ 

（８２％） 

生産量 

(t) 
３，４４０ ３，４１０ ３，３８０ ３，５４０ ３，７３０ 

３，４９０ 

（９４％） 

５，０００ 

（７０％） 

【29年産解説】 

作付面積は、県産大豆の需要減などから前年よりわずかに下回った。 

 生産量は、湿害等の発生が少なく生育は順調に推移したものの、１０月の多雨により単収は平年をやや下回り、前年

をやや下回った。 

 価格は、輸入大豆よりも高い国産大豆の販売状況が低調なことや全国的な生産量の増加により値下がりした。 
 

 

 

 

農産物主要品目の平成２９年産生産実績 

－27－ 



そば 
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ25実績 Ｈ26実績 Ｈ27実績 H28実績 

H29実績 

(H29/H28) 

Ｈ29目標年 

（実績/目標） 

 

作付面積 
(ha) 

２，９６０ ３，８９０ ４，０６０ ３，９７０ ４，１３０ 
４，１９０ 
（１０１％） 

４，０００ 
（１０５％） 

10a収量 
(kg/10a) 

７５ ６９ ６３ ５９ ４８ 
５1 

（１０６％） 
９０ 

（５７％） 
生産量 

(t) 
２，２２０ ２，６８０ ２，５８０ ２，３４０ １，９８０ 

２，１４０ 
（１０８％） 

３，６００ 
（５９％） 

【29年産解説】 

作付面積は、田・畑ともに増加し、前年をわずかに上回った。 

生産量は、９月までは天候に恵まれて結実も良好であったが、１０月の長雨や台風により収穫作業が遅れ、不作であ

った前年を上回ったものの平年より少なかった。 

価格は、全国的な作付面積がやや増加したものの、県産そばの需要の高まりから値上がりした。 
 

【果 樹】 

りんご 
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ25実績 Ｈ26実績 Ｈ27実績 H28実績 

H29実績 

(H29/H28) 

Ｈ29目標年 

（実績/目標） 

 

作付面積 
(ha) 

８，１８０ ７，９８０ ７，９００ ７，８７０ ７，８００ 
７，７００ 
（９９％） 

７，８１０ 
（９９％） 

10a収量 
(kg/10a) 

１，７７１ １，９４６ ２，０６２ １，９９７ １，８２２ 
１，９３６ 
（１０６％） 

２，０７４ 
（９３％） 

生産量 
(t) 

１４４，９００ １５５，３００ １６２，９００ １５７，２００ １４２，１００ 
１４９，１００ 
（１０５％） 

１６２，０００ 
（９２％） 

【29年産解説】 

作付面積は、生産者の高齢化などにより、前年をわずかに下回った、 

春先の夜間の降雨（一部地域は雹害）でシナノスイートやシナノドルチェで胴サビが目立ったほか、台風や冠水の影

響で品質低下がみられた。不作であった前年と比較して生産量はやや上回ったが、平年よりはやや減少した。 

価格については前年並みで推移した。 
 

ぶどう 
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ25実績 Ｈ26実績 Ｈ27実績 H28実績 

H29実績 

(H29/H28) 

Ｈ29目標年 

（実績/目標） 

 

作付面積 
(ha) 

２，４４０ ２，４３０ ２，４００ ２，４００ ２，４２０ 
２，４７０ 
（１０２％） 

２，４５０ 
（１０１％） 

10a収量 
(kg/10a) 

９８０ １，１０３ １，２２９ １，１７９ １，１９０ 
１，０４９ 
（８８％） 

１，０９４ 
（９６％） 

生産量 
(t) 

２３，９００ ２６，８００ ２９，５００ ２８，３００ ２８，８００ 
２５，９００ 
（９０％） 

２６，８００ 
（９７％） 

【29年産解説】 

作付面積は、販売が好調な「シャインマスカット」「ナガノパープル」の生産意欲の高まりから新植が増加し、昨年をわ

ずかに上回った。 

品種転換により栽培が増加しているシャインマスカットの生産量が増加したが、巨峰等では曇天や低温による生育の

遅れや肥大不足により生産量が減少したため、全体の生産量は前年をかなりの程度下回った。 

価格については、シャインマスカットとナガノパープルがいずれも前年をかなりの程度上回った。 
 

なし 
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ25実績 Ｈ26実績 Ｈ27実績 H28実績 

H29実績 

(H29/H28) 

Ｈ29目標年 

（実績/目標） 

 

作付面積 
(ha) 

１，０３０ ９４８ ９０５ ８７６ ８７０ 
８５９ 

（９９％） 
９２０ 

（９３％） 
10a収量 
(kg/10a) 

１，８２５ １，６２４ １，９８１ １，８８６ １，８９５ 
１，９８０ 
（１０４％） 

２，０１１ 
（９８％） 

生産量 
(t) 

１８，８００ １５，４００ １７，９３０ １６，５２０ １６，４９０ 
１７，０１０ 
（１０３％） 

１８，５００ 
（９２％） 

【29年産解説】 

作付面積は、生産者の高齢化などにより、前年をわずかに下回った、 

生産量は、好天により着果量が確保されたうえ、日焼けなどの発生も少なく、前年をやや上回った。 

価格については、夏場の天候が悪く需要が少なく、市場への供給が過剰気味となり、前年をやや下回った。 
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もも 
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ25実績 Ｈ26実績 Ｈ27実績 H28実績 

H29実績 

(H29/H28) 

Ｈ29目標年 

（実績/目標） 

 

作付面積 
(ha) 

１，２００ １，１５０ １，１３０ １，１２０ １，１００ 
１，０９０ 
（９９％） 

１，１１０ 
（９８％） 

10a収量 
(kg/10a) 

１，４００ １，３３９ １，４４２ １，４２０ １，４６４ 
１，３３０ 
（９１％） 

１，６０４ 
（８３％） 

生産量 
(t) 

１６，８００ １５，４００ １６，３００ １５，９００ １６，１００ 
１４，５００ 
（９０％） 

１７，８００ 
（８１％） 

【29年産解説】 

作付面積は、生産者の高齢化などにより、前年をわずかに下回った。 

収穫期に曇天降雨が続き、生産量は前年をかなりの程度下回った。 

価格は、収穫期の悪天から出荷が前倒とともに、糖度不足や下位等級の増加により前年をやや下回った。 

 

【野 菜】 

レタス 
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ25実績 Ｈ26実績 Ｈ27実績 H28実績 

H29実績 

(H29/H28) 

Ｈ29目標年 

（実績/目標） 

 

作付面積 
(ha) 

５，７９０ ５，９００ ５，８７０ ５，９４０ ６，０３０ 
６，０７０ 
（１０１％） 

５，９１０ 
（１０３％） 

10a収量 
(kg/10a) 

２，９６１ ３，４００ ３，２９３ ３，２２４ ３，４１３ 
３，６４１ 
（１０７％） 

３，１４６ 
（１１６％） 

生産量 
(t) 

１７１，４００ ２００，６００ １９３，３００ １９１，５００ ２０５，８００ 
２２１，００７ 
（１０７％） 

１８７，０００ 
（１１８％） 

【29年産解説】 

作付面積は、前年の価格が堅調だったことから生産意欲が高く、前年をわずかに上回った。 

生産量は、梅雨明け後の天候不順があったが、全般的に好天による豊作基調となり、前年をかなりの程度上回った。 

価格は、春先をはじめとして全般に作柄良好で推移したため、堅調であった前年を大幅に下回った。 
 

はくさい 
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ25実績 Ｈ26実績 Ｈ27実績 H28実績 

H29実績 

(H29/H28) 

Ｈ29目標年 

（実績/目標） 

 

作付面積 
(ha) 

２，７５０ ２，７５０ ２，７３０ ２，７６０ ２，７８０ 
２，７９０ 
（１００％） 

２，５００ 
（１１２％） 

10a収量 
(kg/10a) 

７，４５２ ８，１５０ ８，１４７ ８，０５４ ８，２４８ 
８，４３０ 
（１０２％） 

７，４００ 
（１１４％） 

生産量 
(t) 

２０２，７００ ２２４，２００ ２２２，４００ ２２２，３００ ２２２，３００ 
２３５，２００ 
（１０６％） 

１８５，０００ 
（１２７％） 

【29年産解説】 

作付面積は、前年の価格が堅調だったことから生産意欲は高かったものの、生産者、県、市町村、出荷団体による産

地をあげての夏はくさいの適正生産の取組(期間：7月～8月10日)が継続されたことから、前年並みに抑えられた。 

生産量は、５月から７月にかけての高温と適度な降雨により、前年をやや上回った。 

価格は、豊作基調により前年を大幅に下回ったものの、適正生産の取組により維持ができた。 
 

キャベツ 
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ25実績 Ｈ26実績 Ｈ27実績 H28実績 

H29実績 

(H29/H28) 

Ｈ29目標年 

（実績/目標） 

 

作付面積 
(ha) 

１，４７０ １，４６０ １，５００ １，４９０ １，５１０ 
１，５３０ 
（１０１％） 

１，６００ 
（９６％） 

10a収量 
(kg/10a) 

４，０３３ ４，３７０ ４，４０７ ４，２７６ ４，４５７ 
４，６６３ 
（１０５％） 

４，５００ 
（１０４％） 

生産量 
(t) 

５９，３００ ６３，８００ ６６，１００ ６３，７００ ６７，３００ 
７１，３５０ 
（１０６％） 

７２，０００ 
（９９％） 

【29年産解説】 

作付面積は、前年の価格が堅調だったことから生産意欲が高く、水田や夏はくさいからの転作により、前年をわずかに

上回った。 

生産量は、秋口の好天により生育が安定し、前年をやや上回った。 

価格は、豊作基調により低落し、堅調だった前年を大幅に下回った。 
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ブロッコリー 
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ25実績 Ｈ26実績 Ｈ27実績 H28実績 

Ｈ29実績 

(H29/H28) 

Ｈ29目標年 

（実績/目標） 

 

作付面積 

(ha) 
８１５ ８２５ ８３６ ８６２ ８７１ 

８９０ 

（１０２％） 

８５０ 

（１０５％） 

10a収量 

(kg/10a) 
９３０ ９５０ ９３４ ９５６ １，０２０ 

１，１１０ 

（１０９％） 

９５３ 

（１１６％） 

生産量 

(t) 
７，０５０ ７，８４０ ７，８１０ ８，２４０ ８，８８０ 

９，８８０ 

（１１１％） 

８，１００ 

（１２２％） 

【29年産解説】 

作付面積は、夏はくさいからの転作やレタスの輪作品目として積極的に導入され、前年をわずかに上回った。 

生産量は、根こぶ病の発生が少なく、前年をかなり大きく上回った。 

価格は、堅調に推移したものの、堅調だった前年を大幅に下回った。 

 

アスパラガス 
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ25実績 Ｈ26実績 Ｈ27実績 H28実績 

H29実績 

(H29/H28) 

Ｈ29目標年 

（実績/目標） 

 

作付面積 

(ha) 
１，３００ １，０６０ １，０１０ ９７１ ９４０ 

９２０ 

（９８％） 

１，４００ 

（６６％） 

10a収量 

(kg/10a) 
２４８ ２６４ ２５０ ２４６ ３８０ 

３０２ 

（７９％） 

４３０ 

（７０％） 

生産量 

(t) 
３，４５０ ２，８００ ２，５３０ ２，３９０ ３，５７０ 

２，７８０ 

（７８％） 

５，６００ 

（５０％） 

【29年産解説】 

作付面積は、生産者の高齢化などにより、前年をわずかに下回った。 

生産量は、春先の低温・干ばつ傾向により、春どり時期が遅れ、前年を大幅に下回った。7月下旬以降の寡日照により

夏秋どりも不良であった。 

価格は、品薄傾向により前年をやや上回った。 

 

トマト 
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ25実績 Ｈ26実績 Ｈ27実績 H28実績 

H29実績 

(H29/H28) 

Ｈ29目標年 

（実績/目標） 

 

作付面積 

(ha) 
４３８ ４１０ ４０４ ３９９ ３８３ 

３７５ 

（９８％） 

４５０ 

（８３％） 

10a収量 

(kg/10a) 
４，９４０ ５，２９０ ５，２２３ ５，１６３ ５，３００ 

４，７７３ 

（９０％） 

６，２２２ 

（７７％） 

生産量 

(t) 
２２，２００ ２１，７００ ２１，１００ ２０，６００ ２０，３００ 

１７，９００ 

（８８％） 

２８，０００ 

（６４％） 

【29年産解説】 

 作付面積は、生産者の高齢化などより、ジュース用トマトが減少したことから、前年をわずかに下回った。 

生産量は、６月の天候不順により裂果、腐敗等のロス果が多く発生し、前年をかなり大きく下回った。 

価格は、需要がある中堅調に推移し、概ね前年並みとなった。 

 

きゅうり 
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ25実績 Ｈ26実績 Ｈ27実績 H28実績 

H29実績 

(H29/H28) 

Ｈ29目標年 

（実績/目標） 

 

作付面積 

(ha) 
４２５ ４０５ ４０３ ４０３ ４０３ 

３９９ 

（９９％） 

４３０ 

（９３％） 

10a収量 

(kg/10a) 
３，８２９ ３，８８０ ３，７４７ ３，６９７ ３，７４７ 

３，８１０ 

（１０２％） 

４，４１８ 

（８６％） 

生産量 

(t) 
１６，２００ １５，７００ １５，１００ １４，９００ １５，１００ 

１５，２００ 

（１０１％） 

１９，０００ 

（８０％） 

【29年産解説】 

作付面積は、生産者の高齢化などにより、前年をわずかに下回った。 

生産量は、７月下旬以降の曇雨天・日照不足の影響はあったものの、前年をわずかに上回った。 

価格は、豊作基調であった前年をわずかに上回った。 
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【花 き】 

キク 
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ25実績 Ｈ26実績 Ｈ２７実績 Ｈ28実績 

H29実績 

(H29/H28) 

Ｈ29目標年 

（実績/目標） 

 

作付面積 
(ha) 

１３８ １３０ １２２ １２０ １１７ 
１１４ 

（９７％） 
１１１ 

（１０３％） 

10a収量 
(本/10a) 

２６，３０４ ２７，６１５ ２７，４５９ ２７，４１７ ２６，７５２ 
２５，５２６ 
（９５％） 

２７，２９７ 
（９４％） 

生産量 
(千本) 

３６，３００ ３５，９００ ３３，５００ ３２，９００ ３１，３００ 
２９，１００ 
（９３％） 

３０，３００ 
（９６％） 

【29年産解説】 

作付面積は、高齢化の影響等により輪ギクが減少傾向となっており、前年をやや下回った。 

生産量は、4 月下旬以降の干ばつの影響で露地作型の定植作業が遅れ、さらに６～7 月の夜温の低下などの影響

により生育が大幅に遅れ、お盆等の需要期に出荷が間に合わないものがあり、前年をかなりの程度下回った。 

価格は、需要期に出荷できなかったものは大幅な単価安となり、前年をやや下回った。 

 

カーネーション 
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ25実績 Ｈ26実績 Ｈ27実績 Ｈ28実績 

H29実績 

(H29/H28) 

Ｈ29目標年 

（実績/目標） 

 

作付面積 
(ha) 

９６ ９２ ８３ ８４ ８３ 
８３ 

（１００％） 
８８ 

（９４％） 

10a収量 
(本/10a) 

６４，７６０ ６０，０００ ６１，０６４ ６１，７８６ ６３，１５６ 
５９，３７１ 
（９４％） 

６８，１８２ 
（８７％） 

生産量 
(千本) 

６２，３００ ５５，２００ ５０．５００ ５１，９００ ５２，４２０ 
４９，１００ 
（９４％） 

６０，０００ 
（８２％） 

【29年産解説】 

作付面積は、前年並みであった。 

生産量は、一番花は平年並みの生育であったが、２番花は７月下旬以降の日照不足の影響から生育が停滞し、花

のボリューム不足やハダニ類等の害虫の発生が多く見られ、前年をかなりの程度下回った。 

価格は、輸入数量の増加等により潤沢な流通量となり、前年をやや下回った。 

 

リンドウ 
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ25実績 Ｈ26実績 Ｈ27実績 Ｈ28実績 

H29実績 

(H29/H28) 

Ｈ29目標年 

（実績/目標） 

 

作付面積 
(ha) 

３９ ３７ ３４ ３３ ３２ 
３１ 

（９７％） 
３８ 

（８２％） 

10a収量 
(本/10a) 

１９，１１５ １５，１７６ １１，７６３ １２，０６１ １２，１８７ 
１２，１０９ 
（９９％） 

２０，２６３ 
（６０％） 

生産量 
(千本) 

７，４９３ ５，６００ ４，０２３ ３，９８０ ３，９００ 
３，７９０ 
（９７％） 

７，７００ 
（４９％） 

【29年産解説】 

作付面積は、生産者の高齢化などにより、前年をやや下回った。 

生産量は、生産者の減少と、前年秋の長雨の影響による株落ち、６～7 月の低夜温の影響等による生育遅れから、

前年をやや下回った。 

価格は、全国的な生育遅れから需要期の流通量が少なく、前年をかなりの程度上回った。 
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トルコギキョウ 
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ25実績 Ｈ26実績 Ｈ27実績 Ｈ28実績 

H29実績 

(H29/H28) 

Ｈ29目標年 

（実績/目標） 

 

作付面積 
(ha) 

５１ ５１ ４７ ４８ ４７ 
４８ 

（１０２％） 
５８ 

（８３％） 

10a収量 
(本/10a) 

２６，３３６ ２６，０７８ ２６，６５２ ２５，６２５ ２５，７４４ 
２７，６１４ 
（１０７％） 

２５，３４５ 
（１０９％） 

生産量 
(千本) 

１３，３００ １３，３００ １２，５００ １２，３００ １２，１００ 
１３，３１０ 
（１１０％） 

１４，７００ 
（９１％） 

【29年産解説】 
作付面積は、一部地域において営農組織の作付拡大が図られ、前年をわずかに上回った。 
生産量は、連作障害対策の徹底により、土壌病害により大幅な減収となった前年に比べ、かなりの程度上回った。 
価格は、春先の低温の影響で暖地物の出荷が遅れ、本県産と重なったことから、出荷開始時の６月は安値傾向であ

ったが、秋以降は堅調な価格で推移し、前年をわずかに下回った。 

 

アルストロメリア 
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ25実績 Ｈ26実績 Ｈ27実績 Ｈ28実績 

H29実績 

(H29/H28) 

Ｈ29目標年 

（実績/目標） 

 

作付面積 
(ha) 

２５ ２７ ２５ ２４ ２４ 
２４ 

（１００％） 
２８ 

（８６％） 
10a収量 
(本/10a) 

７２，５１０ ７５，０００ ８３，８７１ ８１，４８１ ７８，３３３ 
８０，０００ 
（９８％） 

７８，５７１ 
（１０２％） 

生産量 
(千本) 

１８，２００ ２０，１００ ２０，８００ １９，８００ １８，８００ 
１９，２００ 
（１０２％） 

２２，０００ 
（８７％） 

【29年産解説】 

作付面積は、前年並みであった。 

生産量は、秋の長雨の影響を受けた前年に比べ順調に経過したことから、前年をわずかに上回った。 

価格は、春先の市場流通量が多く、大幅な単価安となったが、夏以降は回復し、前年をわずかに下回った。 

 

鉢花類 
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ25実績 Ｈ26実績 Ｈ27実績 Ｈ28実績 

H29実績 

(H29/H28) 

Ｈ29目標年 

（実績/目標） 

 

作付面積 
(ha) 

８７ ８７ ８６ ８５ ８５ 
８５ 

（１００％） 
７７ 

（１１０％） 
生産量 
(千鉢) 

２１，０１０ ２１，１９０ ２０，５３０ ２０，８７０ ２０，８１０ 
２１，３８０ 
（１０３％） 

１８，７００ 
（１１４％） 

【29年産解説】 

作付面積は、一部経営転換等により前年をわずかに下回ったものの、苗物類の面積が増加し、前年並みとなった。 

生産量は、シクラメンや洋ラン類の生産は経営転換等により減少したが、その他鉢花や苗物類は品目転換等により

増加し、前年をやや上回った。 

鉢花類全般に全国的に潤沢な流通量があり、価格は前年をやや下回った。 
 

【きのこ】 

えのきたけ 
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ25実績 Ｈ26実績 Ｈ27実績 Ｈ28実績 

H29実績 

(H29/H28) 

Ｈ29目標年 

（実績/目標） 

 
生産量 

(t) 
８６，０７０ ８３，９０３ ８３，４７０ ８１，２１３ ８２，３２５ 

８６，７１２ 
（１０５％） 

９４，４２６ 
（９２％） 

【29年産解説】 

生産量は、生産者の規模拡大への増産意欲が高まり、前年をやや上回った。 

価格は、消費量の低下、夏場の生産調整不足等が影響し、前年をかなりの程度下回った。 

 

ぶなしめじ 
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ25実績 Ｈ26実績 Ｈ27実績 Ｈ28実績 

H29実績 

(H29/H28) 

Ｈ29目標年 

（実績/目標） 

 
生産量 

(t) 
４７，８６８ ４６，１５４ ４７，３８２ ４９，８６４ ４９，８０７ 

４９，７３３ 
（１００％） 

５５，７４６ 
（８９％） 

【29年産解説】 

生産量は、前年並みであった。価格は、消費量の低下があるものの、生産量の抑制に加え、冬場の野菜価格の高騰

により消費が促進されたため前年並であった。 
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【畜産】 

乳用牛 
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ25実績 Ｈ26実績 Ｈ27実績 Ｈ28実績 

H29実績 

(H29/H28) 

Ｈ29目標年 

（実績/目標） 

 

頭  数  １９，８００ １８，３００ １７，６００ １６，６００ １６，３００ 
１５，６００
（９８％） 

１９，２００ 
（８１％） 

生産量 
(t) 

１１６，３４５ １０８，６５０ １０６，５８７ １０６，０５６ １０２，７３９ 
９７，４１９ 
（９５％） 

１１７，４００ 
（８３％） 

【29年産解説】   

飼育頭数は離農などにより、前年をわずかに下回った。また生産量も飼養頭数の減少に伴い前年をやや下回った。 

乳牛１頭当たりの生乳生産量は前年並みであった。価格も前年並みであった。 

 

肉用牛 
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ25実績 Ｈ26実績 Ｈ27実績 Ｈ28実績 

H29実績 

(H29/H28) 

Ｈ29目標年 

（実績/目標） 

 

頭  数  ２９，５００ ２６，４００ ２４，２００ ２３，０００ ２２，１００ 
２２，２００ 

（１００％） 

２８，５００ 

（７８％） 

生産量 

(t) 
７，０６４ ６，３５４ ６，１４４ ５，５４８ ５，１１９ 

５，２３０ 

（１０２％） 

６，５５２ 

（８０％） 

【29年産解説】  

飼養戸数は減少したものの、飼養頭数は繁殖雌牛の増頭により、全体としては前年並であった。 

肥育素牛の高騰等の影響から出荷頭数はやや減少したものの、生産量は１頭あたりの枝肉重量の増加により、全体

としては前年をわずかに上回った。 

枝肉価格は、全国的な生産量の減少等から依然として高値を維持しているものの、前年をやや下回った。 

 

豚 
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ25実績 Ｈ26実績 Ｈ27実績 Ｈ28実績 

H29実績 

(H29/H28) 

Ｈ29目標年 

（実績/目標） 

 

頭  数  ７５，０００ ７３，８００ ７４，３００ ７４，０００ ７４，０００ 
７４，０００ 

（１００％） 

７５，９００ 

（９７％） 

生産量 

(t) 
１１，５１８ １１，９０８ １１，２１３ １１，１５８ １１，０９７ 

１１，０３７ 

（１００％） 

１１，５３０ 

（９６％） 

【29年産解説】 

飼養頭数及び生産量は、前年並みであった。 

価格は堅調に推移し、ほぼ全ての月（１１か月）で前年を上回った。 

 

鶏 
Ｈ22 

（基準年） 
Ｈ25実績 Ｈ26実績 Ｈ27実績 H28実績 

H29実績 

(H29/H28) 

Ｈ29目標年 

（実績/目標） 

 

羽 数 
（千羽） 

 １，４０３ １，５２５ １，４４１ １，４０１ １，３５４ 
１，２７１ 

（９４％） 

１，３７５ 

（９２％） 

生産量 
(t) 

１５，７００ １４，６４５ １４，０４９ １３，６４１ １３，２３１ 
１３，２９７ 

（１００％） 

１４，０１７ 

（９５％） 

【29年産解説】 

採卵鶏は離農などにより、飼養羽数及び生産量ともに減少したが、ブロイラーは需要の増加により、生産量は増加し

たため、全体の生産量は前年並であった。      
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【農用地の推移】 

（単位：ha） 

耕地面積 
Ｈ22 

(基準年) 
Ｈ25実績 Ｈ26実績 Ｈ27実績 H28実績 H29実績 

 

水田 55,400 54,700 54,500 54,000 53,500 53,100 

畑 55,800 55,700 55,500 54,900 54,500 54,200 

 

普通畑 35,300 36,600 36,600 36,100 35,900 35,700 

樹園地 16,200 15,800 15,600 15,500 15,400 15,200 

牧草地 3,350 3,320 3,310 3,300 3,300 3,280 

合計 111,200 110,400 109,900 108,900 108,000 107,300 

資料：「耕地及び作付面積統計」 

（単位：ha、％） 

耕作放棄地 
経営耕地 
面  積 

Ａ 

耕 作 
放棄地 
Ｂ 

耕  作 
放棄地率
B/(A+B) 

全国の 
放棄率 

H22 
（基準年） 

74,150 
17,146 18.8 9.8 

10,892 12.8 5.6 

H27実績 69,761 
16,776 19.4 10.9 

10,280 12.8 5.9 

資料：「農林業センサス」（上段は土地持ち非農家を含む）            
 
 

【農業者の推移】 
（単位：戸、％） 

農家数 総農家数 
 

経営耕地面積規模別農家数 

販売農家数 
0.5ha未満 0.5～1.0 1.0～2.0 2.0ha以上 

 専業農家 

H22 
（基準年） 

117,316 62,076 16,742 
74,124 
(63.2) 

25,067 
(21.4) 

12,737 
(10.8) 

5,388 
(4.6) 

H27実績 104,759 51,777 17,229 
68,115 
(65.0) 

20,316 
(19.4) 

10,939 
(10.4) 

5,389 
(5.2) 

資料：「農林業センサス」、（ ）内は構成比 

   （単位：人、％） 

  資料：「農林業センサス」、（ ）内は構成比 

 
 

農用地と農業者の推移 

65歳以上 65歳以上 65歳以上

H22

（基準年）

643

(0.8)

3,344

(4.0)

4,146

(5.0)

36,662

(44.0)

31,768

(38.2)

44,795

(53.8)

191

(0.2)

2,548

(3.1)

5,141

(6.2)

30,572

(36.7)

25,709

(30.9)

38,452

(46.2)

834

(1.0)

5,892

（7.1)

9,287

(11.2)

67,234

(80.8)

57,477

(69.0)

83,247

(100.0)

H27実績
625

(0.9)

3,272

(4.4)

3,144

(4.3)

33,108

(45.1)

29,034

(39.5)

40,149

(54.7)

203

(0.3)

1,965

(2.7)

3,515

(4.8)

27,635

(37.6)

23,659

(32.2)

33,318

(45.3)

828

(1.1)

5,237

（7.1)

6,659

(9.1)

60,743

(82.7)

52,693

(71.7)

73,467

(100.0)

基幹的農業

従事者数

男 女 合計

30～49歳30～49歳30～49歳 15～29歳 50～59歳 60歳以上 小　　計15～29歳 50～59歳 60歳以上 小　　計15～29歳 50～59歳 60歳以上 小　　計
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施策の展開別実施状況 

及び今後の発展方向  
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食
・
消
費
者 

Ⅰ 夢に挑戦する農業 

 夢ある農業を実践する経営体の育成 

 自信と誇りを持てる信州農畜産物の生産 

 信州ブランドの確立とマーケットの創出 

ア 高い技術と経営力を持つ企業的農業経営体の育成 

イ 地域農業を支える活力ある組織経営体の育成 

ウ 新規就農者の育成 

エ 企業の農業参入等の促進 

 

 

ア 消費者や流通の変化を的確に捉えた農畜産物の生産振興 

イ 自然の力を活かした環境農業の推進 

ウ 農畜産物の安全性確保 

エ 信州農畜産物の生産を支える農地・水、技術 

 

 

１ 

ア 信州農畜産物のブランドの確立 

イ マーケット需要の把握による戦略的な生産・販路拡大と輸出促進 

ウ ６次産業化の推進 

Ⅱ 皆が暮らしたい農村 

 農村コミュニティの維持・構築 

ア 中山間地域等における農村コミュニティの維持・強化 

イ 都市近郊地域等における農村コミュニティの強化 

 地産地消と食に対する理解・活動の促進 

ア 地産地消の推進による信州農畜産物への共感 

イ 食育の推進による豊かな人間形成と健康長寿 

ア 農山村の多面的機能の維持と環境保全 

イ 農村資源の利活用の推進 

ウ 安全で快適な農村環境の確保と防災・減災 

 美しい農村の維持・活用 

農業生産構造の目標等 

２ 

３ 

１ 

２ 

３ 

夢
を
か
な
え
人
を
結
ぶ
信
州
の
農
業
・
農
村 

施 策 体 系 
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基本方向１ 夢に挑戦する農業 

（１）[施策展開１] 夢ある農業を実践する経営体の育成 

ア 高い技術と経営力を持つ企業的農業経営体の育成 

 

 

 

＜施策の取組状況＞ 

○ 企業的農業経営体をめざす農業者の確保と資質向上及び法人化の促進 
 
 実効性の高い人・農地プランへの見直しに向け、農地中間管理機構の重点推進区域の市町村巡回や人・農

地問題解決促進研修会の開催等により、担い手の確保と農地の効率的利用について理解促進を図りました。 

 企業的な経営感覚や経営管理能力を持った認定農業者等を育成するため、長野県農業再生協議会と連携し、

法人化・経営改善研修会などを開催するとともに、農業経営コンサルタントの派遣により、法人化や経営

改善等の指導・助言を実施しました。 

 高度な経営知識・経営技術を習得し、企業的で経営感覚に優れた若手農業者を育成するため、「信州農業Ｍ

ＢＡ研修会」を開催し、担い手の経営能力の向上や相互の情報交換を促進しました。 

 農業経営者協会や農業士協会、ＰＡＬネットながの等の農業者組織が会員の資質向上のため、知事との意

見交換を行う「ファーマーズ会議」や、先進的経営体の講演・視察研修等の開催を支援しました。 

 企業的感覚を持った農業者を育成する研修会を開催し、新たに農業経営士、農業士を認定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

【めざす平成 29年の姿】 

◇人・農地プランにより明確化された地域農業の担い手が、農地の利用集積や新たな品目の導入、他

産業との連携等に取り組み、効率的な営農を実践しています。 

◇担い手が企業的農業経営体を目指し、経営戦略を持って農産物の生産・販売や、経営の複合化・多

角化などに取り組んでいます。 

〔平成 29年度の主な取組〕 

・農地中間管理機構重点区域巡回：41市町村 65区域 

・人・農地問題解決促進研修会：１回、120人 

・認定農業者などを対象にした研修会（長野県農業再生協議会主催）：３回、延べ 106人 

・認定農業者などを対象にした経営改善指導：17回、269人 

・信州農業ＭＢＡ研修：基礎ｺｰｽ 9回、発展ｺｰｽ 6回、修了者数：基礎ｺｰｽ 5人、発展ｺｰｽ 9人 

・農業者組織などへの活動支援：研修会等の開催（県域事業のみ） 

       農業経営者協会３回、143人、農業士５回、256人、ＰＡＬネットながの５回、125人 

・県認定制度の推進（累計）：農業経営士 865人（Ｈ29 ８人）、農業士 1,419人（Ｈ29 13人） 

 

【農経協、農業士と知事とのファーマーズ会議】 【信州農業ＭＢＡ研修 閉講式】 
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■達成指標項目１：経営を法人化した経営体の数（農村振興課調べ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■達成指標項目２：企業的農業経営体等の数  （農村振興課調べ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 農地の利用集積による規模拡大の促進 

 (公財)長野県農業開発公社と連携して農地の貸借（農地中間管理事業）及び売買（農地売買支援事業）に

よる農地の利用集積を促進し、担い手の規模拡大を進めました。 

 農地中間管理事業のＰＲチラシの作成・配布（5.8万部）、新聞広告３回、ラジオＣＭ等の活用により、農

地中間管理機構活用のメリット措置や活用について周知を図りました。 

 農地中間管理事業の活用が要件となった「果樹経営支援対策事業」や「農地整備事業」との連携を図るた

め、関係機関と連携して推進会議を開催し、円滑な事業推進を図りました。 

 地域内の農地を一定割合以上機構に貸し付けた地域に対する地域集積協力金、農業経営からリタイヤした

農地の出し手に対する経営転換協力金や耕作者集積協力金の交付に加え、中山間地域において集積を加速

化させるために創設した「中山間地域集積加速化支援事業」の活用等により、農地の集積・集約化を進め

ました。 

 他制度（農地集積円滑化事業等）から農地中間管理事業への移行を進めるため、長野県、ＪＡ長野中央会、

農業会議、土地改良事業団体連合会、農地中間管理機構の５者で「農地中間管理事業の推進に向けた関係

機関の連携に係る活動方針」を合意し一体的に推進を図ることとしました。 

 上記５者合意事項の周知や事業活用推進のため、「農業委員会と農地中間管理機構の連携によるキックオフ

会議」の開催や、全市町村、ＪＡ等へのキャラバンを実施しました。 

 実効性の高い人・農地プランとするため、農地の出し手情報の収集と継続的な活用方法の検討を目的に、

高山村をモデル地区として農地利用最適化推進委員を中心とする調査を実施しました。 

 

 

 

農業経営コンサルタントの派

遣による経営改善支援等の取組

などにより、47法人増加（新規設

立：56法人、解散：9法人）し、

総数は目標を上回る1,005法人と

なった。 

経営管理能力向上のための研修

会等を通じて、企業的経営体の確保

と育成を進め、前年より 263経営体

増加し、伸び率も前年を上回ったも

のの、目標を下回った。 

758 787 809
849

876 918 958
1,005

780
810 840

906 900

0
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600

800

1000

1200

H22

（基準年）

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

（目標年）

（単位：法人）

実績値 目標値

7,939 7,813 7,708

7,947 7,991 8,267 8,415 8,678

8,200 8,400 8,600 8,800 9,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

H22

（基準年）

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

（目標年）

（単位：経営体）

実績値 目標値
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■達成指標項目３：担い手への農地利用集積率  （農村振興課調べ） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 経営基盤の強化と新たな経営展開の促進 
 
 人・農地プランに位置付けられた中心経営体の経営規模の拡大等を支援するため、経営体育成支援事業や

スーパーＬ資金の活用を推進し、生産施設・機械等の整備を行いました。 

 地域６次産業化推進協議会を窓口とした相談対応により、地域推進員を事業者へ派遣し、個別相談を行う

とともに、総合化事業計画認定者等に対し、信州６次産業化プランナーを派遣し、課題解決に向けた取組

を行いました。 

 ６次産業化認定事業者等を対象に制度説明や県内事例の報告、加工品の開発・安全性の確保に関するセミ

ナーを開催し、６次産業化に取り組む人材の発掘・育成に努めました。 

 食品産業タイアップ産地育成事業により、契約的取引を希望する農業者の育成支援を行いました。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

○ 円滑な経営継承等の促進 
 

 農業経営コンサルタントや専門アドバイザーの派遣等農業再生協議会担い手・農地部会の事業により、認

定農業者や集落営農組織の法人化や経営管理能力の向上支援を行いました。 

 長野県農村生活マイスター、農村女性ネットワークながの会員等を対象に、家族経営協定の締結を推進す

るための研修会を実施しました。 

〔平成 29年度の主な取組〕 

・機構集積協力金交付事業（地域集積協力金、経営転換協力金等）実績：30市町村、79,598千円 

・地域連携推進員設置実績：６市町村、６人 

・農地売買支援事業売渡実績（マッチング）：売渡 317件 117ha 

・農地中間管理事業機構貸付実績（マッチング）：貸付 729件 692ha 

・力強い農業を支える基盤整備事業の実施地区数：９市町村 10地区 

・中山間地域農地集積加速化支援事業実績：１町１村３地区、担い手への農地利用集積率 100％ 

〔平成 29年度の主な取組〕 

・経営体育成支援事業  実績：19地区、29経営体、102,382千円 

・スーパーＬ資金融資 実績：138件、6,646,034千円 

 （うち人・農地プランに位置付けられた経営体向け：121件、3,082,494千円） 

・地域６次産業化推進協議会の６次産業化相談窓口による相談対応：10地区 

 ・地域６次産業化研修会：９地区 参加者：414人 

 ・食品産業タイアップ産地育成事業実績：マッチング 177件（うち取引開始 117件）、事業登録者 200名 

農地中間管理事業活用の取組を

進め、５者合意の秋以降上昇傾向

にあるものの、水田の新規集積や

樹園地等畑地の農地流動化が進ま

ず、目標を下回った。 
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 県内外から幅広く優秀な人材を確保することを目的に、就農相談活動や里親農家による実践的な栽培・経

営管理技術習得のための研修を実施しました。また、就農後は、ＰＡＬネットながの等の青年農業者によ

るセミナーへの参加を促すなど、新規就農希望者が円滑に就農・定着できるよう総合的な支援を実施しま

した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

＜今後の展開方向＞ 

 本県農業を担う人材を早急に確保するため、農業後継者への円滑な経営継承を促進するとともに、県内外

からの新規就農者の誘致を推進します。 

 地域農業をけん引するリーダーとして農業士、農業経営士、農村生活マイスターを継続して育成していき

ます。 

 中山間地域等直接支払制度など他の施策との連携を図りながら地域の話し合いを活性化させ、実効性のあ

る人・農地プランの作成・見直しへ繋げます。 

 認定農業者など本県農業を支える中核的経営体の確保・育成を図るとともに、経営体育成支援事業の活用

促進や人・農地プランの実践への支援などにより、中核的経営体の経営基盤の強化を進めます。 

 農地流動化マニュアルを作成し、関係機関の役割分担を明確にしながら、農地中間管理事業の活用による

担い手への農地集積・集約化を加速します。 

 （公財）長野県農業開発公社やＪＡと連携し、農地中間管理機構の農地中間管理保有機能を活用した樹園

地の継承(農地管理事業)などを進め、果樹経営体等の経営基盤の強化を図ります。 

 農業農村整備事業による耕作条件の改善と連携した農地中間管理事業に推進により、担い手への農地集

積・集約化を進めます。 

 農業者と販売事業者や食品関連、観光関連等の企業による地域６次産業化推進協議会を通じた、マーケッ

トインの生産・流通・販売を促進します。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新規就農相談会（東京）】          

〔平成 29年度の主な取組〕 

・農業経営コンサルタント等の専門家派遣：延べ 17回、総対象者数 269名 

・新規就農里親研修 新規研修開始者：39人 

・農業士認定研修：４回、13人 

・農業経営士認定研修：１回、８人 

・家族経営協定締結促進のための講義：長野県農村生活マイスター認定事前研修会１回、24人 

・家族経営協定締結促進のための学習会：長野県農村女性フェスティバル１回、467人 

・ＰＡＬネットながの研修会、交流会、スキルアップセミナー：５回、125人 
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（１）[施策展開１] 夢ある農業を実践する経営体の育成 

イ 地域農業を支える活力ある組織経営体の育成 

 

 

 

 
 

＜施策の取組状況＞ 

 
○ 地域農業を支える集落営農組織等の育成 

 

 集落営農の会計処理や法人税に関する知識の習得や県内活動実践事例の紹介等により組織活動意識の高揚

を図るため、研修会を開催するとともに、法人化に意欲的な経営体への農業経営コンサルタントの派遣な

どにより、集落営農の法人化や経営安定に向けた支援を行いました。 

 
 
 
 
 

 

 

■達成指標項目４：集落営農数     （農村振興課調べ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【めざす平成 29年の姿】 

◇人・農地プランに位置付けられた集落営農組織が、地域農業の担い手として、効率的な営農を展開

しています。 

◇集落営農組織の法人化が進み、組織経営体が育成されています。 

◇中山間地域等では、集落営農組織や農作業の補完組織等により地域の営農が継続され、農地を有効

活用した農業生産が行われています。 

 

〔平成 29年度の主な取組〕 

・人・農地プランの話合いによる中心経営体の明確化：77市町村、309プラン 

・集落営農組織経営発展支援研修会：１回、132人 

研修会や組織化に向けた専門化

派遣等の支援により、集落営農組織

は順調に増加し、当初目標を達成し

た。 

なお、組織の広域合併により、総

数は前年度より１組織減少した。 
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○ 集落営農組織の経営改善と法人化の促進 

 

 長野県農業再生協議会による研修会の開催や農業経営コンサルタントの派遣等を支援し、経営改善や法人

化に向けた検討を進めました。 

 農業経営力向上支援事業の活用により、集落営農の組織化や法人化を進めました。 

 機構集積協力金などの活用により、農地中間管理事業等による農地集積と集約化を進めました。 

 人・農地プランに位置付けられた集落営農組織に対しては、経営体育成支援事業の活用を推進し、経営規

模の拡大等を図るために必要な農業機械等の導入を支援しました。 
   

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

○ 関係機関・団体が連携した支援体制の充実 

 

 長野県農業再生協議会等と連携し、企業的農業経営体の育成や認定農業者の経営管理能力の向上を図るた

めの研修会・セミナー等を開催しました。 

 人・農地プランの実践を促進するため、担い手への農地集積に積極的に取り組む市町村の事例発表等を交

えた研修会を実施しました。 

 人・農地プランの取り組みを充実するため、高山村をモデル地区として農地利用最適化推進委員を中心に

農地の出し手情報を収集し、継続的に活用する手法を検討しました。 

 
 
 
 
 
 
 

 

＜今後の展開方向＞ 

 人・農地プランの作成・見直しを通じ、地域農業の担い手としての集落営農の役割を明確化するとともに、

労務・財務管理等についての研修会の開催等により集落営農の組織化を推進します。 

 農業経営者総合サポート事業を活用して経営相談所を設置し、経営コンサルタントなど専門家派遣による

伴走支援により、農業経営体の法人化・体質強化及び集落営農の組織化・経営改善を促進します。 

 機構集積協力金交付事業の活用を促進し、農地中間管理事業による集落営農組織への農地の集積・集約化

を進めます。 

〔平成 29年度の主な取組〕 

・集落営農組織法人発展支援研修会の開催：１回、132人 

・農業経営コンサルタント等の専門家派遣：延べ 15回、総対象者数 269人 

・農業経営改善セミナーの開催：３回、延べ 106人 

・農業経営力向上支援事業の対象となった集落営農組織：法人化 ９組織、組織化 ２組織 

・経営体育成支援事業により、経営規模の拡大に取り組んだ組織経営体数：１組織 

〔平成 29年度の主な取組〕 

・農業経営改善セミナーの開催：３回、延べ 125人 

・人・農地問題解決促進研修会の実施：１回、120人 

・農地の出し手情報の収集・活用を検討するモデル地区設置 高山村（高山村プラン） 
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（１）[施策展開１] 夢ある農業を実践する経営体の育成 

ウ 新規就農者の育成 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜施策の取組状況＞ 

○ 新規就農者の誘致 
 

 県内外の就農希望者に地域の就農支援情報をわかりやすく情報発信するＷｅｂサイト「デジタル農活信州」

を運営し、市町村等の参画を促しました。 

 各地域において市町村、農業関係団体等職員を対象にした、担い手担当者研修会を開催し、就農相談から

定着までの受け皿づくり等について研修し、就農支援を強化しました。 

 新規就農者の確保・育成を図るため農業改良普及センターが主体となり、市町村・ＪＡ等が参画する「地

域就農促進プロジェクト協議会」を県下 10広域に設置し就農支援の情報共有を図るとともに、市町村・Ｊ

Ａとの合同による就農相談会の実施など支援体制の充実を図りました。 

 都市住民や若者の農業・農村に対する意識の変化を人材確保のチャンスと捉え、東京、大阪をはじめ県内

外で「就農相談会」を開催しました。また、都会に住む若い女性の就農を促進するため、新たにＮＡＧＡ

ＮＯ農業女子のコアメンバーによる女性視点の就農相談に取り組みました 

 県農業大学校や農業改良普及センターに設置した 17人の

就農コーディネーターが就農希望者に対し、就農に向けた

アドバイスを行うとともに、里親登録農家と連携して研修

受入れを支援しました。 

 農業改良普及センターが青年農業者を農業高校に派遣し、

農業の魅力や食の大切さ等を伝えるセミナーを実施しま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【めざす平成 29年の姿】 

◇長野県で就農を希望する若者等が、市町村やＪＡ等と県が連携した新たな就農支援システムを活用

して希望する市町村で就農し、夢を持って農業を営んでいます。 

◇農業後継者が技術や農地等を円滑に継承し、地域の担い手として農業経営を展開しています。 

◇農業法人での雇用就農が定着し、希望する若者等が農業法人に就職しています。 

〔平成 29年度の主な取組〕 

・「デジタル農活信州」参画数：44市町村、７ＪＡ 

・就農プロジェクト協議会による推進会議等実績：25回 

・東京、大阪等での就農相談会：24回、254人 

・県内における就農相談会：６回、47人 

・就農コーディネーターによる就農相談：相談人数延べ 621人 

・農業女子による就農相談：２回、11人 

・平成 29年度新規就農者数（40歳未満）：211人 

【農業女子就農相談ブース（東京）】 
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■達成指標項目５：40歳未満の新規就農者数（単年度） （農村振興課調べ） 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 研修体制等の充実 
 

 農業大学校卒業生の就農率向上を目指して開設した「実践経営者コース」の２期生６名が全員就農しまし

た。 

 就農相談から体験・研修、経営開始、就農後の経営発展に向けて、支援対象者のレベルに合わせたステッ

プアップ方式で体系的に支援するシステムを活用し、新規就農者の確保・育成を図りました。 

 新規就農者等の経営安定と能力向上を図るため、農業改良普及センターや農業大学校において経営上有益

となる、新技術・新品種や加工・流通・販売に関する技術や知識等を習得するためのセミナー等を開催し

ました。 

 新規就農希望者が実践的な技術・経営ノウハウ習得のための就農研修を行うことができるよう、市町村・

ＪＡ等と連携して、新規就農里親研修を実施しました。 

 新規就農者に対し、里親農業者や市町村、ＪＡ等との連携と役割分担により、技術・経営力の強化、農地

や住宅の確保等のきめ細やかな支援を行いました。 

 果樹経営起業志望者に対し、経営開始後の早期所得確保と経営安定を図るため、果樹経営起業準備支援事

業により、研修中の樹園地整備等を支援しました。 

 次世代を担う農業者となることを志向する者に対し、就農前の研修支援と就農直後の経営確立を支援する

ため、農業人材力強化総合支援事業（農業次世代人材投資事業）により新規就農者等に資金を交付しまし

た。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

〔平成 29年度の主な取組〕 

・就農支援講座等の開催：131回、1,446人 

・新規就農者等の巡回指導：1,069人 

・農業大学校研修部における就農体験研修  ６回、受講者：60人 

・新規就農里親支援事業：新規 39人、継続 27人（累計 584人）、就農 43人（累計 410人） 

里親登録 494人 

 ・農業次世代人材投資資金交付者数：準備型 85人、経営開始型 498人 

新規就農者の習熟度に応じた相

談活動の実施や市町村・ＪＡと連

携、役割分担による就農支援を実施

したが、平成 29 年度は、有効求人

倍率が高水準で推移するなど、多く

の産業で人材が不足し、他産業との

競合の影響などから、新規就農者数

（40歳未満）は 211人となり、目標

の８割にとどまった。 
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○ 農業後継者等の円滑な経営継承の支援 

 

 農業改良普及センターでは、青年農業者の課題解決能力の向上や経営発展を図るため、ナガノパープルの

夏場の作業省力化や米づくりにおける高温登熱下での水管理の効果検証等のプロジェクト活動を支援しま

した。 

 プロジェクトの成果発表の場として「明日の長野県農業を担う若人のつどい」を開催し、青年農業者の資

質向上、スキルアップを図りました。 

 農業後継者等を確保・育成するため、青年農業者が参加する団体活動への支援や技術・経営に係る研修の

充実を図りました。 

 青年農業者や新規就農者を対象とした講座を開催し、農業経営や栽培技術等の習得、能力の向上を図りま

した。 

 先進的農業者や農業法人などが行う農業高校や農業大学校からの研修生の受入指導に要する経費に対して

支援し、研修生の実践的な農業技術の習得を推進しました。 

 担い手として期待する農業高校生の将来の就農促進に向けて、関係機関による「農業高校生等就農促進連

携推進会議」を開催しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜今後の展開方向＞ 

 高度な専門知識、技術並びに幅広い視野と豊かな人間性をもった、明日の農業・農村を担う優れた人材を

確保するため、農業大学校の各コースによる人材育成を進めます。 

 「日本一就農しやすい長野県」の実現に向けて、「デジタル農活信州」を活用し、県内の就農情報を一元的

に発信します。 

 新規就農者の誘致や定着に意欲的に取り組む市町村・ＪＡ等を重点的に支援し、地域における新規就農者

の確保を一層推進します。 

 県下 10地区に設置した、就農促進プロジェクト協議会を中心に地域段階の相談体制や研修体制の充実を図

り、市町村・ＪＡ等の関係機関と連携を密にして、農業後継者による経営継承や新規参入者の速やかな技

術力・経営力の向上を支援します。 

 引き続き、経営改善に意欲的に取り組む若手農業者を対象にした、「信州農業ＭＢＡ研修」の内容を充実さ

せて実施し、地域の農業をけん引するリーダーを育成します。 

 青年農業者や農業士等に対し、先進経営体を学ぶ研修を実施するなど、経営発展に向けた研修を強化しま

す。 

 高校生などに対し、農業の魅力や食の大切さ等を伝える農業の魅力発見セミナーを実施します。 

 就農意欲が高い農業高校生に対する就農支援策を検討するため、教育機関の参画を得ながら「農業高校生

等就農促進連携推進会議」を開催します。 

 農業女子のマルシェ活動などの取組支援や、信州の農業・農村の魅力を発信する農業女子交流会や就農相

談を開催し県内外の若い女性の移住・就農の促進につなげます。 

〔平成 29年度の主な取組〕 

 ・青年農業者によるプロジェクト活動支援：10地区、31課題 

 ・明日の長野県農業を担う若人のつどい：参加者 291人、プロジェクト発表６点、意見発表８点 

 ・青年農業者の育成、新規就農者のフォローアップのための講座開催：72回、受講者 810人 

・農業高校や農業大学校等からの研修生受け入れ：研修生216人、受け入れ農業者延べ83人 

・農業の魅力発見セミナー：実施高校８校、受講者 600人  
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（１）[施策展開１] 夢ある農業を実践する経営体の育成 

エ 企業の農業参入等の促進 

 

 

 

 

＜施策の取組状況＞ 

○ 地域の実情を踏まえた企業の農業参入促進 

 

 (公財)長野県農業開発公社と連携し、農業法人の経営拡大や一般法人の農業参入の意向等を調査するとと

もに、市町村、農業委員会などの土地の情報を把握し、企業等と土地所有者とのマッチングを行いました。 

 企業からの個別相談に対応するとともに、企業参入の方法や支援制度について説明する「企業参入セミナ

ー」を開催し、企業の農業参入を支援しました。 

 荒廃農地等利活用促進交付金の活用により遊休農地の再生を進めるとともに、人・農地プランに基づいた

地域での話合いにより企業参入を検討しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 

＜今後の展開方向＞ 

 農地中間管理機構のコーディネーターと連携し、農業参入を希望する企業の情報や活用可能な遊休農地等

の情報の提供を行い、市町村、農業関係団体等と連携して、企業による農地の有効利用を支援します。 

 担い手が不足している地域においては、人・農地プランの作成・見直しの話合いへの参加を通じて、農地

中間管理事業を有効に活用し、地域の営農活動と調和した農業経営を営もうとする企業の参入を推進しま

す。 

 遊休農地活用総合対策事業などの活用により、遊休農地の再生・活用を進め、実需者との契約栽培や６次

産業化によるオリジナル商品の開発など生産・販売が一体となった企業の参入を推進します。 

 

【めざす平成 29年の姿】 

◇企業や企業が出資する農業法人による農業経営が増加し、不作付地や遊休農地を活用した農業生産

が行われています。 

◇企業との契約栽培や新たな特産品の生産が行われ、地域農業の振興や新たな雇用が生まれ地域の活

性化が図られています。 

〔平成 29年度の主な取組〕 

 ・企業参入セミナーを開催し、企業導入事例を紹介 ：１回開催（講演、事例発表） 

・企業参入フェアへ県ブースを設置：２会場 
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（２）[施策展開２]  自信と誇りを持てる信州農畜産物の生産 

ア 消費者や流通の変化を的確に捉えた農畜産物の生産振興 

① 土地利用型作物（米・麦・大豆・そば） 

 

 

 

 

＜施策の取組状況＞ 

○ 経営の規模拡大と安定化支援 
 
 将来にわたって地域の水田農業を担う効率的な経営体の育成を図るため、人・農地プランに位置付けられ

た担い手に農地利用を集積し、規模拡大を推進したことにより、５ha 以上の経営体が前年比 106％の 652

経営体となりました。 

 担い手の経営安定を図るため経営所得安定対策への加入を促進し、畑作物の直接支払交付金の加入数量が

前年比 101％の 13,243ｔとなりました。 

 穀類乾燥調製施設の整備や高性能農業機械の導入を支援し、土地利用型作物の生産性向上を図りました。 

 担い手経営体の低コスト生産や園芸作物導入等による収益性の向上を支援するため、水田農業複合モデル

の提示（101経営体）やＩＣＴの活用による効率的な生産体系のモデル実証（８経営体）を進めました。 

 製造業で実施されている現場改善や経営改善の手法を農業分野において導入するため、モデル法人に対し、

トヨタ式カイゼン手法の導入支援を行いました。 

また、この手法を普及指導の現場に活かすため、普及指導員の研修を実施しました。 

 水稲直播栽培の障害となっている雑草イネや、大豆の難防除雑草である帰化アサガオ類の対策技術の定着

を図るため、現地実証ほの設置や関係者による現地検討会を開催しました。 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

○ 消費者に選ばれる特色ある高品質米の生産 
 
 県オリジナル品種「風さやか」のブランド化を進めるため、「風さやか」推進協議会を中心として、紹介   

ＤＶＤの作成、マスメディアと連携したＰＲ、白馬八方尾根での登山客へのおにぎりの振る舞いやサッカ

ーキッズおにぎり作り体験試食会等、認知度向上に向けた情報発信を行いました。また、地域別栽培マ  

ニュアルに基づく研修会を県内５地域６か所で開催するなどの技術支援を行い、「風さやか」の栽培面積は

前年比 107％の 1,068haに拡大しました。 

 

【めざす平成 29年の姿】 

◇担い手が水田の利用を集積し、品質の高い米を生産するとともに、米粉用米、飼料用稲、麦、大豆、

そば等の戦略作物も導入しつつ効率的な経営を行っています。 

◇水稲では県オリジナル品種や環境にやさしい栽培方法の導入が進み、食味・品質に優れ特徴のある

米が、多くの実需者や消費者から高く評価されています。 

◇麦・大豆・そばでは、加工適性が高い品種の導入が進み、実需者から更なる生産の拡大が求められ

ています。 

 

〔平成 29年度の主な取組〕 

・経営所得安定対策説明会等の開催：２回 

・経営所得安定対策加入促進などのパンフレット・チラシの作成・配布：９万部 

・穀類乾燥調製施設の整備：２か所 

・高性能農業機械の導入：４か所 

・水田経営の複合化に必要な機械導入：３か所 

・水田農業複合経営モデルの提示による経営支援：101件 

・ＩＣＴの活用による効率的な生産体系モデルの構築支援：８経営体 

・大規模農業法人へのカイゼン指導の実施、普及指導員研修会の開催：２法人、６回 

・難防除雑草対策技術実証事業による現地実証ほの設置、現地検討会の開催：４か所、４回 
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 高品質米の生産に向け、高温登熟障害（胴割米・白未熟米）やカメムシ対策等を徹底するため、商品性向

上指導者研修会の開催や技術啓発リーフレットの作成等の取組を進め、１等米比率が全国１位（96.3％）

となりました。 

 原産地呼称管理制度（米）は、44者（前年比 94％）、66件（前年比 99％）の申請がありました。収穫期の

長雨などによる品質低下が懸念されましたが、総じて品質は高く、コシヒカリ 33件、風さやか４件、キヌ

ヒカリ２件の計 39件（前年比 111％）が認定となりました。 

 飼料用米の多収性専用品種による低コスト生産実証ほを設置し、飼料用米の作付けを支援しました。 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

■達成指標項目６：環境にやさしい米づくりの面積 （農業技術課調べ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

■達成指標項目７：実需者ニーズの高い県オリジナル品種の普及面積（米）（農業技術課調べ） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔平成 29年度の主な取組〕 

・長野米商品性向上指導者研修会、主要農作物生産振興研修会の開催：各１回 

・風さやか栽培技術向上に向けた研修会の開催：６回 

・水稲高温対策及び適期収穫チラシの作成：２回 

・飼料用米低コスト栽培実証ほの設置：３か所 

作付面積は、1,414ha（環境にや

さしい農産物認証米 1,295ha、原産

地呼称管理制度認定米 119ha）とな

り、前年度より 147ha 減少し、目

標値を下回った。 

現地検討会などの開催により、

「風さやか」の作付拡大を進め、

普及面積は前年度の約 1.1 倍の

1,068haと増加したが、目標値を下

回った。 
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○ 実需者ニーズに対応した麦・大豆・そばの生産拡大 
 
 水稲との複合による麦・大豆等の生産拡大に向け、品質向上研修会を開催しました。 
 特定の実需者との結びつきが強い麦については、実需者ニーズに対応してパン用小麦などの作付けを進め

ました。しかし、パン・中華麺用硬質小麦「ゆめかおり」、「ハ
ナマンテン」で播種時期の天候不順により作業が遅れたことか
ら、作付面積は前年をわずかに下回る 588ha（前年比 96％）と
なりました。 
一方、新たに育成したもち性大麦「東山皮糯 109 号（ホワイト
ファイバー）」は、近年のもち麦ブームもあり、栽培面積が急増
しました。 

 大豆については、豆腐加工適性の高い「すずほまれ」の栽培を
推進しましたが、全国的な国産大豆の価格低下により栽培面積
は 204ha（前年比 83％）となりました。 

 そばについては、「信州ひすいそば振興協議会」による生産、加

工・販売の推進により、県野菜花き試験場が育成した緑色が特

徴の「信州ひすいそば（長野Ｓ８号）」の生産振興とブランド化

を進め、栽培面積は 122ha（前年比 101%）となりました。協議会の加入者数は 197者（内そば店 121件）

となりました。 
 安定生産のため、耕耘同時畦立て播種技術の導入を推進し、排水対策の徹底を図りました。これにより当

該技術の導入面積は麦・大豆・そばの合計で 537haとなりました。 
 
 
 
 
 
 

■達成指標項目７：実需者ニーズの高い県オリジナル品種の普及面積（麦・大豆・そば）（農業技術課調べ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 優良種子の安定供給 
 
 （一社）長野県原種センターと連携し、品種別誘導方向や作付動向を踏まえた需給計画を作成し、優良種

子の安定供給を図りました。 
 種子審査員などを対象とした研修会を開催し、優良種子の確保を推進しました。 
 水稲「風さやか」、大豆「すずほまれ」等の種子については、既存の品種からの切り替えと作付増加に向け、

必要量の確保を図りました。 
 主要農作物種子法の廃止後も、引き続き、（一社）長野県原種センターを中心とした生産・供給体制を維持

して優良種子の安定供給を図るため、県の基本的な取組内容を定めた要綱等の整備を行いました。 
 
 
 
 

【麦大豆そば生産拡大・品質向上研修会】 

〔平成 29年度の主な取組〕 
・麦大豆そば生産拡大・品質向上研修会の開催：１回 

・「信州ひすいそば振興協議会」の会員数：197者（平成30年 3月末時点） 

〔平成 29年度の主な取組〕 

・主要農作物種子生産に係る種子審査員・事務担当者研修会の開催：１回 

・採種ほ設置面積（米、麦、大豆、そば）：425ha 

県オリジナル品種の普及面積は

933haとなり、目標を下回ったが、

計画初年となる平成 25 年からは

300ha以上の作付拡大が図られた。 
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＜今後の展開方向＞ 
 稲作農家の所得確保と経営発展に向けて、効率的な水田農業を行う経営体が主体となった持続性の高い生

産構造を実現するため、競争力・ブランド力・収益力の３つの力を向上させる「水田農業トリプルアップ
運動」に関係機関・団体が一丸となって取り組みます。 

 経営所得安定対策などを活用して麦、大豆等の戦略作物等の作付拡大を図るとともに、収量安定と品質向
上につながる栽培技術を普及します。 

 地域の実情を踏まえた人・農地プランと水田フル活用ビジョンにより、地域の農業を担う意欲ある農業者
や集落営農組織等への農地の利用集積と水田農業経営の安定・効率化を進めます。 

 米については、適正な施肥管理、適期収穫の推進、田植え時期の適正化等により、登熟期の高温に対応し
た品質向上対策を推進します。 

 水稲栽培の効率・省力化を推進する上で大きな障害となっている、雑草イネの防除対策の徹底を図ります。 
 「風さやか」推進協議会を核として、県オリジナル品種「風さやか」の栽培技術の向上による高品質化や

マスメディアを活用したＰＲ等により、作付拡大とブランド化を進めます。 
 長野県産米のブランド化を図るため、原産地呼称管理制度（米）について、県内のこだわりの米生産者な

どに広く周知し、申請登録件数の増加を図ります。 
 麦については、実需者ニーズに応じた大麦「東山皮糯 109号（ホワイトファイバー）」の安定生産や小麦「ゆ

めかおり」（パン用）、「ハナマンテン」（中華麺用）の生産拡大を図ります。 
 大豆については、排水対策の徹底と帰化アサガオ類等難防除雑草対策の徹底により生産安定を図ります。 
 「信州ひすいそば」については、協議会を中心としたブランド化の推進と品質の向上、栽培面積拡大に対

応する種子の確保を図ります。 
 主要農作物種子法の廃止に対する農業者の不安を払拭し、引き続き、(一社)長野県原種センターを中心と

した優良種子の生産・供給の仕組みをより確実なものにしていくため、条例の制定に向けて検討を行って
いきます。 
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（２）[施策展開２]  自信と誇りを持てる信州農畜産物の生産 

ア 消費者や流通の変化を的確に捉えた農畜産物の生産振興 

② 園芸作物・水産 

■果 樹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜施策の取組状況＞ 

○ 県オリジナル品種等による特色ある果樹産地の再構築 
 

 県オリジナル品種の早期産地化を図るため、りんご「シナノリップ」高接ぎ地域展示ほ（平成 27年度設置）

及び大規模実証ほ（平成 28年度設置）、日本なし「サザンスイート」大規模実証ほ（平成 25年度設置）等

において、指導者及び生産者を対象とした研修会を開催し、栽培技術の向上や取組拡大を推進しました。 

 有望な新品種の品種特性や栽培上の留意点等を検討するため、りんご「シナノリップ」、「ブドウ長果 11」、

「ネクタリン長果２」、「スモモ長果 1」の品種検討会を長野県農業大学校において開催しました。 

 「スモモ長果１」は、商標「麗玉」を活用したブランド化を推進するため、都内百貨店において試験販売

を行いました。 

 県オリジナル品種等の栽培技術向上による高品質な果実生産を図るため、りんご「シナノスイート」「シナ

ノゴールド」及びぶどう「ナガノパープル」「シャインマスカット」のコンクール（品評会）を開催しまし

た。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【 りんご「シナノリップ」大規模実証ほでの検討会】      【「ブドウ長果11」の品種検討会】 
 

 
 
 
 
 
 

【めざす平成 29年の姿】 

◇果樹農業者は、県オリジナル品種の導入やりんご新わい化栽培などに積極的に取り組み、高い収益

性と省力的な栽培により安定した経営を営んでいます。 

◇産地では、市場が求める安定した生産量と高い品質が確保され、その信頼は一層高まっています。

また、高齢化等により栽培規模の縮小やリタイアする農業者の樹園地は、地域の樹園地流動化への

取組により、新たな果樹農業者に引き継がれ有効に活用されています。 

◇樹園地の団地化や効率的な栽培方法の導入が進んだ果樹産地では、生産性が高まるとともに、美し

い農村景観を創出しています。 

〔平成 29年度の主な取組〕 

・早期産地化大規模実証ほ場を活用した研修会の開催（２回）、生育状況等の巡回（２回） 

・りんご「シナノリップ」ＰＲ用リーフレット等の作成：リーフレット 17,000枚 

・無核ぶどうの長期出荷に向けた研修会等を開催（２回） 

・うまいくだものコンクールの実施：【りんご】シナノスイート 54点、シナノゴールド 22点、 

                【ぶどう】ナガノパープル 43点、シャインマスカット 42点 
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■達成指標項目８：果樹オリジナル主要品種等の栽培面積 （園芸畜産課調べ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 収益性が高く省力的な果樹栽培の推進 
 

 りんご新わい化栽培に加え、更に収益性が期待される高密植栽培用のフェザー苗の生産供給体制を図るた

め、県内果樹種苗業者に加え営農集団等による生産拡大のための機械導入への支援をはじめ、高品質苗木

生産に係る技術研修会等を開催するなどフェザー苗の生産拡大と供給体制の充実を図りました。 

 基本技術励行による安定生産を図るため、指導者などを対象とした研修会を開催するとともに、「果樹経営

支援対策事業」の活用などにより、りんご高密植栽培・新わい化栽培の面積拡大を進めました。 

 消費者ニーズの高いぶどう「ナガノパープル」、「シャインマスカット」を主体に栽培面積拡大と平行整枝

短梢せん定による効率的栽培技術の普及・啓発のため、指導者等を対象とした栽培技術研修会を開催しま

した。 

 ももの優良品種の導入や園地の若返りを進めるため、指導者を対象とした有望品種の現地検討会の開催や

疎植低樹高栽培の検討を行いました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                    【フェザー苗生産技術検討会】 
■達成指標項目９：りんご新わい化栽培面積 （園芸畜産課調べ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔平成29年度の主な取組〕 

・りんご新わい化栽培・高密植栽培のモデル園巡回指導の実施：５か所 

・フェザー苗の生育状況巡回指導の実施：１か所 

・りんご新わい化栽培・高密植栽培技術現地研修会の開催：１回 57名 

・フェザー苗生産反省会の開催：各１回 

・ぶどう「ナガノパープル」「シャインマスカット」生産技術研修会の

開催：１回 47名 

・なしの樹体ジョイント栽培検討会の開催：１回 50名 

・ももの疎植低樹高栽培検討の開催：１回 35名 

りんご新わい化栽培・高密植栽

培の面積は前年比 58ha の増加と

なったが、高密植栽培の普及によ

る単位面積当たり定植本数が当

初計画より多くなったことによ

るフェザー苗が不足したことか

ら、目標値をかなり下回った。 

0

67

132
172

209
227

257

315

210

280

350

420

500

0

100

200

300

400

500

600

H22

（基準年）

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

（目標年）

（単位：ha）

実績値 目標値

 県オリジナル品種への期待や

「果樹経営支援対策事業」による

苗木導入支援等により 104ha の

増加となったが、特定の品種への

人気が集中し、苗木供給が間に合

わなかったことなどにより、目標

値をかなり下回った。 
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○ うまいくだものを安定生産できる産地づくり 
 

 ぶどう「ナガノパープル」は、課題となっている裂果対策について、裂果低減技術実践展示園を設置し、

現地で効果の確認及び技術の検討を行いました。 

また、「ナガノパープル」、「シャインマスカット」の年末需要・海外需要に応じた冷蔵貯蔵技術の向上のた

めの研修会を開催するとともに、長期出荷に取組む産地を対象に冷蔵施設導入への支援を行いました。 

 醸造用ぶどうは、意欲のある栽培・醸造希望者を対象にワイン生産アカデミーを開催し、栽培から醸造に

関する基礎的な知識の習得を図りました。また、ワイン生産アカデミー修了者などを対象に「初心者向け

ワイン用ぶどう栽培技術習得セミナー」を開催し実践的な研修による技術習得を図りました。 

 ももは、凍害対策の徹底や結実確保対策による生産安定を図るため、生産者や指導者を対象に検討会を開

催し、高糖度系品種、晩生品種及び黄肉品種の導入を進めるための管理技術の徹底並びに新品種に係る知

識習得を図りました。 

 すもも「スモモ長果１」の高品質な果実を「麗玉」としてのブランド化を確立するため、麗玉のロゴマー

クの作成や推進母体となる「高級すもも「麗玉」振興協議会」を設立し、大都市圏の市場及び百貨店等で

の試験販売を行いました。 

 
 
 
 
 
 
 
 

○ 果樹経営基盤の安定 
 

 担い手が確保できるまでの間、樹園地を一時的に管理する団体に対して、ほ場管理経費の一部や果樹棚の

設置等を支援し、樹園地の円滑な継承を進めました。 

 

 

 
 

＜今後の展開方向＞ 

 りんご「シナノリップ」、ぶどう「ナガノパープル」、なし「サザンスイート」などの県オリジナル品種や、

ぶどう「ブドウ長果 11」、「シャインマスカット」等の有望品種は、特色ある果樹産地の再構築と栽培技術

の向上を図るため、研修会等を通じて積極的な栽培技術の向上及び生産拡大を図ります。 

 すもも「スモモ長果１」は、「高級すもも「麗玉」振興協議会」と連携して、早期産地化とブランド化に向

けたＰＲ活動を展開します。 

 収益性が高く省力的な果樹栽培を推進するため、りんご高密植栽培・新わい化栽培、ぶどう平行整枝短梢

せん定栽培やなし樹体ジョイント栽培等の省力・低コスト・効率的生産技術を普及するとともに、りんご

高密植栽培等に必要な、良質な苗木の増産体制づくりを進めます。 

 近年需要が高まっている業務用カットりんごの供給体制を進めるため、専用園でりんご高密植栽培による

生産性の向上と低コスト生産を進めます。 

 近年、生産拡大が顕著となっているワイン用ぶどうは、産地形成のボトルネックとなっている苗木不足解

消に向けた安定生産体制づくりを進めます。 

 うまいくだものを安定生産できる産地づくりのため、生産者や技術者に対する研修会等により、基本技術

の励行を徹底し、果実品質の高位平準化と生産量の確保を図ります。 

 果樹経営基盤の確保を図るため、優良品目・品種への改植により低位生産園の解消を図るとともに、樹園

地を一時的に管理し、優良な樹園地を次代へ継承する体制づくりを進めます。 

 

〔平成 29年度の主な取組〕 

・ぶどう「ナガノパープル」裂果低減実践展示園の設置及び巡回検討の実施：３か所、１回 

・ワイン生産アカデミーの開催：全７回 19名 

・初心者向けワイン用ぶどう栽培技術習得セミナーの開催：全７回 36名 

・有望な新品種検討会の開催：４品種５回延べ 135名 

・うまいくだもの中央講習会の開催：２日間延 520名 

〔平成 29年度の主な取組〕 

・需要に応える園芸産地育成事業による樹園地継承一時管理の支援：４地区 
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■野 菜 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜施策の取組状況＞ 

○ 信頼され責任ある野菜産地の持続的発展 
 

 関係機関と連携し、長野県野菜基本計画に基づき「マーケット需要に対応できる収益力の高い野菜産地づ

くり」を進めました。 

 夏はくさいの適正生産について、「夏はくさい適正生産連絡会議（平成 25年度設置）」による適正生産実施

方針（取組期間と適正生産量の明示）に基づき産地をあげて適正生産に取り組みました。 

 野菜生産の新たな担い手として、集落営農組織や水稲の農業生産法人等の土地利用型農業法人等を位置付

けるとともに加工・業務用野菜の導入を加速するため、集落営農組織等へジュース用トマトの新規導入モ

デルほ場を設置し、課題等の洗い出しを行いました。 

 アスパラガスでは、減収の主要因である茎枯病に対する防除対策の徹底を図るため、茎枯病防除対策リー

フレットの増刷・配布で施設化の推進を図るほか、秋期管理技術研修会を開催し、管理不十分で茎枯病多

発ほ場としないよう、秋期管理の啓発と技術の向上を図りました。 

 気象変動に対応できるレタス栽培に向け、チップバーンの発

生が少ない県育成品種「シナノリード」の栽培展示ほ場を設

置し、現地栽培での課題等を検討しました。また、アブラナ

科野菜の黒斑細菌病対策リーフレットを活用した研修会の開

催や、根こぶ病対策試験ほ場を設置する等、安定生産に向け

た技術向上を図りました。 

 生産性や品質の向上、実需者ニーズに対応した産地づくりを

進めるため、アスパラガスや果菜類の雨よけハウスやかん水

設備、ねぎ収穫機やレタスの定植機の導入等を支援しました。 

 需要に見合った計画的生産と資金造成の支援により、効果的

な価格安定対策を進めました。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

【めざす平成 29年の姿】 

◇露地野菜産地では、安定した出荷量と品質が確保され、マーケットの要望に応えています。 

◇市場出荷に加え加工・業務用への対応が進むことで、産地の生産構造が変化し、産地を担う農業者

は、栽培面積の拡大や契約取引による安定した価格等により、所得が向上しています。 

◇果菜類、根菜類に取り組む農業者が増え、栽培品目数や栽培面積の拡大が進むとともに、多様な栽

培方法や品種の導入により、産地としての出荷期間がさらに広がり、実需者からの期待が増大して

います。 

◇新たな品目や新たな用途向け生産に取り組む栽培グループが育っています。 

〔平成 29年度の主な取組〕 

・平成 30年長野県野菜基本計画の作成・生産振興研修会の開催：１回 

・夏はくさい適正生産連絡会議：１回、夏はくさいの産地多品目化に向けた品目検討会：１回 

・アスパラガス秋期管理技術研修会：２回（延べ 93名）、アスパラガス短期完結栽培等新技術検討会：１

回（72名）、アスパラガス生産振興大会：１回（90名）、地域モデルほ場の設置（20ほ場） 

・レタス「シナノリード」栽培展示ほ場設置：１地区 

・アブラナ科野菜の根こぶ病対策試験ほ場設置：２地区 

・「需要に応える園芸産地育成事業」での施設・機械等導入支援：12件（雨よけ施設、かん水設備など） 

 ・指定野菜価格安定対策事業資金造成額：6,970,516千円 

【アスパラガス秋期管理技術研修会】 
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○ 実需者の多様なニーズ、流通の変化に対応できる新たな産地づくり 

 

 本県産アスパラガスに対するニーズに応えるため、定植翌年から収穫が可能な一年養成苗を３年間累計で

24万本の導入を支援しました。 

 アスパラガス一年養成苗を導入したほ場のうち、モデルほ場８か

所における実態調査を実施し、管理技術の向上を図りました。 

 アスパラガス収量性向上マニュアルを長期どり等の内容を加え

充実し、改訂・印刷・配布し、現地の各種研修会で活用しました。

また、アスパラガスの作業の“見える化”のため、管理作業動画

を県ホームページに掲載し、マニュアルにＱＲコードを掲載しま

した。 

 需要の高い果菜類の生産振興のため、トマト・ミニトマト等鉢栽

培研修会を開催し、養液（土耕）栽培の推進を図りました。 

 ジュース用トマトの生産振興のため、土地利用型法人・集

落営農組織への新規導入モデル園を設置し、支援チームに

よる巡回を行いました。また、重労働である収穫作業を中

心に機械化一貫体系実証ほ場を設置し、現地検討会を開催

しました。 

 葉洋菜類の適正生産に向け、産地における新品目導入につ

いて現地検討会を開催し、実需者ニーズに応える品目導入

を進めました。 

 青汁用ケールで、機能性成分の含量が注目される本県育成

品種「ハイパール」の生産拡大を目指し、出荷団体や加工

業者、販売業者等と連携し、栽培技術研修会や生産者大会

を開催しました。また、「農福連携」の取組として、障がい

者支援施設への導入支援を行いました。 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

■達成指標項目10：販売額20億円以上の野菜品目数 （園芸畜産課調べ） 
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〔平成 29年度の主な取組〕 

・アスパラガス一年養成苗導入モデルほ場実態調査の実施：８ヵ所 

・「アスパラガス収量性向上マニュアル(2018年 3月改訂版)」の印刷・配布：2,000部 

・トマト・ミニトマト等鉢栽培研修会：１回（40名） 

・ジュース用トマト新規導入モデルほ場の設置：２法人３カ所、モデルほ場の巡回：２回、機械化一

貫体系モデルほ場の設置：1カ所、現地検討会：１回 

・ケール「ハイパール」栽培実績：面積 484a、262t。導入した障がい者支援施設３施設  

レタスなど主力品目に加え、20億

円以上の販売額品目の増加による底

上げを目指し取り組んだ結果、総じ

て生産量は増加したが、単価が伸び

悩んだため、目標の品目数は維持に

とどまった。 

（20億円以上の販売品目：レタス、

はくさい、キャベツ、ブロッコリー、

アスパラガス、トマト、きゅうり、

ねぎ、セルリー、すいか、もやし） 

【ジュース用トマト機械化一貫体系検討会】 

【アスパラガス収量性向上マニュアル】 
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○ 「伝統」「健康」「こだわり」等に着目した新たな需要の開拓 

 

 地域の風土や食文化に育まれた伝統野菜について、「信州伝統野菜認定制度」に基づき、新たに２グループ

（佐久古太キュウリ、赤石紅にんにく）を伝承地栽培認定しました。また、加工品への認定証票で１品目

（沼目越瓜粕漬け）を新たに承認しました。 

 栽培技術と栽培意欲の向上のための産地指導貝や採種技術の向上と種の継承を図るため、採種指導会（ダ

イコン・カブ）を開催しました。 

 伝統野菜の需要拡大を図るため、料理発表会、イベント、ラジオ等でのＰＲにより、本制度の認知度向上、

流通消費の拡大を推進しました。 

 伝統野菜の振興を図るため、生産者グループ、市町村、市場等の関係者が一堂に会し、伝統野菜の歴史と

価値の再認識、種の継承、生産拡大や加工品開発などの先進事例に係る産地情報交換会を開催しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜今後の展開方向＞ 

 県野菜基本計画に基づく需要に見合った産地別、時期別の適正生産の徹底と、ニーズの高い品目について

マーケットインの生産を推進し、需要に応える品質と量で信頼を強化し、収益力の高い野菜産地づくりを

進めます。 

 本県の主力品目であるレタス、はくさいは、産地をあげた適正生産に継続して取組み、需要に見合った生

産量への誘導とともに、生産安定に向け、有望品種の普及促進を図り、病害虫や作柄安定技術の普及を推

進します。 

 アスパラガスは、施設化や秋期管理の徹底による４～５月の出荷量の拡大を推進し、需要に応える産地体

制を構築するため、夏秋期管理のアウトソーシングのモデル構築を目指します。また、生産量のＶ字回復

を目指して、減収の主要因である茎枯病対策として、雨除け栽培の導入を推進します。 

 ジュース用トマトは、土地利用型農業法人・集落営農組織等に導入を推進するとともに、機械化一貫体系

の確立に向け実証ほを設置します。 

 産地・作型に適した優良品種の選定と普及により、生産安定と品質向上を進めます。 

 キャベツ、タマネギなど加工・業務用需要の多い品目については、契約による加工・業務用向けの専用栽

培や長期安定供給の検討を行い、産地育成を進めます。 

 夏秋イチゴやナガイモなど安定した需要のある品目の生産基盤を拡大支援するとともに、栽培研修会等で

技術向上を図ります。 

 伝統野菜は、採種方法の徹底による種の継承、ＰＲ活動による認知度向上と需要拡大、栽培グループ育成

による生産振興を進めます。 

 

〔平成 29年度の主な取組〕 

・信州伝統野菜の伝承地栽培認定：２グループ 加工品への使用承認：1商品 

・アブラナ科伝統野菜（ダイコン・カブ）の採種指導会：1回（25人） 

・産地指導会の開催：２回（40人） 

・産地情報交換会の開催：１回（80人） 

－56－ 



■花 き 

 

 

 

 

 

 

＜施策の取組状況＞ 

○ 全国シェア上位の品目が連なる花き生産体制の維持・拡大 

 キク類の８月盆や秋彼岸を中心とした需要期の安

定供給を図るため、赤色ＬＥＤを用いた開花調節技

術の産地実証を行うとともに、品質低下要因となっ

ている白さび病の温湯浸漬処理技術の検討などを

行いました。 

 輸入品の攻勢が強まっているカーネーションについて、

秋季（９月～10月）の品質確保による輸入品との差別

化を図るため、ヒートポンプ空調機を用いた夜間冷房

の産地実証や、品質低下の一因であるハダニ類の効率

的防除に向けたＵＶ－Ｂランプの効果を検証し、ブラ

イダル等の需要に対応した秋季の生産拡大に向けた取

り組みを行いました。 

 トルコギキョウの生産低下の要因となっている土壌病害に対する土壌還元消毒の効果検証を行い、実需者

ニーズの高い秋季の生産拡大に向けた栽培技術の確立に取り組みました。 

 年間を通して需要が高まってきているアルストロメリアについて、冬季の生産性向上による長期安定出荷

を図るため、二酸化炭素施用による収量安定技術の産地実証に取り組みました。 

 生産量の減少が顕著となっているリンドウについて、品種ごとの低温要求量の把握による生産安定に取り

組みました。 

 ダリアの短日期の品質向上に向け、電照による露芯軽減対策に取り組みました。 

 シクラメンの生育期の花抜き取り作業の低減と、出荷時の品質向上を図るため、ホルモン剤処理の検討を

行いました。 

 国内外での需要が高まっている花木類について、ニーズの高い品目や需要動向を把握し、生産拡大につな

げるため、生産振興研修会を開催しました。 

 シャクヤク、ホオズキ、ソリダゴ等地域性の高い品目の栽培技術課題等の解決のため、各地域の活動を支

援しました。  

  
 
 
 
 
 

 

  

【めざす平成 29年の姿】 

◇夏秋切り産地としての信頼度が一層高まるとともに、彼岸などの物日への確実な対応や長期出荷体

系により、実需者からの安定した需要に支えられた花き経営が営まれています。 

◇利用形態に応じた用途別生産体制の確立と立地条件に即した品目振興及び商品力の周知により、実

需者の期待が高まり、県産花きの新たな需要が生まれています。 

〔平成 29年度の主な取組〕 

・キク類生産振興プロジェクト：実証ほ３か所（白さび病発生軽減、赤色LEDによる需要期出荷等） 

・カーネーション生産・経営活性化プロジェクト：実証ほ２か所（UV-Bによるﾊﾀﾞﾆ防除、夜間冷房） 

・トルコギキョウ振興プロジェクト：実証ほ場１か所（土壌病害対策） 

・アルストロメリア長期出荷安定プロジェクト：実証ほ場２カ所（ＣＯ2施用による生産安定） 

・リンドウ再興プロジェクト：実証ほ１か所（品種特性（低温要求量）の把握） 

 ・ダリア品質向上プロジェクト：実証ほ１か所（露芯軽減対策） 

 ・シクラメン生産振興プロジェクト：実証ほ１か所（ホルモン処理による開花調節） 

【赤色ＬＥＤを用いたキク類開花調節 
技術産地実証の現地検討会】 
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■達成指標項目11：生産量全国１位の花き品目数 （園芸畜産課調べ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 多様な実需者のニーズに応える生産体制の構築 

 グラジオラスについて、県外の主要産地との連携（リレー出荷等）による有利販売を進めるため、主産県

（鹿児島県、茨城県）を招いて産地交流会を開催しました。 

 需要拡大の取組として、生産者団体、生花店等と協力連携し、県内商業施設での県産花き展示会や信州フ

ラワーウォークを実施しました。 

 幼少期から花とふれあうことで花に親しむ心を育むため、小学生を対象としたフラワーアレンジメント教

室の開催など、花育活動に取り組みました。 

 
                              
 
 
 
 

 

 
 

○ 花き経営体の競争力強化 

 花き産地における生産性の向上と経営力・マーケティング力の強化を図るため、県域を対象とした研修会

を開催しました。 

 主要切花５品目を対象として資金造成の支援を行い、価格安定対策に取り組みました。 
 
 
 
 
  
 

＜今後の展開方向＞ 
 カーネーションやトルコギキョウ等、秋のブライダル需要等が高い品目について、実需者の要望に計画的

かつ安定した品質で応えるための生産体制の確立に取り組みます。 

 夏秋期の高温化に対応するため、生産技術と資材等を効果的に組み合わせた総合的な高温対策を推進し、

品質の向上に取り組みます。 

 輪ギク等、実需者のニーズに応じた用途別生産体制の確立と、出荷規格の統一、最適化を図ります。 

 幅広い花きの活用を促進するため、小学校における花育活動や、ホテル・旅館等における花によるおもて

なしの推進に取り組みます。 

 県産花きの輸出拡大に向けて、輸出促進セミナーの開催や輸出向け大規模商談会の出展等に取り組みます。 

 担い手の確保・育成により花き専作経営体の継承を支援します。 

 燃油価格高騰緊急対策を積極的に活用し、農家の負担軽減を図るセーフティネットの構築を推進します。 

〔平成 29年度の主な取組〕 

・平成 30年長野県花き生産振興研修会の開催：１月、１回 

・特産花き生産出荷安定資金造成事業：資金造成額 72,550千円 

〔平成 29年度の主な取組〕 

・県外主要産地とのグラジオラス産地交流会の開催：茨城県、鹿児島県、長野県等関係者 74名 

・県産花き展示会の開催：商業施設等 11回、銀座ＮＡＧＡＮＯ 1回 

・小学生を対象としたフラワーアレンジメント教室の開催：8回、348名 

・親子で楽しむフラワーアレンジメント体験の実施：銀座ＮＡＧＡＮＯ 2回、25組 50名 

・消費拡大運動「信州フラワーウォーク」の実施：1地区 

主力品目のプロジェクト活動によ

る生産拡大や作型安定への取り組み

の他、輸出向け品目（ラナンキュラス

等）や、花木類の生産振興を図り、一

部品目で生産力が高まったが、目標の

品目数は維持にとどまった。 

 

（全国１位の品目：カーネーション、

トルコギキョウ、アルストロメリア、

シャクヤク、ダリア、ラナンキュラス、

シクラメン） 
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■きのこ 

 

 

 

 

 

 

 

＜施策の取組状況＞ 

○ きのこ経営体の経営安定対策の推進 

 

 重点指導農家の経営改善の課題を解決するため、きのこ産地に設置し

た地域支援班や県域支援班の指導者がきめこまやかな巡回指導を行い、

経営改善を図りました。 

 地域支援班からの要請に基づき、経理や労務管理の外部アドバイザー

を派遣し、経営改善計画に基づいた指導を行いました。 

 きのこ生産者への指導を行う技術者を対象にコスト低減策、労働安全

等研修会を開催し、指導者の技術力の底上げを図りました。 

 需要に見合った計画的生産と資金造成の支援を行い、価格安定対策を

進めました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 収益性の高いきのこ産地の育成 
 

 きのこ産地の実態を把握するため、ＪＡの協力により産地実態調査を行いました。 

 きのこ栽培における重要害虫の一つであるキノコバエについて、県内全域において発生状況調査を行うと

ともに、気象観測装置による気象条件との関係検証を行い、発生予察に向けた情報収集を行いました。 

 
 
 
 
 
 

○ 安全・安心・環境対策の推進 
 
 近年問題となっている異物混入防止のための関係機関の意識統一、対策手法としてのＧＡＰ導入に向けた

知識習得のため、ＪＡ技術員等を対象に研修会を開催しました。 

 

 
 
 

【めざす平成 29年の姿】 

◇主要４品目において、生産量全国１位の地位を維持しています。 

◇企業的大規模経営のコスト管理や中小規模経営での栽培技術の向上により、経営は安定し、需要に

合った生産・出荷が行われています。 

◇きのこの新たな需要の創出・拡大により、意欲ある経営体が需要に合わせた生産・流通への取組を

始めています。 

 

〔平成 29年度の主な取組〕 

・地域支援班活動支援：５回 

・経営改善計画達成農家：８戸 

・指導者研修会：１回 

・きのこ生産安定資金造成事業：資金造成額 525,454千円（※必要額の確保） 

〔平成 29年度の主な取組〕 

・産地実態調査：県内全域 352戸 

・キノコバエの発生消長調査：県内 10地域 

〔平成 29年度の主な取組〕 

・指導者研修会：２回 63名出席 

・長野県ＧＡＰ基準の周知：１回 

【指導者研修会】 

 

 

 

写真 
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■達成指標項目12：生産量全国１位のきのこ品目数（園芸畜産課調べ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 消費者視点での需要の創出・拡大対策の推進 

 

 夏休み県庁見学イベントにおいて、小学生とその保護者を対象

としたきのこもぎ取り体験、簡単きのこ料理の試食を行い、小

学生のきのこ苦手意識改善に向けたＰＲを行いました。 

 銀座ＮＡＧＡＮＯにおいて、首都圏の消費者向けにきのこの調

理法と旨味成分の活用法を紹介し、夏場の消費拡大に向けたＰ

Ｒを行いました。 

 信州きのこ祭りを開催し、きのこ品評会、きのこ料理コンクー

ルの入賞作品の展示等、品質の高い長野県産きのこのＰＲを行

いました。 

 消費拡大のためのきのこの機能性活用について、ＪＡ技術員等 

を対象に研修会を開催しました。 

 

 

 

 

 
 
 
 

＜今後の展開方向＞ 

 きのこ農家の経営安定を図るため、地域支援班の要請に基づき経営改善を指導支援します。 

 消費者の視点に立った安全で安心なきのこ生産体制を構築するため、ＧＡＰの推進、異物混入対策を進め

ます。 

 資材費や光熱費の上昇、夏期の需要の低迷などに対応するため、生産コストの低減、高品質・安定生産、

再生可能エネルギーの活用を進めます。 

 消費者視点での需要の創出・拡大対策を推進するため、「機能性」、「独自性」、「多用途性」、「利便性」を高

める取組と合わせ、食べ方提案等のＰＲに取り組みます。 

 フロン排出規制に伴い、冷媒装置の自主点検の啓発、老朽化防止対策を進めます。 

〔平成 29年度の主な取組〕 

・夏休み県庁見学イベント：７月、１回 

・銀座ＮＡＧＡＮＯでのＰＲイベント「信州の夏野菜＆きのこ祭り」：８月、１回 

・信州きのこ祭りにおける長野県産きのこのＰＲ：９月、１回 

・指導者研修会：１回 

えのきたけ、ぶなしめじ、エリン

ギの生産量は、圧倒的な全国シェア

で１位を維持している。 

しかし、なめこについては、生産

量が横ばいで推移する中、他県で生

産拡大されており、全国３位となっ

たことから目標を達成できなかっ

た。 

【銀座ＮＡＧＡＮＯでのＰＲ】 

 

 

 

写真 
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■水 産 

 

 

 

 

＜施策の取組状況＞ 

○ 高品質ニーズに応える信州サーモン等の安定生産 

 

 「信州の高品質ブランド魚」の地位確立のため、信州サーモン

フィレーにするための最適な凍結方法を検討するとともに、一

部に見られる体形異常の原因を解明するための研究を行いまし

た。 

 養殖魚の安定生産のための飼育方法及び魚病対策について、魚

病診断や水産用医薬品の適正使用指導等の技術的な支援を行い

ました。 

 信州サーモン稚魚の増産要望と信州大王イワナ稚魚の安定供給

のため、種苗生産施設である水産試験場押野試験池と木曽試験

地の施設整備を行いました。 

  

  
 
 
 
 
 
 

 

 

 

■達成指標項目 13：信州サーモン生産量 （園芸畜産課調べ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【めざす平成 29年の姿】 

◇養殖業者の生産技術が向上し、高品質な信州サーモンが安定的に供給されることにより、実需者の評

価が一段と高まっています。 

◇信州大王イワナが長野県の新たな食材として消費者から認知され、その生産量も増加しています。 

◇地域の観光業者との連携等により、河川・湖沼に訪れる観光客や遊漁者が増加しています。 

 

〔平成 29年度の主な取組〕 

・信州サーモン稚魚の供給： 36.3万尾 

・信州サーモン・信州大王イワナ品質向上研修会の開催：１回・参加者 25人 

・飼育及び魚病対策についての技術指導：617件 

 ・信州大王イワナ稚魚の供給： 6.0万尾 

水産試験場から 36.3万尾の信州サ

ーモン稚魚を供給するとともに、農産

物商談会や三大都市圏での販路開拓

などの取り組みにより、目標値を超え

る 395ｔの生産を達成した。 
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■達成指標項目 14：信州大王イワナ生産量 （園芸畜産課調べ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 遊漁者に魅力ある漁場づくり 

 市町村や漁協、観光関係者等が連携して魅力ある釣り場づくり

を行う釣ーリズム信州事業の第 1 弾として戸倉上山田地域に冬

期ニジマス釣り場を開設するとともに、小学生向け釣り教室を

行いました。 

 アユ魚病対策として、魚病の放流前検査及び漁場におけるモニ

タリングを実施し、支流の活用などの助言を実施しました。 

 諏訪湖ワカサギ資源量調査を実施するとともに、シジミの放流

調査など漁場活性化の取組を実施しました。 

 漁業被害を低減するため、外来魚などの被害防止に取り組む団

体への支援を行いました。                                                                                                        

 松本市の美鈴湖や長野市の小花見池等において、ワカサギの釣

り場づくりの支援を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜今後の展開方向＞ 

 適切な放流手法や資源管理について技術的助言を提供し、釣れる漁場づくりに向けた取組を推進するとと

もに、釣りを核として誘客に取り組む地域に対して助言を行い地域の振興を図ります。 

 養殖魚のさらなる品質向上につながる試験研究および技術的支援を実施するとともに、信州サーモン、信

州大王イワナ等の稚魚を安定供給します。 

 信州サーモン・信州大王イワナだけでなく、佐久鯉、シナノユキマスといった地域特産魚やニジマス、イ

ワナ、ヤマメ等の養殖マス類、ワカサギ、カジカといった天然魚も対象として県産淡水魚介類の活用方法

を広く提案していきます。 

 定期調査により諏訪湖のワカサギ資源状況を把握するとともに、諏訪湖創生ビジョンに基づく漁業環境の

再生の取組を支援します。 

 引き続き外来魚等による食害の防止に取り組む団体に対する支援を実施します。 

【釣り教室の様子】 

〔平成 29年度の主な取組〕 

・ワカサギ釣り場の取組支援：４漁場（２漁協、２団体） 

・河川湖沼漁業についての技術指導：274件 

・諏訪湖のヒシ除去及び覆砂によるシジミ生息環境改善の支援：随時 

・外来魚等による被害防止対策への支援：15件 

・釣ーリズム信州事業：1地域（戸倉上山田地域） 

・長野県の釣り PRパンフレットの作成：5,000部 
【PRパンフレット】 

平成 26、27 年産の稚魚供給が

技術的問題から計画を下回った

ため、平成 29 年産の生産量は

5.6tにとどまった。 

平成 29 年産の稚魚は計画を上

回る６万尾を供給しており、今

後、生産量は順次増加する見込

み。 
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（２）[施策展開２]  自信と誇りを持てる信州農畜産物の生産 

ア 消費者や流通の変化を的確に捉えた農畜産物の生産振興 

③ 畜 産 

 

 

 

 

 

＜施策の取組状況＞ 

○ 消費者の求めるこだわりのある畜産物の生産と供給 

■ 共 通 

 ＩＣＴを活用した発情発見装置や分娩監視装置等のモデル

農場を設置し、飼養管理の効率化を検討するとともに、  

ＩＣＴ技術に係る研修会を開催しました。 

 家畜の快適性に配慮した飼養管理により、動物本来の生命

力を活かした動物用医薬品等に過度に頼らない畜産物生産

を推進しました。 

 県独自基準による衛生管理状況の確認と衛生検査を実施し

ている「信州あんしん農産物」生産認定農場による安全安

心な畜産物の生産を推進しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ 肉用牛 

 遺伝的に産肉能力の高い繁殖雌牛（スペシャル繁殖牛）の 

認定や活用により、信州プレミアム牛肉の増産を図りました。 

 優良な繁殖雌牛の選抜を更に進めるため、ゲノミック評価

（ＤＮＡ解析）の活用を推進しました。 

 新たに優良種畜の作出に向けた取り組みを開始し、能力の高

い繁殖雌牛を供卵牛として選定しました。 

 「長野県における肉用牛生産の明日を考えるシンポジウム」

を開催し、肉用牛改良及び生産について関係者の意識の醸成

を図りました。 

〔平成 29年度の主な取組〕 

・「信州あんしん農産物」生産認定農場数 ： 139戸 

・信州プレミアム牛肉認定頭数 ： 3,790頭 

・動物用医薬品販売業者への立入検査 ：78店舗 

・畜産物への抗菌性物質残留検査と公表 ：152検体 

 ・ICTを活用した効率的飼養管理モデル農場の設置： ２農場 

 ・ICT技術に係る研修会の開催：1回 

【家畜人工授精師の養成講習会】 

【めざす平成 29年の姿】 

◇「こだわりのある畜産物」・「おいしい畜産物」・「あんしんな畜産物」と言えば信州育ちというイメ

ージが定着し、流通業者・消費者の評価が高まり、多くの消費者が選択し購入しています。 

◇農業者は、消費者・流通業者の高い評価により所得が向上し、やりがいが増し自信と誇りを持って

生産に取り組んでいます。 

◇良質な自給飼料の増産と活用により生産コストが低減され、農業者の経営安定が図られています。 

◇遊休農地の畜産利用や食品循環資源利用飼料の有効活用、土づくりの基礎となる堆肥の供給などに

より、畜産が環境と調和する農業のための基礎産業であることが再確認され、環境にやさしい畜産

に取り組む新たな担い手が増加しています。 

【供卵牛として選定された繁殖雌牛】 
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■達成指標項目 15：信州プレミアム牛肉の認定数 （園芸畜産課調べ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ 乳用牛 

 乳用牛群検定に基づく乳質や飼養管理技術の向上、遺伝的改良による優良後継牛の選定と受精卵移植技

術や性判別精液の利用等により、産乳性等に優れた後継牛の改良増殖を進めました。 

 酪農生産性向上対策事業により、県内のすべての酪農家のバルク乳を対象に、乳質検査に基づく乳質改

善や、牛群ドック等を実施し、健康的な牛群による高品質な生乳生産を推進しました。 

 
 
 
 
 
 
 

 

■ 豚 

 生産性向上を図るため、豚用超音波検査機器測定手法など、

新しい飼養管理技術の習得に努めました。 

 飼養衛生管理技術や人工授精技術の農家指導により、生産性

の向上を図りました。 

 デュロック種、バークシャー種、中ヨークシャー種等の肉質

にこだわりのある純粋種の精液供給を行いました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔平成 29年度の主な取組〕 

・乳用牛群検定実施農家 ：84戸 

・長野県名誉原種牛及び原種牛の認定 ：名誉原種牛 5頭、原種牛 47頭 

・バルク乳の細菌検査の実施 ： 年 2回（延べ 539戸、うち改善指導実施農場：46戸） 

 ・牛群ドックの実施 ：27戸 

〔平成 29年度の主な取組〕 

・飼養衛生管理技術の改善指導 ： 立入指導農家 52戸、重点対策農家 20戸 

・豚液状精液の供給 ： 総件数 422件、総本数 1,831本 

・純粋種の種豚群の維持 ： ５品種 

 黒毛和種を出荷する「信州あん

しん農産物生産農場」の認定促進

を図るとともに、県内認定に加え

県外の認定市場を増やすことで、

目標を達成することができた。 

【飼養管理技術の勉強会風景】 

〔平成 29年度の主な取組〕 
・スペシャル繁殖牛の認定  ： 144頭 
・ゲノミック評価の活用推進： 310頭 
・優良種畜の作出に向けた供卵牛の選定：２頭 
・繁殖雌牛の生産性向上支援：  34戸 

 ・肉用牛関係シンポジウムの開催： １回 
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■ 鶏 

 肉用鶏の育成率、採卵鶏産卵率の向上をさらに図るため、飼養管理技術の改善等を指導しました。 

 信州黄金シャモの生産拡大のもととなる畜産試験場からの素ビナの安定供給について、飼養衛生管理の

見直しなどの徹底を図りました。 

 サルモネラ菌などの衛生管理技術の向上を図るため、信州黄金シャモの認定飼育者を対象に研修会を開

催しました。 

 しなの鶏などの特色ある品種やこだわりの飼料・飼育方法による生産を支援しました。 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
■ 特用家畜 

 全国で唯一の子山羊市場（ＪＡみなみ信州）において開催される共進会を支援しました。 

 健全な養蜂産業の振興を図るため、県内で飼育されている蜜蜂全群の腐そ病検査等を通じた衛生管理の

徹底と適正な蜂群配置の調整（転飼調整）を行いました。 

 
 
 
 
 
 
 
 

○ 地域資源等を活用した生産基盤の強化 
 
 地域ぐるみで収益性の向上や生産基盤の強化を推進するため、畜産クラスター事業により、中心的経営体

の施設整備を支援しました。 

 自給飼料の生産・利用拡大のため、自給飼料増産プロジェクト推進会議を開催し、飼料づくりコーディネ

ーターなどによる優良品種や飼料用稲・稲 WCS の作付拡大および耕種農家と畜産農家とのマッチングを図

りました。 

 地域の未利用資源を飼料として有効活用するため、エコフィード活用のメリット、活用事例、課題等につ

いて関係者の情報共有を進めました。 

 良質な自給飼料生産を拡大するため、自給飼料共励会の開催や飼料分析結果に基づく農家巡回指導を行い

ました。 

 公共牧場の利用による飼料費節減や飼養管理の省力化などを図るため、公共牧場利活用促進のための検討

会議や研修会を開催し、乳用牛や肉用牛の公共牧場への放牧推進を図りました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔平成 29年度の主な取組〕 

 ・畜産クラスター事業による飼養管理施設（畜舎、堆肥舎等）の整備：５か所 

・自給飼料増産プロジェクト会議の開催 ： １回 

・飼料づくりコーディネーター・栽培指導員会議の開催 ： ２回、22名 

・モデルほ場の設置：２か所、飼料用とうもろこし現地検討会の開催 ：２回、50名 

・自給飼料共励会や成分分析の実施 ： 共励会２回、72点分析 

・公共牧場利活用増進のための検討会議： ２回、50名 

・公共牧場への放牧 ： 28牧場、1,659頭 

〔平成 29年度の主な取組〕 

・養鶏の飼養衛生管理技術の改善指導 ：11戸（採卵鶏 2戸、肉養鶏 9戸） 

・信州黄金シャモの素ビナの供給 ： 10,392羽 

・信州黄金シャモに関する研修会の開催 ： 生産振興研修会 1回 

・信州黄金シャモのＰＲ活動の実施 ： ＰＲイベント 4回 

・しなの鶏の素ビナ供給の支援 ：5,480羽 

〔平成 29年度の主な取組〕 

・子山羊市場出荷頭数 ： 61頭 

・蜜蜂の腐蛆病検査の実施 ：18,803群 

・適正な蜂群配置の調整  ：4,795群 
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○ 家畜伝染病等予防のための防疫体制強化 

 口蹄疫などの家畜伝染病が県内に侵入・まん延するのを防止す

るため、高病原性鳥インフルエンザ、牛のヨーネ病等の抗体検

査を実施するとともに、家畜飼養施設への立入検査と飼養衛生

管理の指導を行いました。 

 県内での家畜伝染病発生時に備え、すべての家畜飼養施設につ

いて、家畜所有者名･農場住所･飼養頭羽数などのデータベース

を更新しました。 

 高病原性鳥インフルエンザが万一発生した場合を想定し、まん

延防止及び早期終息を迅速かつ適切に行うため、1,000 羽以上

飼養する大規模養鶏農家 57 農場について、農場内作業やサポ

ート、集合基地運営等の動員人数を個別に作成しました。また、

現地機関及び本庁各部局の動員予定者名簿を整備し、県庁と松

本地域振興局との合同で動員確認訓練を実施しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 

○ 地域とのつながりを持ち、信州の自然・環境に適した畜産の推進 

 家畜排せつ物法の遵守や臭気・水質等の状況を把握し、地域住民と融和した畜産環境づくりを進めるた

め、県段階及び 10広域地域に設置した「家畜排せつ物及び臭気対策支援チーム」(H19設置)により定期

的な畜産環境の巡回を行いました。また、家畜排せつ物法の指導力強化のため、指導体制の見直しを行

いました。 

 耕畜連携による堆肥の有効活用を進めるため、堆肥センター等の堆肥の流通販売情報を畜産会が一元管

理できるよう支援し、耕種農家への情報提供の円滑化を図りました。 

 

 

 

＜今後の展開方向＞ 

 乳質の改善や安全でこだわりのある品質の高い畜産物の生産を推進します。 

 農場等における衛生管理の徹底や防疫体制の強化等により、消費者が安全・安心を実感できる生産・流

通体制の取組を進めます。 

 飼料づくり地区部会による技術指導やマッチング活動を強化し、自給飼料生産及び利用の推進を図りま

す。 

 コントラクター組織の活用による作業の外部化や公共牧場を活用した放牧を促進し、畜産経営の省力

化・低コスト化を進め、飼養頭数や自給飼料作付面積の拡大による経営安定を進めます。 

 家畜排せつ物法の遵守のため、現地支援チームにより定期的な巡回や畜産農家に対する巡回支援を行な

います。 

 こだわりのある畜産物の品質向上と安定生産を支える生産技術の開発・普及を更に進め、家畜防疫体制

の強化に努めるとともに、畜産クラスター事業等の活用による生産基盤の強化を図ります。 

〔平成 29年度の主な取組〕 

・畜産環境定期巡回の実施 ：10地区、242戸 

〔平成 29年度の主な取組〕 

・家畜伝染病検査の実施 ： 高病原性鳥インフルエンザ 4,460羽、牛のヨーネ病 8,690頭 

・飼養衛生管理基準遵守状況の確認 ：立入検査農家 1,623戸 

・家畜飼養施設データベースの更新 ：2,328戸（H29.2.1現在） 

・鳥インフルエンザの防疫演習実施 ：８回 

 

【情報伝達及び動員確認訓練】 
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（２）[施策展開２]  自信と誇りを持てる信州農畜産物の生産 

イ 自然の力を活かした環境農業の推進 

 

 

 

 

 

 

＜施策の取組状況＞ 

○ 高い環境意識を持った農業者の育成 

 

 信州の環境にやさしい農産物認証を新たに取得しようとする生産者の参考となるように、環境にやさしい

農業技術集（土壌肥料編）を取りまとめ、ホームページに掲載するとともに普及センターやＪＡ等へ情報

提供し、環境にやさしい農業技術の普及に努めました。 

 農業者などを対象とした環境にやさしい農業推進研修会を開催し、「天敵を活用した施設野菜害虫防除技術」

の講演やエコファーマーの農産物活用の事例発表などを通じて、農業者等の意識の向上を図りました。 
 
 
 
 
 
 

○ 環境にやさしい農業の取組拡大 

 

 土づくりを基本とし、化学肥料、化学合成農薬の使用を低減する技術を

導入して営農活動を行うエコファーマーを 215人認定しました。 
 化学肥料と化学合成農薬の使用を地域の慣行的な栽培に比べて 50％ 

以上削減して生産する信州の環境やさしい農産物を 360件（1,795ha） 
認証しました。 

 有機農業の実践に必要な基礎技術を習得するための講座を開催し、土壌

の基礎知識、病害虫の発生生態や土壌診断の実習のほか、実際の有機栽

培ほ場を見学しながら、講師から有機農業に取り組むためのアドバイス

をいただきました。 

 有機農業者のスキルアップに向けた研修会を開催し、講師から自然栽 

培や有機農業向けの種苗などについて講演いただきました。 
 
 
 
 
 
 

【めざす平成 29年の姿】 

◇多くの農業者が信州のすばらしい自然環境を大切にするという意識のもと、環境にやさしい農業に

取り組んでいます。 

◇産地や農産物直売所等のまとまりを持って環境にやさしい農業が面的に取り組まれ、農業者の取組

レベルも向上しています。 

◇地球温暖化防止に貢献する技術の導入が広がっています。 

◇地域で発生する有用資源が堆肥や飼料に利用され、資源循環が一層進んでいます。 

◇消費者や実需者が長野県の環境にやさしい農業への理解を深め、「おいしい信州ふーど（風土）」を

始めとする信州産農畜産物を選択しています。 

〔平成 29年度の主な取組〕 

・環境にやさしい農業技術集（土壌肥料編）の編集及び配布（ホームページ公開） 

・環境にやさしい農業推進研修会の開催：140名参加 

〔平成 29年度の主な取組〕 

・エコファーマー認定者数：215人（有効認定者数 3,834人） 取組組織数 263組織 

・信州の環境にやさしい農産物認証：1,795ha 360件  取組組織数 60組織 

・有機農業基礎技術講座：15人(計 12講義開催) 

【有機農業基礎技術講座】 
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■達成指標項目 16：エコファーマーの認定組織数 （農業技術課調べ） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■達成指標項目 17：信州の環境にやさしい農産物認証面積 （農業技術課調べ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 地球温暖化防止に貢献する取組の推進 

 地球温暖化を防止するカバークロップ※、草生栽培、有機農業に取り組む農業者を環境保全型農業直接支払

により支援しました。（※主作物の栽培期間の前後のいずれかに緑肥などを作付けする取組） 

 
 
 
 
 

 

 

○ 資源循環の推進 

 

 庁内関係課と連携し、家畜排せつ物やきのこ廃培地等の農業系バイオマスの発生量や利用方法につい

て実態を把握しました。 
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〔平成 29年度の主な取組〕 

・環境保全型農業直接支払  

  申請件数：92件  取組面積:カバークロップ 50ha、IPM(総合的病害虫管理) 68ha、有機農業 216ha 

〔平成 29年度の主な取組〕 

・家畜排せつ物実態調査：10地区 242戸 

・きのこ廃培地発生量調査：１回、発生量 330,827t 

農産物直売所やＪＡ生産部会等

を対象とした研修会の開催により、

農業者の意識は向上しており、エコ

ファーマー認定組織数は 263 組織

となり、前年度より 41組織増加し

たが、高齢化等により更新手続きを

されなかった組織もあったことか

ら目標値を下回った。 

生産者の環境にやさしい農業へ取

り組む意欲は高まっているが、認証

により一定の成果が得られたとして

更新手続きをしなかった大規模組織

があったことから、認証面積は

1,795ha となり、前年度よりやや減

少し、目標値を下回った。 
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○ 環境にやさしい農業に取り組む生産者の努力と生産された農産物の情報発信 

 ラジオ、環境関連広報誌でエコファーマー制度や環境にやさしい農業を実践する生産者の取組を紹介しま

した。 

 信州の環境にやさしい農産物認証を取得している生産者へ、インターネットによる農産物販売（ＪＡタウ

ン、NAGANOマルシェ）を促すなど、販路拡大への支援を行いました。 

 県ホームページに、信州の環境にやさしい農産物認証を取得している生産者の情報を掲載しました。 

 信州環境フェア 2017において、信州の環境にやさしい農産物認証や有機農業で栽培された農産物のＰＲを

行いました。 

 信州の環境にやさしい農産物認証取得者の‘こだわり農産物’の事例を収集し、ホームページ上で公開し

ました。 

 各種農産物商談会において、信州の環境にやさしい農産物認証及びエコファーマー制度のＰＲと農産物の

販路拡大に努めました。 

 

 

 

 

 

＜今後の展開方向＞ 

 「エコファーマー制度」や「信州の環境にやさしい農産物認証制度」についてＪＡ生産部会や直売所等の

組織的な取組を進めることにより面的な拡大を図るとともに、広報媒体を活用した消費者へのＰＲを行い、

認証された環境にやさしい農産物の認知度の向上を図ります。 

 農産物の安全性を確保するため、ＪＡ生産部会や直売所等において組織的なＧＡＰの取組を推進します。 

 化学合成農薬削減に向け、天敵農薬などの新たな防除技術の研修会や指導会を通じ、ＩＰＭを実践する生

産者を拡大します。 

 土壌分析の実施や土づくり研修会、「Ｄｒ．大地」※を使用した実証ほ試験に取り組み、施肥体系の改善指

導、耕畜連携による良質な有機質肥料の施用拡大により、化学肥料の使用量の削減を目指します。 

（※土壌診断機能に加え、有機物の施用状況も加味した施肥設計が可能な土壌診断・分析システム） 

 「第３期長野県有機農業推進計画」に基づき、オーガニック・アカデミーや有機農業推進アドバイザーに

よる有機農業志向者への技術支援や実践者のスキルアップ、有機農業に関する情報共有や、有機農産物の

販路拡大支援等に取り組みます。 

 農業の持続的発展と多面的機能を維持するとともに、地球温暖化防止や生物多様性に効果の高い営農活動

を拡大するため、引き続き市町村と連携して「環境保全型農業直接支払事業」に取り組みます。 

 

 
 

〔平成 29年度の主な取組〕 

・信州の環境にやさしい農産物認証取得農産物のホームページ上での公開：19件 

・農産物商談会でのパンフレット等ＰＲの実施：３回 
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【長野県ＧＡＰ推進大会】 

（２）[施策展開２]  自信と誇りを持てる信州農畜産物の生産 

ウ 農畜産物の安全性確保 

 

 

 

＜施策の取組状況＞ 

○ 放射性物質検査の実施と情報発信による安全・安心の確保 
 
 放射性物質汚染の懸念を払拭し、生産者、消費者への安全・安心を明確に担保するため、県内でと畜され

るすべての肉牛について、スクリーニング検査を実施するとともに、検査結果を県のホームページに掲載

し、安全性を広く周知しました。 

 
 
 
 
 

 

○ ＧＡＰの推進による農産物・労働の安全性確保 
 

 ＧＡＰ指導者養成及び第三者認証ＧＡＰを推進するため、ＪＧＡ

Ｐ指導者養成基礎研修を開催しました。 

 国際的な取引の拡大に対応できる経営体を育成するため、国際水

準ＧＡＰ認証取得に向けコンサルタントの導入や研修受講を支援

しました。（４団体） 

 ＧＡＰ取組水準の向上を図るため、長野県ＧＡＰ基準を農林水産

省ガイドラインへ準拠するよう改定を行うとともに、生産現場で

活用し易いチェックシートを作成しました。 

 より高度なＧＡＰの実践につなげるため、改定した県ＧＡＰ基
準の活用法やＧＡＰに取り組む必要性などを学ぶＧＡＰ推進大
会を開催しました。 

 
 
 
 
 

■達成指標項目 18：生産者ＧＡＰに取り組むＪＡ生産部会・農産物直売所の割合 （農業技術課調べ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

【めざす平成 29年の姿】 

◇すべての農業者が農畜産物の安全性確保について高い意識を持ち、農薬等の適正使用や、ＧＡＰへ
の取組などにより、適正な農業生産活動が行われています。 

◇農業生産に加え、流通や販売段階の適正な農産物の管理により、より一層食品としての安全性を確
保する取組が始まっています。 

◇豊かな自然の中で栽培された本県の安全な農畜産物等を消費者が安心して購入しています。 

〔平成 29年度の主な取組〕 

・県内と畜肉牛のスクリーニング検査の実施：8,296頭 

・県産畜産物の検査結果のホームページ掲載：結果判明日に更新 

・牛肉検査結果のホームページ掲載：結果判明日に更新 

 

ＪＡ生産部会におけるＧＡＰの

取組については、９割を超えている

が、農産物直売所におけるＧＡＰの

取組が遅れていることから、全体の

取組割合は 24％となり、前年度と比

べて１％増加したが目標を下回っ

た。 

〔平成 29年度の主な取組〕 

・ＪＧＡＰ指導者養成基礎研修：１回開催・36名参加  

 ・長野県ＧＡＰ推進大会：１回開催・129名参加   
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【農薬適正使用研修会】 

○ 農場ＨＡＣＣＰの推進による生産物の安全性確保 

 

 農場ＨＡＣＣＰを普及推進して畜産物の安全性向上を図るため、指導員研修会への参加を促し農場ＨＡＣ

ＣＰ指導員を養成しました。 

 畜産農家の農場ＨＡＣＣＰ認証農場及び農場ＨＡＣＣＰ推進農場の認定取得を支援するため、農場ＨＡＣ

ＣＰ指導員等によるきめ細かな支援を行いました。 

 制度の更なる普及を図るため、「農場ＨＡＣＣＰと畜産ＧＡＰを考えるシンポジウム」を開催しました。 
 
 
 
 
 
 
 

○ 農薬の適正使用の推進 

 

 農薬の安全かつ適正な使用を推進するため、農薬販売店、ＪＡ営農

指導員及び防除業者等を対象に、農薬に関する専門的な知識を持つ

「農薬管理指導士」の研修会及び認定試験を実施しました。 

 農薬の事故を防止するため、関係機関・団体と連携し「農薬危害防

止運動」に取り組みました。農薬販売者・使用者を対象に、県下４

地区で開催した「農薬適正使用研修会」では、農薬使用の具体的な

例や間違えやすい事案について講演を行い、適正な農薬使用につい

て周知徹底を図りました。 

 農薬取締法に基づき農薬販売店・農薬使用者に立入検査を実施しま

した。 

 

 
 
 
 
 

○ 動物用医薬品・家畜飼料の適正使用の推進 

 

 動物用医薬品販売業者等への立入検査を実施し、抗菌性物質等の適正な販売を指導しました。 

 消費者に安全・安心な県産畜産物を供給するため、畜産物への抗菌性物質残留検査を実施し、その結果を

県のホームページで公表しました。 
 
 
 
 
 

○ 人獣共通感染症の発生防止 

 

 人獣共通感染症の発生を監視するため、48か月齢以上の死亡牛に対するＢＳＥ検査や高病原性鳥インフル

エンザのモニタリング検査等を実施しました。 

 安全・安心な信州プレミアム牛肉や信州黄金シャモの生産を推進するため、腸管出血性大腸菌Ｏ１５７や

サルモネラの検査を実施しました。 

 
 
 

〔平成 29年度の主な取組〕 

・農薬管理指導士認定者数：1,001名 

・農薬適正使用研修会：４回開催・360名参加   

・農薬取締法に基づく立入検査（指導取締）：307件（県実施計画 300件） 

〔平成 29年度の主な取組〕 

・農場ＨＡＣＣＰ指導員の取得：３名 

・農場ＨＡＣＣＰの取組支援：認証農場５戸、推進農場２戸 

・「農場ＨＡＣＣＰと畜産ＧＡＰを考えるシンポジウム」の開催：78名参加 

〔平成 29年度の主な取組〕 

・飼料製造・販売業者等への立入検査の実施：62店舗 

・抗菌性物質残留検査（卵）の実施：延べ 152検体 

〔平成 29年度の主な取組〕 

・人獣共通感染症のモニタリング検査の実施：ＢＳＥ検査645頭、高病原性鳥インフルエンザ 4,460羽 

・安全・安心のためのモニタリング検査の実施：O157 150戸、サルモネラ 184戸 
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○ 食品表示の適正化の推進 

 

 食品衛生法、ＪＡＳ法、健康増進法の食品表示に関する規定を統合した食品表示法が、平成 27年４月１日

に施行されましたが、引き続き、適正な食品表示を徹底するため、食品表示関係法令の普及・啓発を行う

とともに、生産者や小売業者に対して定期的に調査を実施し、食品表示の適正化を指導しました。また、

消費者等からの違反情報に対し、速やかに事実の確認を行い、食品表示法等に基づく適正な対応を行いま

した。 

 食の安全・安心への理解を促進するため、消費者や食品関連事業者等に対して、食品衛生に関する情報（食

中毒防止の注意喚起、流通食品の放射性物質検査結果など）のタイムリーな提供を行いました。また、消

費者・食品関連事業者・行政間の意見交換及び相互理解のため、食の安全・安心シンポジウム事業やみん

なの食品安全・安心会議等のリスクコミュニケーション事業を実施しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜今後の展開方向＞ 

 ＧＡＰの推進については、生産者のＧＡＰ実践と第三者ＧＡＰ認証の取得が進むよう、普及指導員の研修

を進め、指導体制の充実を図るとともに、推進大会等を通じ、消費者のＧＡＰの理解を深めながら普及・

拡大を図ります。 

 農産物直売所におけるＧＡＰの取組を進めるため、常設の農産物直売所を重点に組織的なＧＡＰの実践を

支援します。 

 食の安全に対する消費者の信頼を確かなものとするため、農薬の適正使用の徹底を周知するための研修会

の開催や、農薬管理指導士の養成を行います。 

 動物用医薬品の適正使用を徹底するとともに、農場ＨＡＣＣＰの導入や高病原性鳥インフルエンザ、ＢＳ

Ｅ等の人獣共通感染症の予防対策を実施し、引き続き安全・安心な畜産物の生産を進めます。 

 食品衛生法、ＪＡＳ法、健康増進法の食品表示に関する規定を統合した食品表示法が平成 27年４月１日に

施行されたことを踏まえ、関係部局が連携し、より一層、食品表示関係法令の普及・啓発を行っていきま

す。また、生産者や小売業者等に対して、食品表示に係る調査を定期的に実施するとともに、調査の機会

を捉え食品表示対する理解促進を図ります。 

 長野県食品安全・安心条例に基づき、食品の安全性に関する情報の積極的な提供やリスクコミュニケーシ

ョンを実施するなど、消費者、食品関連事業者及び行政間の情報の共有化と相互理解を促進します。 

 

〔平成 29年度の主な取組〕 

・食品表示法に基づく巡回調査：282事業所 

・食品表示法に基づく指導等件数：26件 

・食品衛生情報発信：31回  370事業所、4,207名の登録者へ情報提供 

・食の安全・安心シンポジウム事業：１回開催・500名参加 

・みんなの食品・安心会議：10回開催： 164名参加 

・夏休み食品衛生親子体験事業：４回開催・35名参加 

・信州フードセーフティーネット：１回開催・32名参加 
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（２）[施策展開２]  自信と誇りを持てる信州農畜産物の生産 

エ 信州農畜産物の生産を支える農地・水、技術 

①  農地・水（生産基盤の整備） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜施策の取組状況＞ 

○ 効率的な生産活動ができる農業生産基盤の整備 

 

 地域農業がめざす将来像の実現に向けて、区画整理や農道整備、かんがい施設等の一体的な整備を進めま

した。 

 地域の実情に応じて市町村等が行う暗渠排水や排水路等の簡易な農地の条件整備に対し、補助事業を活用

して支援しました。 

 農業用水の安定供給による農産物の安定生産と品質確保を図るため、更新時期を迎えた農業用用排水路や

頭首工、用排水機場等の基幹的農業水利施設の整備・更新を進めました。 

 野菜や果樹を計画的・安定的に生産するため、畑地かんがい施設の更新・整備を進めました。 

 農産物輸送の効率化を図るため基幹的農道の整備を進めるとともに、大規模地震に備えた農道橋の耐震対

策を進めました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【めざす平成 29年の姿】 

◇農地は区画整理や農道等の基盤条件が整備され、効率的な農業生産が行える利用集積が進み、意欲

ある担い手が活躍しています。 

◇農業水利施設の計画的な補修・更新が進むとともに、地域住民やＮＰＯなど非農家も参加して保全

する活動が広がり、農業生産に不可欠な農業用水の安定供給が確保されています。 

◇基幹的農業水利施設を管理する土地改良区等では、施設の長寿命化を基本とする適切な維持管理を

行う体制が整い、安定的に供給される農業用水により農業者は安心して農業生産を継続しています。 

◇農業者の高齢化等に伴い各地で見られた遊休農地は、農業委員会の指導等により再生が進み農業生

産に活用されるとともに、既に森林原野化した遊休農地は、適切に「地域森林計画」の対象森林に

編入されています。 

〔平成 29年度の主な取組〕 

・経営体育成基盤整備事業 実施地区数：４地区 

・農業基盤整備促進事業 実施地区数：37地区 

・農地耕作条件改善事業 実施地区数：47地区 

・県営かんがい排水事業 実施地区数：29地区 

・県営畑地帯総合土地改良事業 実施地区数：10地区 

 ・県営農道整備事業 実施地区数：９地区 
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■達成指標項目 19：農業用水の安定供給及び排水機能が確保される農地面積（H25～H29） 

（農地整備課調べ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

基幹的農業水利施設の更新 
県営かんがい排水事業 埴科地区（坂城町・受益地は千曲市） 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 【築造後50年経過しコンクリートが劣化】             【表面被覆により劣化の進行を抑制】 
 
 

○ 農業水利施設等の維持・補修と長寿命化対策 

 

 農業水利施設の日常管理に携わる土地改良区等施設管理者への技術力向上や、土地改良施設に係る災害・

事故等のリスク管理技術を習得するための指導事業（基幹水利施設管理技術向上研修）を実施しました。 

 基幹的農業水利施設の適切な維持管理や長寿命化を進めるため、施設の機能診断及び機能保全計画策定を

推進しました。 

 農業用水の安定供給による農産物の安定生産と品質確保を図るため、更新時期を迎える農業水利施設の長

寿命化を進めました。 

 多面的機能支払事業の資源向上（長寿命化）を活用し、農業者だけでなく地域住民やＮＰＯなど多様な主

体の参加による、地域が一体となった末端農業水利施設等の維持・補修を支援しました。 

 老朽化が進む農業水利施設を適切に管理していくため、「長野県農業水利施設等保全管理会議」を開催し、

市町村、土地改良区等に対して維持管理に関する研修を行いました。 
 
 
 
 
 
 
 
 

農業用用排水路や用排水機場な

ど基幹的農業水利施設の計画的な

補修・更新により、目標を概ね達

成し、農業生産に不可欠な農業用

水の安定供給及び排水機能が確保

された。 

 

〔平成 29年度の主な取組〕 

・指導事業（基幹水利施設管理技術向上研修）による技術指導：14施設（100人） 

・ストックマネジメント事業実施地区数：県営 19地区（県営かんがい排水事業実施地区数の内数） 

：団体営 12地区 

・多面的機能支払事業（資源向上（長寿命化））の取組面積：455組織 28,649ha 
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○ 遊休農地の再生活用 

 

 人・農地プランの作成、見直しを通じて、遊休農地を含めた農用地利用の方向性について検討を進めまし

た。 

 県農業会議や市町村、農業委員会等と連携し、農業委員を中心とした農地パトロールの展開により、各地

域における遊休農地の洗い出しと再生を推進しました。 

 全県を対象としたシンポジウムの開催や優良地区の表彰事業等を行い、再生・活用に向けた啓発を積極的

に実施しました。 

 耕作放棄地の再生作業や営農再開の経費を助成する「荒廃農地等利活用促進交付金」を活用し、農業者が

主体的に行う再生・活用への取組を支援しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

■達成指標項目 20：遊休農地の再生・活用面積（単年度）（農村振興課調べ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜今後の展開方向＞ 

 

 担い手への農地集積の加速化と、地域振興作物等の生産拡大を促進するため、市町村などが行う畦畔除去

や暗渠排水等の簡易な農地の条件整備を進めます。 

 農業用水の安定的な供給を維持するため、基幹的農業水利施設の長寿命化計画（機能保全計画・個別施設

計画）の策定を進めます。 

 多面的機能支払事業の活用により、末端部の農業水利施設の維持・補修を支援するとともに、引き続き、

多様な主体の参加による地域が一体となった維持管理体制の強化を推進します。 

 遊休農地の再生・活用に向け、農業関係団体と連携した啓発活動を始め、「農地中間管理機構関連農地整備

事業」などの有効活用により、一層の解消と発生防止を推進します。 

 

〔平成 29年度の主な取組〕 

・人・農地プランの作成地区：77市町村・309プラン 

・遊休農地活用シンポジウム：平成 30年２月５日（長野市）参加者 300名 

・優良地区表彰：長野県知事賞 「平生産管理組合（長野市）」 

ＪＡ長野県中央会長賞 「(農)青木村機械作業受託組合（青木村）」  

長野県農業会議会長賞 「伊那バス㈱（伊那市）」 

長野県農業会議会長賞 「㈱アグリみゆき（飯山市）」 

 ・荒廃農地等利活用促進交付金の実績：再生面積 13ha(16市町村)、交付金 19百万円余 

 利用状況調査や農地パトロール

による指導の徹底等により、再

生・活用が進み、目標を達成した。 393
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（２）[施策展開２]  自信と誇りを持てる信州農畜産物の生産 

   

エ 信州農畜産物の生産を支える農地・水、技術 

 

② 技術開発と普及 

 

 

 

 

 

＜施策の取組状況＞ 

○ オリジナル品種の育成と知的財産の保護・活用 

 以下のオリジナル品種の育成をしました。 

・「ブドウ長果 11」：種なし栽培に適した、皮ごと食べられる新しい赤色ぶどう品種 

・「ネクタリン長果２」：酸味が少なく、食べやすい早生ネクタリンの新品種 

・「長・野交 51 号」：多収で太く、食味が良い紫アスパラガスの新品種 

・「長・野交 53 号」：食味がよく、果実の生理障害や病気に強い夏秋イチゴ新品種 

・「東山交 37号」：病気に強く、肉用牛に適した飼料用ソルガムの新品種 

○ 低コスト・省力化・高位安定生産技術の開発 

 低コスト・省力化・高位安定生産技術を以下のとおり開発しました。 

・ぶどう「ナガノパープル」の氷結点冷蔵などを活用した新たな鮮度保持技術 

・凍害に強い台木を利用したモモの凍害回避技術 

・モモの外観品質を損なう毛じ障害（モモうどんこ病）の防除技術 

・カラーチャートを利用した日本なし「サザンスイート」の収穫適期判定技術 

・トマトの増収が可能で廃液を出さない新養液栽培システム 

・接ぎ木苗と無底ポットを利用した養液栽培トマトの増収・省力化技術 

・洋菊の需要期に応じて出荷できる開花調節技術 

・飼料用のアルファルファを安定して栽培するための雑草抑制技術 

・黒毛和種の体内受精卵を簡易で安価に確保するホルモン給与技術 

・低コストで高品質な豚肉生産に向けた飼料用米と乾燥酒粕を利用した飼養管理技術 

・飼料用イネの乾田不耕起直播による省力・低コスト栽培体系 

 品種特性等を以下のとおり明らかにしました。 

・水稲の高密度播種育苗技術と省力的移植技術の現地適応性 

・県オリジナル酒米品種「信交酒 545号（山恵錦）」は準高冷地でも心白発現が良好で、安定し 

た品質が得られること 

・麦作で防除困難な雑草の発生状況と麦への影響 

・シクラメン葉の褐変及び白化症状と奇形花の発生原因 

・ブナシメジ栽培の LED照明による消費電力の低減効果 

・黒毛和種の枝肉脂肪中オレイン酸割合を高める飼料給与方法 

 

○ 環境にやさしい農業生産技術の開発 

 環境にやさしい農業生産技術等を以下のとおり開発しました。 

・キャベツなどに発生する黒斑細菌病を防除する微生物農薬の利用技術 

【めざす平成 29年の姿】 

◇長野県農業の持続的発展、農業者が挑戦する夢の実現をサポートするために、収益性が高い

安定生産技術、環境にやさしい農業技術など、生産現場の問題解決や長期的な展望に立った

革新的な技術開発が産学官連携により進められています。 

◇開発された技術は、農業関係団体等の連携により、迅速に生産現場に普及・定着しています。 
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・ピーマンを加害するオオタバコガを防除する LEDの利用技術 

・カーネーションを加害するハダニを防除する UV-Bランプの照射技術 

・うね成型ロータリーと局所施肥機を組み合わせたキャベツの減肥栽培技術 

・肥料養分の吸収特性に基づいたパセリの効率的な施肥技術 

・日本なし「南水」樹体ジョイント仕立て樹の局所施肥による減肥栽培技術 

 その他 

・草生管理がリンゴ樹におけるナミハダニの発生に及ぼす影響を明らかにしました。 

 

○ 地球温暖化対策技術の開発 

 地球温暖化対策技術を以下のとおり開発しました。 

・地温の上昇により樹園地土壌から発現する窒素量を推定するための地温推定法 

・高温期におけるストックの安定生産技術 

・夜間の給餌と 24 時間送風による肉牛の暑熱対策技術 

 地球温暖化と農作物の生育の影響等について以下のとおり明らかにしました。 

・過去の実測値に基づいた温暖化による水稲品質への影響と、温暖化が進行した場合の水稲の養 

分吸収特性 

・長野県における 2031～2050 年代の温暖化を想定した気温条件で栽培したりんごの樹体生育及び 

果実品質 

・成熟期の高温がモモ「白鳳」、「あかつき」、「なつっこ」及び「川中島白桃」の収穫時期に 

及ぼす影響 

・温暖化による総降水量・降雨強度の増加が殺菌剤の防除効果に及ぼす影響 

・地中熱を利用した豚の暑熱ストレス低減効果 

 

○ 産学官連携による革新的な技術開発の推進 

 産学官連携による革新的な技術開発等を以下のとおり推進しました。 

・省力化を進め所得向上に寄与できる水田畦畔除草管理機やレタス収穫機、燃油使用量の削減を 

実現するバイオマスボイラーの開発 

・農業生産と両立できる太陽光発電装置、農作物の運搬等を軽労化するアシストスーツの開発 

・醸造適性に優れるオリジナル酒米の開発に向け、県内酒造メーカーや大学、県工業技術総合セ 

ンターと連携した研究への取り組み 

・プレミアム果実生産を後押しするハンディ型熟度（色・糖度・酸度)測定機の開発と「市田柿」 

のピッキングロボットの開発に着手 

○ 農業者との協働による効率的・効果的な技術普及 

 普及活動の中で生産現場における技術的課題を的確に把握し、試験研究機関へ確実につなげ、現
場ニーズにあった研究課題を設定しました。 

 開発された新技術については、農業者との協働等により、現地適応性等の情報収集や分析・検討
を行い、効率的で効果的な技術普及を推進しました。 

 

＜今後の展開方向＞ 

 収益性が高い安定生産技術、環境にやさしい農業技術など、生産現場の問題解決や長期的な展望

に立った革新的な技術開発を産学官連携により進めます。 

 将来的な温暖化環境条件が主要農作物の生理生態、品質に及ぼす影響を評価し、将来にわたり本

県の主要な農作物生産を維持・発展させるための高品質・安定生産技術の開発を進めます。 

 開発された技術は、農業改良普及センターを通じ、農業関係団体と連携して、生産現場への普及・

定着を迅速に進めます。 
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（３）[施策展開３]  信州ブランドの確立とマーケットの創出 

ア 信州農畜産物のブランドの確立 

 

 

 

 

 

＜施策の取組状況＞ 

○ 「おいしい信州ふーど（風土）」の周知と参加促進 
 
 「おいしい信州ふーど(風土)」をテーマとした地産地消シンポ

ジウムを開催するとともに、「おいしい信州ふーど(風土)」ネッ

トを活用し、県内外に対して情報発信を行いました。 

 「おいしい信州ふーど（風土）」大使が都内で開催された「お

いしい信州ふーど(風土)」プレミア企画のコーディネーターを

務め、メディア・実需者・消費者等に向けて信州ジビエ、NAGANO 

WINE、「おいしい信州ふーど(風土)」のＰＲを行いました。 

 県下 10 広域に設置された「おいしい信州ふーど（風土）」

地域推進協議会を通じて、地域の調理師会、栄養士会、飲

食店、宿泊業者等と連携した研修会や食べ方提案会等を開

催しました。 

 すももの新品種の「麗玉」について、「おいしい信州ふーど(風

土)」大使のレコメンド（お薦め）により、県内外の消費者に

広く情報を発信しました。 

 東海・北陸地域における信州農畜産物のファン層を拡大するため、愛知県（春日井市）、富山県、石川県、

福井県のイベントにおいて「おいしい信州ふーど(風土)」のＰＲを実施しました。 

 大都市圏における信州農畜産物のファン層を拡大するため、東京、名古屋、大阪のホテルにおいて信州フェ

アを開催し、県外での利活用を進めました。 

 卸売市場などの流通販売関係者及び実需者に対して、知事及び副知事によるトップセールスを通し、長野

県が責任産地としての「信頼を引き続き確保」していくため、生産者団体と行政が一体となって取り組む

姿勢を強力に発信しました。 

 海外での県産農産物の認知度向上及び販路開拓のため、長野県農産物等輸出事業者協議会を通じて、香港・

台湾・シンガポール・タイにおいて「長野フェア」を開催しました。 

 クックパッド「長野県公式キッチン」を開設し、「おいしい信州ふーど（風土）」選定品目を使用したレシ

ピを公開しました（全 56品）。 

 消費者に対する「おいしい信州ふーど(風土)」の身近な情報発信拠点として、「おいしい信州ふーど(風土)」

ＳＨＯＰの登録を促進し、1,335件（H29実績：累計）を登録しました。 

 県内認知度の向上を図るため、メディア（雑誌、新聞広告等）を活用した情報発信を行いました。 

 
 
 

【めざす平成 29年の姿】 

◇「おいしい信州ふーど（風土）」を県民が共有し、県民一人ひとりが積極的に「おいしさ」などの情

報を多くの人に向けて発信しています。 

◇「おいしい信州ふーど（風土）」の認知度が向上することにより、信州農畜産物全体のブランド力が

高まり、多様な品目の生産が拡大しています。 

◇信州農畜産物が県外や海外で認知され、選択・購入されるとともに、信州ならではの食を求めて、

国内外から消費者が県内を訪れています。 

◇統一的なブランド戦略により、信州農畜産物の信用力が高まっています。 

【「おいしい信州ふーど(風土)プレミア 

企画でのシンポジウムの様子（2/24）】 
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■達成指標項目 21：「おいしい信州ふーど（風土）」の認知度（県内） （県民モニターアンケート） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■達成指標項目 21：「おいしい信州ふーど（風土）」の認知度（県外） （農産物ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ室調べ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 大使、公使等の知見を活用した認知

度向上に対する取組や、新聞等メディ

アを活用したＰＲの展開等により、情

報発信に努め、前年度より 13.2％の

増加となったものの、県民認知度は

67.3％(H29.12月時点)で目標の 75％

に達成しなかった。 

 「おいしい信州ふーど(風土)」大

使による県外へ向けた発信活動や、

トップセールス等の実施により、認

知度向上対策を進め、前年度より

2.8％の増加となったものの県外認

知度は16.8％と目標の25％に達成し

なかった。  

〔平成 29年度の主な取組〕 
・地産地消シンポジウム：H29.11.8 長野市（ホテルメトロポリタン長野） 参加者 267名 
・「おいしい信州ふーど（風土）」ネットアクセス数：805,764件（H30.3月末現在） 
・大使と生産者・消費者との交流会：１回 
・トップセールスの実施：東京都内１回（中島副知事 1回）、京都府内１回（中島副知事）、 

長野市内１回（阿部知事、中島副知事） 
・銀座ＮＡＧＡＮＯにおける「おいしい信州ふーど(風土)」の発信活動：12回（農政部：現地機関含む） 

 ・東海でのＰＲの実施：春日井市（春日井まつり H29.10.21～22） 
・北陸でのＰＲの実施：富山県（ｲｰﾄﾜｲﾝﾄﾔﾏ H29.10.15、越中とやま食の王国フェスタ H29.11.4～5） 

            石川県（石川の農林漁業まつりH2910.14～15） 
            福井県（福井味の祭典 H29.11.11～12） 
 ・大都市圏での「信州フェア」の実施：東京(成田エクセルホテル東急、ホテルメトロポリタン、パレス 

ホテル立川、サンルートプラザ東京、ホテルインターコンチネン 
タル東京ベイ) 

                   名古屋（名古屋東急ホテル、メルパルク名古屋、旬蔵） 
大阪（ホテルアゴーラ大阪守口） 

・海外での「長野フェア」の実施：４回（シンガポール、香港、タイ、台湾） 
 ・「おいしい信州ふーど(風土)」ＳＨＯＰ登録数：1,335店舗（H29実績）  
・「おいしい信州ふーど(風土)」デザイン等使用件数：141件(H29実績：累計数) 
・クックパッド「長野県公式キッチン」「おいしい信州ふーど（風土）」活用レシピ数：56点（H29実績） 
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○ 県認定制度の適正な運営と推進 

 

 県認定制度（長野県原産地呼称管理制度、信州伝統野菜認定制度）

について、外部有識者を含めた審査会の開催等により、厳正な運

用と認定に取り組みました。 

 信州プレミアム牛肉認定制度参加企業との「信州プレミアム牛肉に 

関する連絡会議」を開催し、認定制度の適正な運営や生産拡大に向 

けた情報交換等を行いました。 

 信州プレミアム牛肉登録流通業者として、平成 29年 7月に姫路市食 

肉地方卸売市場を、10月に名古屋食肉市場株式会社を認定しました。 

 県認定制度（長野県原産地呼称管理制度、信州プレミアム牛肉認定制度、信州伝統野菜認定制度）で認め

られた農畜産物の「おいしさ」、「品質」の信頼性等について「おいしい信州ふーど（風土）」ネット、

「銀座ＮＡＧＡＮＯ」での商談会実施等により情報発信を行いました。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 全国シェアが高い品目等のブランド化の推進 
 
 県内農産物生産者及び食品製造業者の一層の販路拡大等を図るため、産業労働部との連携により、大都市

圏（東京・名古屋）バイヤーとの商談会を開催し、販路拡大を支援しました。 

また、首都圏で開催される大規模商談会（スーパーマーケット・トレードショー）の出展に向け、販路拡

大をめざす農業者等を対象に研修会を開催し、営業力の強化を図りました。 

 本県産農産物を供給している首都圏、中京、京阪神地区の卸売市場関係者に対して、知事、副知事による

トップセールスを実施しました。  

 新たな販路開拓を目指した戦略的な輸出を推進するため、「長野県農産物等輸出事業者協議会」において、

海外で「長野フェア」を開催するとともに、バイヤー招へいによる現地見学のほか、商談会やマーケティ

ング調査を実施しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔平成 29年度の主な取組〕 

・長野県原産地呼称管理制度委員会の開催：品目別委員会（日本酒３回、焼酎２回、ワイン２回、米２回） 

品目別官能審査会（日本酒３回、焼酎２回、ワイン２回、米２回） 

・長野県原産地呼称管理制度認定件数：ワイン 83件、シードル８件、日本酒 169件、焼酎５件、米 39件 

・信州プレミアム牛肉認定頭数：県内認定 2,137頭、県外認定 1,653頭、計 3,790頭 

・信州プレミアム牛肉に関する連絡会議の開催（H29.10.20、H30.2.19） 

・（再掲）「おいしい信州ふーど（風土）」ネットアクセス数 805,764件（H30.3月末現在） 

〔平成 29年度の主な取組〕 
・産業労働部と連携した大都市圏での商談会：東京（H29.8.24）、名古屋（H29.9.7） 

出展事業者数 東京 96事業者、名古屋 61事業者、来場バイヤー 東京 389名、名古屋 174名 
成約件数 東京 92件 名古屋 16件 

・卸売事業者との情報交換：全農長野県本部 青果物・花き取引会議（H29.6.1） 
・大都市圏でのトップセールス：東京都（H29.9.4）、京都府（H29.11.16～17） 
・海外への県産農産物の販路開拓：海外フェアの開催（シンガポール、香港、台湾、タイ） 

商談会の開催（シンガポール）、マーケティング調査（マレーシア、ベトナム） 
海外バイヤーの招へい（香港：２社、台湾２社、シンガポール：１社、 

タイ：１社、マレーシア：２社） 

【「おいしい信州ふーど（風土）」お披露目会】 
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＜今後の展開方向＞ 

≪「おいしい信州ふーど」の周知と参加の促進≫ 

 信州農畜産物、加工食品を扱う生産者団体、食品事業者等が幅広く参画できる仕組みとして「おいし

い信州ふーど」と改称し、生産者や食品事業者等が観光産業等と連携して食の魅力を発信し、県民等

への浸透と県外・海外からの観光客に対する認知度向上を図ります。 

 「おいしい信州ふーど」大使、公使、名人の知見を活用した、県内外における情報発信（講演、雑誌、

ラジオ等）を実施します。 

 「おいしい信州ふーど」を提供しながら情報発信を行う、「おいしい信州ふーど」ＳＨＯＰの登録拡

大と機能の強化による利活用を推進します。 

 幅広い年代に対する認知度向上のため、ＳＮＳを活用した情報発信を推進します。 

 「おいしい信州ふーど」地域推進協議会による銀座ＮＡＧＡＮＯ等での「おいしい信州ふーど」物語

を活用した情報発信を通じて、農産物販売を支援します。 

 ホームページやクックパッド等を活用し、「おいしい信州ふーど」を用いた料理メニューの情報を発

信します。 

 

≪県認定制度の適正な運営と推進≫ 

 原産地呼称管理制度、信州プレミアム牛肉認定制度について、引き続き適正な認定を実施します。 

 原産地呼称管理制度については、首都圏・中京圏での商談会や県外の信州フェアなどを開催し、情報

発信を強化します。 

 原産地呼称管理制度、信州プレミアム牛肉認定制度で認定した農畜産物の「おいしさ」、「品質」の信

頼性について「おいしい信州ふーど」ネット、ＳＮＳ、県ホームページ等により情報を発信します。 

 

≪全国シェアが高い品目等のブランド化の推進≫ 

 「おいしい信州ふーど」をテーマとしたトップセールス、商談会を実施するとともに、卸売市場及び

量販店等に向け「おいしい信州ふーど」の情報発信を行い、ブランド力の向上を促進します。 
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（３）[施策展開３]  信州ブランドの確立とマーケットの創出 

イ マーケット需要の把握による戦略的な生産・販路拡大と輸出促進 

 

 

 

 

＜施策の取組状況＞ 

○ マーケット分析とノウハウの蓄積に基づく販路拡大 
 
 県外３事務所（東京・名古屋・大阪）において、大消費地の卸売市場や量販店等に対する「おいしい信州

ふーど(風土)」の情報提供をはじめ、県産農産物等に係る情報提供並びに県内事業者・団体等へマーケッ

ト情報を提供しました。 
 
 
 
 
 

■達成指標項目 22：県が主催する商談会における農業者等と食品産業等との成約件数 

（農産物ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ室調べ） 

 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

○ 多様なマーケットニーズに対応できる新たな産地機能の強化 
 
 首都圏における大規模商談会での成約率を高めるため、出展する農業者の営業力を強化するための研修会

を開催しました。 

 幕張メッセで開催されたスーパーマーケット・トレードショー2018において、長野県ブースを産業労働部

と連携して出展し、来場したバイヤーからマーケットニーズについて、長野県産の評価や様々な調査を行

いました。 

 

 

 

 
 

〔平成 29年度の主な取組〕 

 ・「おいしい信州ふーど(風土)」アカデミー研修会（松本市内） H29.3.14 約 100名 

・スーパーマーケット・トレードショー2018（幕張メッセ）H30.2.14～16 37社（うち農業関係 8者） 

・（再掲）食品産業タイアップ産地育成事業の実績：マッチング 163件（うち取引開始86件）、 

事業登録者 205名 

【めざす平成 29年の姿】 

◇農業者は、県や農業団体からの実需者サイドの情報を活用し生産を行うとともに、県等に蓄積され

た販路拡大のノウハウを活用し、自らも販路の開拓を行いつつあります。 

◇食品産業等と結びついた産地や農業者が、新品目の導入や既存品目の生産拡大に取り組んでいます。 

◇「おいしい信州ふーど（風土）」をはじめとした信州農畜産物を選び、継続して購入する消費者が県

内外に定着しています。 

◇意欲のある事業者が信州農畜産物等の輸出への取組を始めています。 

 自ら販路拡大を目指す農業者を対象

に、商談会における営業力強化に向け

た研修会を開催した結果、平成 29年度

の成約件数は目標を上回り、252 件と

なった。 

〔平成 29年度の主な取組〕 

・県外事務所による流通情報やホテル・飲食店等における信州フェアの企画・調整支援 

・スーパーマーケット・トレードショーへの出展に向けた営業力強化研修会（受講者数：８者） 
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○ 流通の変化に対応した市場流通機能の強化 
 
 全農長野県本部と連携し、全国主要卸売市場へ県産青果物、花きの販売を促進するため、取引会議を開催

しました。 

 東京、京都において卸売市場などの流通販売関係者及び実需者に対して、トップセールスを通し、長野県

が責任産地としての「信頼を引き続き確保」していくため、生産者団体と行政が一体となって取り組む姿

勢を強力に発信しました。 

 
 
 
 
 
 

○ 意欲ある事業者による農産物等の輸出促進と海外での信州ファンづくり 

 輸出対象国での販路開拓を図るため、取引の可能性のある有望な輸入事業者を県内へ招へいし、生産状況の

調査や、長野県農産物等輸出事業者協議会員のほ場・加工場等の視察を実施するなど、商談を促進しました。 

 海外での信州農畜産物のＰＲを行うため、香港、台湾、シンガポール、タイ、マレーシアにおいて、りんご、

ぶどう等果実を中心とした県産農産物等のフェアを開催しました。 

 現地消費者の嗜好を把握するため、シンガポールにおいてりんご・ぶどうの食味調査を実施しました。 

 香港における県産農産物のブランド化を推進するため、協議会が新たに委託した輸出支援員により新たな

ブランドロゴを作成しました。 

 新たな輸出対象国に位置付けたマレーシア・ベトナムについて調査を行い、消費者の嗜好、食品市場の

動向を把握し、本県産農産物の輸出の可能性を検証しました。 

 

■達成指標項目 23：農産物等の輸出 （農産物ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ室調べ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 マーケティング調査により有望バイヤー

を発掘し、現地商談会を開催するなど、   

農産物等の輸出促進に努めた結果、H29 年

度の農産物等の輸出実績は 1,036,000 千円

となり、目標を上回った。 

〔平成 29年度の主な取組〕 

・（再掲）トップセールスの実施：東京都内１回（中島副知事 1回）、京都府内１回（中島副知事）、 
長野市内 1回（阿部知事、中島副知事） 

〔平成 29年度の主な取組〕 

・販路開拓活動 

  海外バイヤー招へい 4か国 5社（招へい時期：H29.5月～H29.7月） 

・調査活動 

   マレーシア・ベトナムでの市場調査（時期：H30.1.17～23） 

  県産農産物の輸送試験 対象国：マレーシア、品目：りんご 

H29.10.27出港 → 11.10入港 → 11.15品質確認 

   シンガポールでのりんご・ぶどう食味調査の実施 1回（時期：H29.11月） 

・販売促進活動 

海外での長野フェアの開催 5か国 8回 

香港 1回（実施期間：H29.9.16～18） 

シンガポール 2回（実施期間：H29.10.18～29、11.2～8） 

      台湾 2回（実施期間：H29.10.1～11、H29.12.8～10） 

      タイ 2回（実施期間：H29.11.23～29、H30.1.19～31） 

      マレーシア 1回（実施期間：H29.12.7～9） 
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＜今後の展開方向＞ 

≪マーケット分析とノウハウの蓄積に基づく販路拡大≫ 

 県外事務所や銀座ＮＡＧＡＮＯ等と連携し、大消費地での幅広いネットワークを活用した商談会等を

開催し、農産物ＰＲ活動や、そこで収集した情報の産地へのフィードバックを行います。 

 生産拡大につながる新たな需要創出に向けて、県内食品企業の原料農産物の利用実態を把握します。 

 「おいしい信州ふーど」ネットや、ＳＮＳ等を活用し、産地と消費者の情報共有を図ります。 

 

≪多様なマーケットニーズに対応できる新たな産地機能の強化≫ 

 自ら販路開拓を目指す農業者などに対し、様々な商談のスキルアップを支援します。 

 他部局や他県等と連携して、県主催の商談会を県内外で開催します。 

 

≪流通の変化に対応した市場流通機能の強化≫ 

 全農長野県本部と連携し、卸売会社などを対象としたトップセールスを実施します。 

 

≪意欲ある事業者による農産物等の輸出を促進≫ 

 輸出先国でニーズが高く今後輸出量拡大の可能性が大きい「ぶどう（皮ごと食べられる品種）・   

りんご（県オリジナル品種を中心）」を重点品目として設定を見直すとともに、リレー出荷や冷蔵  

貯蔵との組合せによる長期出荷体系を確立し、輸出量の拡大への取組みを図ります。 

 フェアの開催による県産農産物の認知度向上に加え、海外の輸出支援員による支援体制を充実する 

など、輸出に意欲的な事業者等が組織する「長野県農産物等輸出事業者協議会」への支援を強化   

します。 

 対象国ごとに、有望な海外輸入事業者と県内事業者との信頼関係を築くとともに、輸出先国のニーズ

に応じた品目、規格、出荷時期、輸送に係る新技術等の研究により、商業ベースでの取引拡大を支援  

します。 

  輸出対象国ごとの輸出条件（植物検疫・残留農薬基準・認証制度）への的確な対応のほか、品種の    

組み合わせや施設栽培、冷蔵施設の活用による生産出荷の長期化に加え、輸送中の品質を保つための鮮度

保持技術・包装資材等の導入などによる、長期出荷体系の検討を行います。 

 県内食品産業との連携により「長寿世界一ＮＡＧＡＮＯの食」として加工食品と一体となった長野 

フェアの開催の他、観光と連携した相乗効果によるＰＲを推進します。 

  県産農産物を活用した海外での料理教室を開催し、長野フェアと連動することで、県産くだもの 

の一層の認知度向上と消費拡大を推進します。 
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（３）[施策展開３]  信州ブランドの確立とマーケットの創出 

ウ ６次産業化の推進 

 

 

 

 

 

＜施策の取組状況＞ 

○ ６次産業化をめざす人材の積極的な発掘・育成 
 

 総合化事業計画の認定事業者や６次産業化を目指す事業者に対し、信州６次産業化推進協議会地域推進員

によるサポートや民間の専門家である信州６次産業化プランナーの派遣等による総合化事業計画のフォロ

ーアップなどを実施しました。 

 ６次産業化の導入に必要な知識を習得するため、６次産業化事業計画作成研修会や魅力ある商品づくりを

進める商品力向上研修会を開催しました。 

 地域６次産業化推進協議会が主体となり、６次産業化の導入を啓発する各種研修会等を開催しました。 

 ６次産業化を目指す方々を対象とした個別相談会を県内４地区で実施しました。 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

■達成指標項目 24：六次産業化法に基づく総合化事業計画の認定数 （農産物ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ室調べ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【めざす平成 29年の姿】 

◇経営の一部門として他産業に進出する農業者等が継続的に増加し、加工事業や観光農園等に取り組

み、地域からの雇用による安定した農業生産と経営を行っています。 

◇食品産業や健康産業等との連携により、農畜産物の安定取引が実現し、新たな産地が生まれていま

す。また、農業者とパートナーとなる企業が共同で新規事業に取り組む事例が県内各地で展開され

ています。 

◇農業者が消費者や実需者等からの提案を積極的に取り入れ、６次産業化により開発した商品の魅力

向上に恒常的に取り組んでいます。 

〔平成 29年度の主な取組〕 

・信州６次産業化プランナーの登録：15人（平成 30年３月末日現在） 

・６次産業化セミナーの開催：事例発表と講演「デザインを活用した事業コンセプトの重要性」参加者 81名 

 ・事業計画作成研修会、商品力向上研修会：13回、受講者 のべ 201名 

・地域６次産業化推進協議会による課題対応研修会の開催：８地区 

・個別相談会の開催：４会場、14名   

・６次産業化優良事例表彰推薦 ㈲ティーエムしろうま農場（白馬村） 奨励賞 

 ６次産業化を目指す事業者に対し、地域

推進員や信州６次産業化プランナーの派

遣等を行い事業化の支援を行った結果、新

たに３件の総合化事業計画が認定され、 

計 95件(H30年３月末現在：全国第 4位)

となった。 
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 県及び県下の農業関係団体、国などの行政関係団体が参加した信州６次産業化推進協議会が核となり、 

６次産業化事業の推進に努めました。 

 民間の専門家を信州６次産業化プランナーとして登録・派遣し、事業者の個別課題解決の支援を行いまし

た。 

 
 
 
 
 
 
 
 

○ ６次産業化の基盤となる地域産業の裾野の拡大 

 信州農業６次産業化推進協議会地域推進員が核となり、他産業と連携した６次産業化の推進、新商品の開

発支援を実施しました。 

 「アグリフードＥＸＰＯ東京2017」への出展に向け、商品のＰＲ方法などについて事前研修を行うととも

に、６次産業化中央プランナーと連携した商談支援を行い、販路拡大による売上高の向上を目指しました。 

 食品企業や農産物加工品等の製造施設において、工程や衛生管理方法を習得し、施設導入計画作成などに

向けた取組を支援しました。 

 
 
 

 

＜今後の展開方法＞ 

≪６次産業化を目指す人材の積極的な発掘・育成≫ 

 地域の核となる新事業の創出・展開のため、事業コンセプトづくりや資金運用方法等を学ぶ事業計画

作成研修会を開催し、新たな総合化事業計画の策定を支援します。 

 商品づくりや販売に課題を持つ認定事業者等を対象とした商品力向上研修会を開催し、商品バイヤー

等の評価等に基づいた商品づくりを支援します。 

 食品企業等での体験実習を通じ、実行性や精度の高い総合化事業計画の作成を支援します。 

 地域６次産業化推進協議会が、各地域の課題解決を図るため、地域のネットワークを活かした研修会

を開催し、地域資源を活用した特色ある６次産業化に取り組む人材の掘り起し・育成を推進します。 

 

≪推進体制の整備と円滑な事業拡大への支援≫ 

 各地域振興局などに設置した６次産業化相談窓口により幅広く相談に応じるとともに、地域推進員や

信州６次産業化プランナーの派遣により、商品づくりや総合化事業計画の策定等を支援します。 

 ６次産業化に取り組む事業者に対し、事業内容の検討・提案や、事業の実施手法の提案を行う等、県、

市町村、農業関係団体、商工会、金融機関等の関係者が一体となり、事業化を支援します。 

 金融機関等と連携し、総合化事業計画に基づくファンドや交付金の活用による施設整備や推進事業の

取組を支援します。 

 

≪６次産業化の基盤となる地域産業の裾野の拡大≫ 

 他産業者とのマッチングの場を設け、新商品開発などの事業化を支援します。 

 食品事業者やバイヤー等が集まる展示商談会などへの出展機会を提供し、実需者に対する商品ＰＲや

販路拡大を支援します。 

○ 推進体制の整備と円滑な事業拡大への支援 

〔平成 29年度の主な取組〕 

 ・地域６次産業化推進協議会：６次産業化相談窓口及び企画推進員・地域推進員の配置 

（相談窓口：県下 10か所 企画推進員２名、地域推進員３名配置） 

 ・相談対応実績：401件、事業者：214 

 ・信州６次産業化プランナーの派遣実績：71件、 派遣先事業者:46 

〔平成 29年度の主な取組〕 

 ・「アグリフード EXPO 2017」出展事業者数：８事業者 

・「アグリフード EXPO 2017」出展に向けた事前・事後研修会実施回数：３回 

・トライアルラボ受入事業者数・参加者数：４事業者・７名 
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【県域のＮＡＧＡＮＯ農業女子交流会】 【一次産業女子全国フォーラムでの活動発表】 

基本方向２ 皆が暮らしたい農村 

（１）[施策展開４] 農村コミュニティの維持・構築 

ア 中山間地域等における農村コミュニティの維持・強化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜施策の取組状況＞ 

○ 農業生産活動の継続 

 

 中山間地域農業直接支払事業での、1,076協定、9,398haの協定農用地において、集落の話合いに基づき集

落ぐるみでの農地法面の草刈りや水路・農道の維持・管理、景観作物の作付け等、農村のコミュニティ活

動を通じた持続的な生産と、農村の多面的な機能の増進に係る活動を支援しました。 

 協定農用地の周辺林地の下草刈りや電気柵の設置等の活動を通して、シカやイノシシなどによる鳥獣被害

に起因した耕作放棄地の発生防止の取組を支援しました。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 Facebook の活用などにより農業女子のネットワーク化を図り、共感し合う仲間との自主的な交流活動を

支援しました。 

 県域のＮＡＧＡＮＯ農業女子会に加え、各地域の農業女子会を開催し、仲間づくりを支援しました。 

 新たに１つの地域グループが誕生するとともに、地域での農業女子による自主的なマルシェの開催や研修

会での事例発表など、活動が活発化しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【めざす平成 29年の姿】 

◇高齢農業者や兼業農家等が、集落営農組織に参加するとともに、大型機械作業などの支援を受けつ

つ営農を継続し、地域で行う共同活動にも積極的に参加しています。 

◇農村に暮らす多様な人々が参加し、地元で生産された農畜産物の直売や農産物加工品の生産・販売

が盛んに行われています。 

◇都市住民が農村に魅力を感じ、児童・生徒の修学旅行をはじめ様々な交流が生まれ始めています。 

◇農家レストラン・直売所・観光農園等を介して都市住民と農業者の交流が深まり、都市住民と連携

したコミュニティビジネスが生まれつつあります。 

【集落住民による農道の維持】 【柵設置による獣害対策】 
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○ ふれあい・やすらぎの場づくり 

 

 長野県学習旅行誘致推進協議会が行う誘致活動を支援し、県外及び海外の中学校が実施する学習旅行の 

県内誘致を図りました。 

 観光施設に併設する大型農産物直売所の整備を支援し、農業者が直接都市住民と触れ合う交流活動など農

山村地域の活性化を図りました。 

 地域農産物を活用した農産物加工体験を通じた都市住民との交流促進を支援しました。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■達成指標項目 25：都市農村交流人口 （地域振興課調べ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【青木村：道の駅あおきに地域食材提供レストラン、農産物加工所等を設置】 

〔平成29年度の主な取組〕 

 ・中山間地域農業直接支払事業による農業生産活動等の支援：71市町村1,076協定、9,398ha 

・Facebook登録者数（ＮＡＧＡＮＯ農業女子とその活動を応援したいただける者）：398人 

〔平成 29年度の主な取組〕 

・山村等振興対策事業実施箇所数：３か所 （地域食材提供施設、農産物直売施設、農産物加工施設等） 

 農作業体験・学習旅行の誘致や、道

の駅と併設された農産物直売施設の

利用増加などにより、目標を上回る交

流人口(622,241 人)の確保が図られ

た。 

【豊丘村：道の駅南信州とよおかマルシェの農産物直売施設等の整備】 

546,544 549,210 557,478
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560,000 570,000 580,000 590,000
600,000

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

H22

（基準年）

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

（目標年）

（単位：人）

実績値 目標値

－88－ 



【棚田オーナー制度（田植え体験）】 

○ コミュニティ活動への都市住民等の参加促進 
 
 中山間地域農業直接支払事業により、都市児童の修学 

旅行や都市住民との交流促進のため、体験農園の整備、  

棚田オーナー制度の体制づくりを支援しました。 

 地域資源を活かした地域特産物の開発や都市住民との 

交流など、農村コミュニティの活性化への活動を支援し

ました。 

 都会に住む若い女性を対象に、農業女子と交流するフォ

ーラムやバスツアー等の開催、農業女子を紹介したパン

フレットの作成・配布など、長野県の農業・農村の魅力

発信するとともに女性視点での就農相談を実施しました。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜今後の展開方向＞ 

 中山間地域農業直接支払事業により、引き続き、中山間地域における農業生産活動等を支援します。 

 荒廃農地等利活用促進交付金を活用し、中山間地域の遊休農地の再生・活用を進めます。 

 農家民宿、農家レストランなど、農業・農村が持つ地域資源と観光業を組み合わせた６次産業化の取組を

支援します。 

 企画振興部等他部局と連携し、「長野県移住・交流戦略推進方針」及び「国際青少年交流農村宣言アクショ

ンプラン」の実現に向け、グリーンツーリズムの推進により都市農村交流人口の拡大を図ります。 

 農業女子のマルシェ活動など経営発展の取組支援による信州農業・農村の魅力発信、農業女子との交流や

就農相談等の開催による県内外の若い女性の就農・移住の推進につなげます。 

 農山村地域の振興のため、地域農産物の販売や加工などを行う拠点となる施設等の整備を支援します。 

 都市農村交流を通じた農山村地域の振興を図るため、都市農村交流施設等の整備を支援します。 

〔平成29年度の主な取組〕 

・中山間地域農業直接支払事業による実施状況：71市町村、1,076協定、9,398ha 

・農村活力創出支援事業による農村コミュニティ活動等の実施地区数：８地区 

・都会に住む若い女性を対象にしたフォーラム、就農相談等のイベント実施回数：５回 

【名古屋での農業女子フォーラム】 

【東京発！農業体験バスツアー】 

【農業女子パンフレット】 

【農業女子就農相談ブース】 
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（１）[施策展開４] 農村コミュニティの維持・構築 

イ 都市近郊地域等における農村コミュニティの強化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜施策の取組状況＞ 

○ 食と農を介した農村コミュニティの強化 

 

 「おいしい信州ふーど（風土）」を食べよう!育てよう！地産地消キャンペーン推進委員会と連携し、「旬ち

ゃん」学校訪問の実施など、学校給食現場等への地元農産物の魅力発信と地産地消を推進しました。 

 子どもたちが農作業体験を通じて、「食」への興味・関心を深めるため、「食」を大切にする心や、自ら汗

を流して働くことの大切さ、農作業の楽しさ等を学ぶ機会の提供を支援しました。 

 日本型食生活の普及を図るため、県栄養士会などと連携し、食育活動を行う「食育ボランティア」の育成

に努め、食育活動を推進しました。 

 

 

 

 

 

 

○ 地域ぐるみで取り組む共同活動の推進 

 

 農地や農業用水路等の農村資源や農村環境を保全するため、多面的機能支払事業を活用し、水路の泥上げ

や補修、草花の植栽、農道への砂利補充など、地域ぐるみで行う共同活動を支援しました。 
 
 
 
 
 

 

 

 

【めざす平成 29年の姿】 

◇農業者は、住民との相互理解の上で農業生産活動を行うとともに、農産物直売所や学校給食などを

通じ、地元で採れた農産物を多くの住民に供給しています。 

◇住民は、そば打ちや農産物加工などの農村女性が持つ技術の体験・習得や、熟練農業者が栽培指導

を行う市民農園の活用など、食や農業を介した交流の機会が増加し、農業生産の必要性を理解して

います。 

◇食の供給や景観の保全等を支える農業・農村への理解が進み、農地・農業用水路等を守る活動に非

農家住民の参加が増えています。 

〔平成29年度の主な取組〕 

・「旬ちゃん」学校訪問：延べ10校（780名） 

・食育ボランティア数：21,254人（平成30年３月末現在） 

〔平成 29年度の主な取組〕 

・多面的機能支払事業（農地維持）の取組面積：812組織、37,029ha 

 ・多面的機能支払事業（資源向上（長寿命化））の取組面積：455組織、28,649ha                                                       
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＜今後の展開方向＞ 

≪食と農を介した農村コミュニティの強化≫ 

 農家民宿、農家レストランなど、農業・農村が持つ地域資源と観光資源を組み合わせた６次産業化の取組

を支援します。 

 女性農業者団体による、農作物の栽培体験や郷土食講座などを通じた都市住民との交流を支援します。 

 企画振興部等と連携し、「長野県移住・交流戦略推進方針」及び「国際青少年交流農村宣言アクションプラ

ン」実現に向けた都市農村交流人口の拡大を図ります。 

 学校給食現場等へ信州農畜産物の情報を提供し、地産地消を促進するとともに、学校訪問により食育を推

進します。 

 農山漁村振興交付金により、交流の拠点となる農業体験施設等の整備を支援します。 

 

≪ふれあいの場づくり≫ 

 農産物の高付加価値化による所得の向上等を通じた農村地域の活性化を図るため、地域の特性を活かした

多様な産業振興に係る活性化施設の整備を支援します。 

 女性農業者団体による、農作物の栽培体験や郷土食講座などを通じた地域住民の交流活動を促進します。 

 食料産業・６次産業化交付金（地域での食育の推進事業）を活用した食育リーダーの育成や学校給食での

地域食材活用に向けた取組を促進します。 

 

 

≪地域ぐるみで取り組む共同活動の推進≫ 

 農地や農業用水路等の農村資源や農村環境を保全するため、多面的機能支払事業により、水路の泥上げ・

補修、草花の植栽、農道の保全管理など、地域ぐるみで行う共同活動を支援します。 

 活動組織の事務負担を軽減するため、広域化や事務の委託等を促進します。 
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（２）[施策展開５] 地産地消と食に対する理解・活動の促進 

ア 地産地消の推進による信州農畜産物への共感 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜施策の取組状況＞ 

○ 自然豊かな環境で生産される安全で良質な信州農畜産物の情報発信 
 
 「おいしい信州ふーど（風土）」をはじめとする、信州農畜産物の更なる地産地消を進めるため、「おいし

い信州ふーど（風土）」を食べよう!育てよう！地産地消キャンペーン推進委員会※と連携し、食品関連企業

等の協賛企業との協力により、様々なイベントを通じて地産地消の普及啓発活動を行いました。 

 「おいしい信州ふーど（風土）」大使の鎧塚俊彦氏の講演、生産者や食育活動団体の事例発表による地産地

消シンポジウムを開催して、信州の食の魅力について関心を高めるとともに、「おいしい信州ふーど（風土）」

ネットを活用し、県内外に対して情報発信を行いました。 
 

  ※「おいしい信州ふーど（風土）」を食べよう！育てよう！地産地消キャンペーン推進委員会 

    ・地産地消の促進を目的として、長野県、ＪＡ長野県、信濃毎日新聞社、八十二銀行により H20に設立 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 生産者と消費者との顔が見える関係の推進 
 
 地域で消費するモノを地域で生産する“地消地産”を推進するため、宿泊・飲食施設等における信州

産食材の利用実態を把握する調査を、200施設を対象に実施しました。 
 実需者を対象とした県産農産物の産地見学会や、実需者と生産者の意見交換会の開催により、県産農

産物に対する実需者の理解を促進しました。 
 県内産小麦とNAGANO WINEを使った信州ワインブレッドなど、民間事業者における信州産の活用を進

めました。 
 「おいしい信州ふーど（風土）」を活用したメニューの提供がさらに促進されるよう、「おいしい信州

ふーど（風土）」ＳＨＯＰの登録を進め、お客様に対して自ら情報発信を行う発信拠点づくりを進め
ました。 

 

 

【めざす平成 29年の姿】 

◇「おいしい信州ふーど（風土）」が県内外に認知され、自然豊かな信州で生産される信州農畜産物へ

の関心と理解が深まり、県民が様々な立場から地産地消に取り組んでいます。 

◇新鮮な農畜産物を求め、農産物直売所を利用する消費者の増加により、地域の農畜産物の生産が拡

大しています。 

◇旅館・ホテル・飲食店等において、信州農畜産物を用いたメニューが拡大しています。 

◇生産者・流通関係者等との連携・協力により、学校給食等において信州農畜産物の利用が拡大して

います。 

◇環境農業等への理解が進み、信州の環境にやさしい農産物等が地域の消費者に選ばれています。 

〔平成 29年度の主な取組〕 

・「おいしい信州ふーど（風土）」を食べよう！育てよう！地産地消キャンペーン協賛企業：31社 

・（再掲）「旬ちゃん」学校訪問による地産地消、食育の推進：延べ 10校 810名 

・「おいしい信州ふーど（風土）」を食べよう！育てよう！地産地消シンポジウム： 

H29.11.8 ホテルメトロポリタン長野 参加者 267名 

・（再掲）「おいしい信州ふーど（風土）」ネットアクセス数：805,764件（H30.3末現在） 
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■達成指標項目 26：農産物直売所   （農産物ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ室調べ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 学校給食等における信州農畜産物の利用促進 
 
 学校における地産地消や食育活動を促進するため 

「おいしい信州ふーど（風土）」を食べよう!育て 

よう！地産地消キャンペーン推進委員会と連携し、 

「旬ちゃん」学校訪問を実施し、信州農畜産物の 

利用と理解を促進しました。 

 教育委員会と連携し、学校給食施設の栄養教諭等 

を対象に、県産農産物の利用拡大を図るための意 

見交換や調理技術講習会を行いました。 

 教育委員会や学校給食関連事業者と連携し、県産 

鶏卵による殺菌凍結液卵の利活用を進めることに 

より、学校給食における県産鶏卵の利用率向上を 

図りました。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔平成 29年度の主な取組〕 

 ・「食の“地消地産”」産地見学会 北信地域 参加事業者 11社 （H29.10.25） 

・「信州産食材利用実態調査」（委託履行期間 H29.6.23～H30.2.28） 200施設調査 

・（再掲）「おいしい信州ふーど(風土)」SHOP登録数：1,335店舗（H30.3.31現在） 

〔平成 29年度の主な取組〕 

 ・学校給食における県産農産物利用率：45.9% 

・学校給食における県産鶏卵利用率：57.8%  

・学校給食向け県産農産物の調理利用意見交換会 参加者20名、参加事業者２社（H30.3.1） 

・（再掲）「旬ちゃん」学校訪問による地産地消・食育の推進：延べ 10校（780名） 

 消費者の新鮮な農産物への関

心や食の安心・安全志向の高まり

があるものの、新設・建替えられ

る直売所施設の大型化、直売所間

競争により、直売所の数はやや減

少傾向の 773店となり、目標値を

下回った。 

 

 

【旬ちゃんの学校訪問の様子（小谷村）】 
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○ 環境保全・エコ活動等の促進 

 

 信州環境フェア 2017において、信州の環境にやさしい農産物認証や有機農業で栽培された農産物のＰＲを

行いました。 

 
 
 
 
 
 
 
 

＜今後の展開方向＞ 

≪自然豊かな環境で生産される安全で良質な信州農畜産物の情報発信≫ 

 地産地消への取り組みを促進するため、シンポジウムの開催やＰＲイベントへの参加、ホームペー

ジの活用等により情報発信に努めます。 

 

≪生産者と消費者との顔が見える関係の推進≫ 

 農産物直売所が取り組むこだわりや特色ある取扱品目について、情報を把握し、生産者と消費者が

共有できるよう情報を発信します。 

 

≪「食の“地消地産」の促進≫ 

 地域で消費するモノを地域で生産する「食の“地消地産”」を推進するため、県内宿泊施設や飲食

店、学校給食等における県産農産物の利用を図るため、生産者・産地との情報交換を進めるととも

に、農産物直売所を介した供給体制の仕組みづくりを行います。 

 宿泊・飲食施設における県産農産物の利活用を図るため、信州産食材提供施設の登録を進めます。 

 

≪学校給食等における信州農畜産物の利用促進≫ 

 「おいしい信州ふーどを食べよう！」推進委員会と連携した学校訪問や市町村への働きかけにより、

学校給食現場における地産地消を含めた食育を推進します。 

 県産鶏卵の利用促進のため、学校給食会との連携により「液卵プロジェクト」を推進します。 

 米粉の消費を推進するため、引き続き、米粉製粉事業者等への情報提供を行うとともに、米粉の普

及ＰＲに努めます。 

 

≪農畜産物の生産を通じた環境保全・エコ活動等の促進≫ 

 環境にやさしい農業や有機農業に関する取組及び農産物について、消費者に向けたＰＲ等を実施し

ます。 

 

 

 

 

〔平成 29年度の主な取組〕 

・環境にやさしい農産物認証や有機農業で栽培された農産物を消費者の皆さんへＰＲ 

長野市「ビックハット」（H29.7.29～30） 

・環境にやさしい農業アンケートの実施 回答者：87名 
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（２）[施策展開５] 地産地消と食に対する理解・活動の促進 

イ 食育の推進による豊かな人間形成と健康長寿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜施策の取組状況＞ 

○ 学校、保育所等における食育の推進 
 
 栄養教諭の配置を増やすとともに、栄養教諭、学校栄養職員等の資質向上のための研修会を開催しました。 

 食について楽しく学ぶ機会を提供するため、教育関係機関と連携して「旬ちゃん」の学校訪問を実施しま

した。 

 地産地消と「信州ＡＣＥ(エース)プロジェクト」を啓発するチラシを配布しました。 
 企業と連携して、地産地消や地元の食の大切さを学ぶイベントを小学校で開催しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■達成指標項目 27：食育ボランティア数 （内閣府調べ） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【めざす平成 29年の姿】 

◇日々の食生活は、自然の恩恵の上に成り立ち、生産者を始めとして多くの人々の苦労や努力によっ

て食は支えられていることが実感され、食に関する感謝の念と理解が深まっています。 

◇家庭、学校、地域社会等の相互の密接な連携の下、子どもたちが楽しく食について学ぶことができ

る機会が様々な場面で提供されています。 

◇多くの県民が様々な食に関する体験活動に参加し、これをきっかけに健全な食生活を実践しようと

する意識が醸成されています。 

〔平成 29年度の主な取組〕 

・栄養教諭の配置拡充：63名(H24)→120名以上(H29目標) H28実績 123名（公立小・中・特別支援） 

・（再掲）「旬ちゃん」による学校訪問による地産地消、食育の推進：延べ 10校 810名 

・地産地消と「信州ＡＥＣ(エース)プロジェクト」の啓発チラシ等の配布：２万枚 

 食育ボランティアの数は、栄養士会

や学校栄養教諭との連携活動により、

基準年の平成22年度の15,770人と比

べ増加しており、平成 29 年度に

21,254人となり、目標の 20,000人を

超えました。 
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 県民運動としての食育の推進を進め、地域ごとに食育 

推進の課題などを共有・連携するため、「信州の食を育 

む県民会議」及び「地域連絡会議」を開催しました。 

 食育に取り組む関係機関・団体等が一堂に会し、食 

育活動の紹介や情報交換等を行い、県民の食育の実 

践が推進するよう「県民大会」「地域食育フォーラム」 

を開催しました。 

 クックパッドに「長野県公式キッチン」を開設し、「お 

いしい信州ふーど(風土)」を始めとした信州の食材によ 

る健康に配慮した料理メニューのレシピを発信しました。 

 食育出前講座などを通じて、教育機関との連携による食育活動を推進しました。 

 家庭以外でも食事の健康に配慮した食事が選択できるよう、健康に配慮したメニュー・弁当を提供する

飲食店や社員食堂等を増やすため、メニューの開発の支援や社員食堂のメニューコンテスト等を行いま

した。 

 食生活改善推進員の活動を強化するため、養成や育成のための研修会を開催しました。 

 県産農畜産物などのおいしさや素晴らしさを周知するとともに、地産地消を推進するため、「おいしい信

州ふーど（風土）」を食べよう！育てよう！地産地消キャンペーン推進委員会が 10 周年記念事業として

「地産地消レシピ募集企画」を実施しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 食文化の継承のための活動への支援 

 

 地域農業の振興、地産地消及び伝承・交流活動を推進する地域の実践的リーダーとして、「長野県農村生活

マイスター」の認定事業を実施しました。 

 伝統文化・食文化の伝承等を目的とした、児童・生徒への農作業体験や伝統食の礼儀を学ぶ体験学習を実

施しました。 

 特色ある地域食材の活用促進と、地産地消の普及啓発を図るため料理コンクールを開催しました。 

 新規就農者や農家以外の親子を対象とした地産地消や伝統食の伝承に係る講習会を開催しました。 

 地元農産物を活かした地産地消給食の日に、「旬ちゃん」の学校訪問を実施し、学校給食を通じて食文化へ

の理解を深めました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 地域における食育の推進 

〔平成 29年度の主な取組〕 

 ・食育推進県民大会の開催：1回  

・地域食育フォーラムの開催：10圏域 

 ・健康に配慮したメニュー・弁当等を提供する飲食店等：708店 

 ・食生活改善推進員ステップアップ研修会の開催：10コース開催 

・（再掲）クックパッド「長野県公式キッチン」「おいしい信州ふーど（風土）」活用レシピ数：56点 

・地産地消 CP「地産地消レシピ募集企画」応募レシピ数：52点 

〔平成 29年度の主な取組〕 

 ・長野県農村生活マイスター認定事前研修会の実施：年５回 25名を認定 

・長野県農村生活マイスター協会が実施した「農村女性チャレンジプラン推進モデル事業」のうち食育に

関わるもの：県下７地区 延べ８回 232名 

・県と農村女性ネットワークながのとの共催による「信州の味コンクール」開催：応募総数 36点 

・農村女性ネットワークながのによる「信州の食と農のセミナー」実施：県下 9地区 延べ 41回 653名 

・（再掲）「旬ちゃん」による学校訪問による地産地消、食育の推進：延べ 10校 810名 

【信州の食を育む県民大会】 
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＜今後の展開方向＞ 

≪学校、保育所等における食育の推進≫ 

 「おいしい信州ふーど」キャンペーン推進委員会と連携し、学校訪問による食育を推進します。 

 栄養教諭等や食育ボランティアとの連携を深め、保護者も含めた研修会等の開催により、食の重要さ、

大切さを学ぶ機会を設け、地域ぐるみでの食育活動を推進します。 

 

 

≪地域における食育の推進≫ 

 「信州の食を育む県民会議」により、県民運動として食育を推進するとともに、地域における食育推

進のための課題等の共有・連携を行う「地域連絡会議」を開催します。 

 健康づくり県民運動「信州ACE(エース)プロジェクト」と連携し、食育を推進します。 

 県民が「食塩摂取量の減少」「野菜摂取量の増加」「朝食欠食の減少」等、健康に食べることを実践で  

きるよう、市町村や関係機関・団体と連携し、食育ボランティアとともに地域での普及・啓発の活動

を実施します。 

 外食や中食を通じて健康づくりを支援するため、食塩量や野菜量など健康に配慮し、地元産食材を使

用したメニューを提供する「信州食育発信 ３つの星レストラン」や「健康づくり応援弁当（信州Ａ

ＣＥ弁当」の登録を促進します。 

 

 

≪食文化の継承のための活動への支援≫ 

 地消地産活動、伝承及び交流活動に意欲的な女性農業者を長野県農村生活マイスターとして認定し、

食農教育の充実を図ります。 

 特色ある地域食材を活用した創作ふるさと料理など、伝統的な食文化の再評価と新たな食の活用方法

を提案する信州の味コンクールを開催します。 

 農村女性フェスティバル等のイベントで、農産加工品の対面販売を行い、地域の特色ある食文化を広

く発信します。 

 農村女性のグループ活動を通し、女性のネットワークを活かした地産地消・食文化の伝承を推進しま

す。 

 生産者や食育ボランティア等と連携し、学校給食への信州伝統野菜の活用などによる食農教育を推進

します。 

 農村の暮らしに根ざした伝統行事や、食文化の伝承と健康的な食生活の実践に向けた活動を支援しま

す。 
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【長野県農業水利施設等保全管理会議】 

（３）[施策展開６] 美しい農村の維持・活用 

ア 農山村の多面的機能の維持と環境保全 

 

 

 

 

 

＜施策の取組状況＞ 

○ 農地や農業用水路等の保全管理の推進 
 
 農地・農業用水路等の農村資源や農村環境を保全するため、多面的機能支払事業を活用し、水路の泥上げ

や補修、草花の植栽、農道への砂利補充等、地域ぐるみで行う共同活動を支援しました。 

 地域ぐるみで行う共同活動の普及促進及び活動の質的向上を図るため、長野県農業農村多面的機能発揮促

進協議会や市町村等と連携し、シンポジウムや研修会を開催しました。 

 農業水利施設などの適時適切な保全管理と長寿命化を推進するため、

県、市町村、土地改良区、長野県土地改良事業団体連合会等で組織

する「長野県農業水利施設等保全管理会議」を開催し、ストックマ

ネジメントサイクルの確立のためのベースとなる「個別施設毎の長

寿命化計画」の作成に係る説明等を実施しました。 
 農業水利施設の日常管理に携わる土地改良区等施設管理者への技術

力向上や、土地改良施設に係る災害・事故等のリスク管理技術を習
得するための指導事業（基幹水利施設管理技術向上研修）を実施
しました。 

 農村の持つ魅力を発信し、農村の多面的機能への理解の促進を図

るため、疏水、ため池、棚田の歴史や景観等を観光へ活用する取組を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【めざす平成 29年の姿】 

◇農地や農業用水路等の農村資源の保全活動に、農業者だけでなく地域住民やＮＰＯなど非農家住民

の参加が広がり、良好に保全されている農地面積が拡大しています。 

◇集落の話し合いに基づく自律的・継続的な農業生産活動を行うことにより、農地の保全が図られ、

農業・農村の持つ多面的機能が維持されています。 

◇野生鳥獣による農業被害が減少し、農業者の生産意欲が高まり、安定的な農業生産活動が営まれて

います。 

〔平成 29年度の主な取組〕 

・多面的機能支払事業（農地維持）の取組面積：812組織 37,029ha 

・多面的機能支払事業（資源向上(共同活動)）の取組面積：517組織 23,692ha 

・多面的機能支払事業（資源向上(長寿命化)）の取組面積：455組織 28,649ha   

・長野県農業農村多面的機能発揮促進協議会や市町村等と連携した研修会等の開催：19回 

・多面的機能支払事業相談窓口の設置（相談件数 1,380件） 

・指導事業（基幹水利施設保全管理技術向上研修）による技術指導：14施設(100人) 

・インフラ長寿命化計画説明会（市町村、土地改良区向け）の開催：２回（209人） 

・長野県農業水利施設等保全管理会議の開催：1回（162人） 

・「信州の農業遺産 魅力ガイド」の発行：21,500部 

・「信州の農業遺産を巡る旅」の発行：10,000部 

・旅行商品造成商談会における疏水等の観光への活用の提案：１回（旅行会社 42社、81名） 
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【景観作物の作付け（コスモス）】 

■達成指標項目28：地域ぐるみで取り組む多面的機能を維持・発揮するための活動面積 

（農地整備課・農村振興課調べ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 中山間地域の継続的な農業生産活動の推進 

 

 中山間地域農業直接支払事業により、1,076協定、9,398haにおける協定

農用地において集落の話合いに基づく、農地法面の草刈りや水路・農道の

管理など営農の継続に向けた活動と、景観作物の作付け等農村の多面的な

機能の増進に係る活動を支援しました。 

 協定農用地の周辺林地の下草刈りや電気柵の設置活動を通して、シカやイ

ノシシなどの鳥獣被害に起因した耕作放棄地の発生防止を支援しました。 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

○ 野生鳥獣対策の推進 

 

 野生鳥獣被害対策チームが、市町村等と連携し、集落ぐるみによ

る被害対策の体制整備と地域の実情に合わせた被害対策を行い、

被害集落の自立的な防除体制の構築を支援しました。 

 国の鳥獣被害防止総合対策交付金を活用し、20市町村における取

組を支援し、総延長 41kmの侵入防止柵の設置及び地域毎の協議会

等が行う捕獲に必要な機材の購入や緩衝帯を整備しました。 

 ニホンジカの捕獲・駆除については、複数市町村による広域捕獲

を積極的に推進し、26,250頭を捕獲しました。 

 

〔平成 29年度の主な取組〕 

・集落における農業生産活動等の支援：71市町村 1,076協定 9,398ha 

・市町村との協働による協定農用地の確認：84件 

【集落住民による侵入防止柵の設置】 

長野県農業農村多面的機能発

揮促進協議会や市町村と連携し

てシンポジウムや研修会を開催

し、事業制度の周知や機運向上を

図ったことにより、活動面積は増

加し、概ね目標を達成した。 
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（参考）野生鳥獣による農業被害額の推移                （単位：千円、農業技術課調べ） 

H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 

931,166  852,900  794,203  733,950 706,846 641,800 618,790 550,842 

 県内における平成 29年度の野生鳥獣による農業被害額は ５億 5,084万円で、前年度より 6,795万円減

少（H28比 89％）したものの、依然として大きな被害が発生しています。 

 特に、ニホンジカによる被害が大きく、被害額は 1 億 4,112 万円にのぼり、平成 29 年度は被害全体の

25.6％を占めています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜今後の展開方向＞ 

≪農地や農業用水路等の保全管理の推進≫ 

 農地や農業用水路等の農村資源や農村環境を保全するため、多面的機能支払事業により、水路の泥上げ・

補修、草花の植栽、農道の保全管理など、地域ぐるみで行う共同活動を支援します。 

 市町村や推進組織と連携し、一層の広報活動に取り組み、既存活動組織の継続と新たな活動組織の立上げ

を推進します。 

≪中山間地域の継続的な農業生産活動の推進≫ 

 農地の保全や多面的機能の維持・促進を図るため、中山間地域農業直接支払事業の第４期対策（平成 27年

度開始）において、引き続き農業生産活動を支援します。 

 

≪野生鳥獣対策の推進≫ 

 集落自らが被害対策を実践できるよう、引き続き、野生鳥獣被害対策チームによる助言・指導等を実施し

ます。 

 野生鳥獣に負けない集落づくりを進めるため、野生鳥獣被害対策チーム等が市町村や大学、NPO 等と連携

し、追い払い等の防除対策、緩衝帯整備等の環境対策など総合的な取組を集落自らが実践できるよう支援

します。また、狩猟者の確保・育成、広域や集落ぐるみで行う捕獲対策を支援し、ジビエ振興による活用

対策を推進します。 

 優良事例を成功モデルとして紹介し、取組を周辺集落へ波及させるとともに、支援を実施している集落に

ついては、集落自らが被害対策に取り組めるよう、誘導していきます。 

 市町村が策定する被害防止計画を着実に進めるため、国の鳥獣被害防止総合対策交付金等を活用し、侵入

防止柵の設置や捕獲・生息環境対策等を積極的に支援します。 

 積雪地帯におけるニホンジカの防除対策について、リーフレット等により県下への普及に努めていきます。 

 

〔平成 29年度の主な取組〕 

・鳥獣被害防止総合対策交付金による侵入防止柵の設置：20市町村 総延長 41km 

・ニホンジカ捕獲頭数： 26,250頭 

 （個体数調整： 21,755頭、狩猟： 4,495頭、対前年度比 102％） 

・緩衝帯の整備：33ha 
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（３）[施策展開６] 美しい農村の維持・活用 

イ 農村資源の利活用の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜施策の取組状況＞ 

○ 農村資源を活用したエネルギー生産の普及と利用促進 
 
 農業用水を活用した小水力発電の導入を推進するため、長野県土地改良施設エネルギー活用推進協議会と

連携し、市町村・土地改良区等の職員を対象とした研修会を開催しました。 

 小水力発電の導入を検討している地域において、環境部と連携した小水力発電キャラバン隊による出張相

談会を開催し、施設の建設に係る費用や具体的なメリット等を周知しました。 

 小水力発電候補地の位置や発電規模、経済性評価など小水力発電の普及・拡大につなげるための情報を民

間事業者へ提供しました。 

 
 
 
 
 

 

○ 小水力発電など農業水利施設等を活用した自然エネルギーの導入促進 
 

 土地改良施設エネルギー活用推進事業等により小水力発電施設を建設し、発電した電力の売電収入を農業

水利施設の維持管理費に充当することで負担軽減を図る土地改良区等の取組を支援しました。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                  

 
 

     

 

【めざす平成 29年の姿】 

◇地球温暖化問題やエネルギー施策への県民の関心が一層高まり、各地で省エネルギー化や農業生産

とともに発生するバイオマスの活用に向けた取組が進んでいます。また、こうした取組や農地、農

業用水、里山などの資源を有する農村の価値が見直されています。 

◇太陽光や農業用水による発電施設の建設が進み、電力利用や余剰電力の売電によって農業水利施設

等を維持管理する地域が増えています。 

◇きのこ廃培地等を使ったペレット製造や燃焼機器等の低コスト化が進み、地域と民間事業者との連

携により、農業系バイオマスの収集・処理・燃料利用の一連の取組が始まっています。 

〔平成 29年度の主な取組〕 

・農業用水を活用した小水力発電研修会の開催：２回 

・小水力発電キャラバン隊による出張相談会の開催：４回 

・専門技術者派遣による適否調査及び課題解決：１回（２地点） 

県営かんがい排水事業 

【春富６号地区（伊那市）】 
地域用水環境整備事業 

【梓川右岸幹線地区（松本市）】 

〔平成 29年度の主な取組〕 

・県営・団体営事業により整備し稼働開始した施設：３か所 

稼働開始した小水力発電施設 
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■達成指標項目 29：農業用水を活用した小水力発電の容量 （農地整備課調べ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 農業系バイオマスの利活用の促進 

 

 農業系バイオマスの発生量や利活用状況についての現状把握を行いました。 

 花き栽培を対象とした農業用木質バイオマスボイラの開発に着手しました。 

 
 
 
 
 

 

＜今後の展開方向＞ 

 農業用水を活用した小水力発電の普及拡大を図るため、市町村や土地改良区等の事業化に向けた手続きへ

の支援や技術面の助言を行います。 

 農業用水を活用した小水力等発電施設の導入を促進するため、研修会の開催や小水力発電キャラバン隊に

よる啓発、モデル施設の建設により得られたノウハウなどを通じ、自然エネルギーの活用における課題の

解決を支援します。 

 土地改良施設の維持管理負担の軽減を図るため、土地改良区等が行う農業用水を活用した小水力発電施設

の整備を支援します。 

 木質バイオマスボイラの性能を分析し、安価で効率的な機器を開発します。 

 きのこ廃培地等のバイオマス資源について、市町村における具体的な利活用策を支援します。 

農業用水を活用した小水力発電

施設を導入する支援制度の積極的

な PR や研修会の開催により機運向

上を図り、発電施設の整備を進めた

結果、2,900kW の発電容量が確保さ

れ目標を達成した。 

〔平成 29年度の主な取組〕 

・農業系バイオマス発生量調査－家畜排せつ物 676,000ｔ、きのこ廃培地 330,827ｔ等 

・農業用木質バイオマスボイラの開発に着手 
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（３）[施策展開６] 美しい農村の維持・活用 

ウ 安全で快適な農村環境の確保と防災・減災 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜施策の取組状況＞ 

○ 総合的な防災対策の推進 
 
 豪雨や地震による決壊等の被害を防止し、農村地域の安全を確保するため、ため池の耐震対策や老朽化し

たため池等の補強・改修を進めました。 

 農地、農業集落及び道路、鉄道等の公共施設を地すべり災害から守るため、地すべり防止工事や地すべり

防止施設の補修を進めました。 

 地震に起因する施設の損傷等による被害を防止するため、重要な農業水利施設の耐震化を進めました。 

 降雨による農地等の湛水を防止するため、排水路の改修を進めました。 

 災害発生時の人的被害を軽減するため、ため池ハザードマップの作成を支援しました。 

 市町村、ため池管理者を対象としたため池管理体制強化のための研修会を開催しました。 

 
 
 
 
 
 

 

 

■達成指標項目 30：農地等の安全確保面積（H25～H29） （農地整備課調べ） 
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【めざす平成 29年の姿】 

◇豪雨や地震に対し、ため池や農業用水路の安全性が高まり、また、ソフト対策による災害時の被害

軽減を図る取組が進むなど、農村地域の安全が確保されています。 

◇農村生活環境の整備が進み、農作業の効率化が図られるとともに、農村地域の日常生活の利便性が

向上しています。また、農村生活環境の整備に伴い、集落機能を維持するための定住促進や他地域

との交流・連携による地域経済の活性化といった施策が各地で進められています。 

◇ため池や農業用水路は、生態系や景観に配慮して整備されるとともに、水に親しめる施設の整備も

進み、人々に安らぎを与える水辺空間となり、地域住民等により適切な管理が行われています。 

〔平成 29年度の主な取組〕 

・県営農村地域防災減災事業 実施地区数：43地区 

・地すべり対策事業 実施地区数：14地区 

・ため池管理体制強化のための研修会 参加団体数：32市町村及び４土地改良区（102名） 

ため池等整備事業によるため池の

耐震化工事や地すべり対策事業によ

る地すべり防止工事等を計画的に進

めたことにより、概ね目標を達成し

た。 
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【耐震補強工事を実施した水路橋】        【地すべりを防止するための抑止工事】 
県営農村地域防災減災事業 竜西２期地区（飯田市）           地すべり対策事業 飯山南部地区（飯山市） 

 
 

○ ため池や地すべり防止施設等の維持管理の徹底 
 

 地震に対する安全性を把握するため、下流に住宅が存在するため池の耐震性点検を進めました。 

 地すべり被害の軽減や再発防止のため、地すべり防止施設を適切に管理しました。 
 
 
 
 
 
 

○ 集落を維持するための地域特性に応じた生活環境整備の推進 
 
 農産物輸送の効率化と地域間交流を支える基幹的農道の整備を進めました。 

 農村地域の居住環境を改善し、集落機能を維持するため、農業生産基盤の整備や農業集落内の道路整備等

の生活環境整備を進めました。 

 
 
 
 
 
 

○ 美しい農村景観や生態系保全への配慮 
 
 農業生産基盤や生活環境の整備は、生態系や景観等の環境との調和に配慮し、必要に応じて石や木材等の

地域の自然素材を利用した工法を採用しました。 

 

 

 

 

＜今後の展開方向＞ 
 地域によるため池の管理体制を強化するとともに、豪雨や地震による決壊等の被害を未然に防止するため、

老朽化したため池等の補強、改修及び耐震化を計画的に進めます。 

 地すべり防止施設を適切に管理するとともに、農地、農業集落及び道路、鉄道等の公共施設を災害から守

るため、地すべり対策を進めます。 

 農業生産基盤の整備と農業集落内の道路整備等の生活環境の整備を総合的に進めます。 

 農業生産基盤や農村生活環境の整備は、生態系や景観など環境との調和に配慮して進めます。 

〔平成 29年度の主な取組〕 

・ため池の耐震性点検箇所数：８か所 

〔平成 29年度の主な取組〕 

・県営農道整備事業 実施地区数：９地区 

・県営中山間総合整備事業 実施地区数：14地区 

〔平成 29年度の主な取組〕 

・生態系や景観に配慮した水路等の延長： 0.1ｋｍ 
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